
2016年9月

S e p t em b e r , 2 0 1 6

館 報
第31号

平成27年度

M t . F u j i  a n d  P r i n c e s s  K a g u y a  M u s e um

Administrative document registration number of Fuji city 28-30

M t . F u j i  a n d  P r i n c e s s  K a g u y a  M u s e um

富士市行政資料登録番号　28-30

Ａｎｎｕａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ

The  A n n u a l  R e p o r t  o f  T h e  M t . F u j i  a n d  P r i n c e s s  

K a g u y a  M u s e um  i n  F u j i  c i t y , S h i z u o k a , J a p a n

v o l . 3 1  /  2 0 1 5

館
報

第
31
号
（
平
成
27
年
度
）

富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

The A
nnual Report of The M

t.Fuji and Princess Kaguya M
useum

2
0
1
6



富士市立博物館から

富士山かぐや姫ミュージアムへ
2015 年 5 月 か ら 2016 年 4 月

までの間、富士市立博物館本館

において耐震補強工事と展示工

事を実施した。右は展示工事が

終わった 2016 年 4 月の本館外

観。一般による公募・投票の結果、

リニューアルオープン後の愛称

は「富士山かぐや姫ミュージア

ム」に決定した。

富士山に帰ったかぐや姫の物語を展示する

世界でただひとつのミュージアム
富士山周辺の地域には、かぐや姫が富士山に帰り、最後

に富士山の祭神になるという独特な竹取物語が伝わって

いる。新しい展示室では、近年の調査で発見されたその

物語を裏付ける歴史資料を中心に、富士山とかぐや姫と

のつながりや富士山に対する信仰の実態へと迫る展示が

展開される。
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南張富士講で用いられた富士山

の掛け軸
雪舟に端を発する富士山図の基

本形で、駿河湾越しの遠景に三

峰の富士、左下には清見寺、右

下 に は 三 保 松 原 が 描 か れ た 掛

軸。画面左上には「友閑斎有信

七十五歳筆」とある。三重県志

摩市浜島町南張地区の富士講に

おける行事（日待）の際に会場

に掛けられたもの。平成 21 年

に富士講の人々により表具が新

しくされている。
【４-（３）井上報告参照】

掛軸裏面の記載
平成 21 年に表具を新しくした際に、裏面の記載部分も保

存され、新たな表具の裏面に貼り付けられている。そこに

は、この掛軸はもともと南張の徳林寺で大切に受け継がれ

てきたものであり、弘化 2 年（1845）に徳林寺の住職よ

り南張の富士講へと譲られたということが記されている。

また、当時の講のメンバー 35 名の名が記されている。
【４-（３）井上報告参照】

南張の浅間さん
三重県の伊勢・志摩地方では、富士山の本地仏である大

日如来を祀る「浅間さん」が、富士山の村山修験の檀廻

活動を受けて組織された富士講の人びとにより数多く設

けられ、行事の舞台となった。本像は、南張の富士講の

人びとに祀られた大日如来（金剛界）で、台座には享保

12 年（1727）に奉納されたことが刻まれている。なお、

現在ではコンクリートの祠に納められているが、すぐ脇

には石を組んで作った祠が残されており、かつてはそち

らに納められていた。
【４-（３）井上報告参照】
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南張富士講帳簿

（右上：規約、右中央：定式祭礼

の収支、右下：講員連名簿、下：

表紙）
南張の富士講に関わる様々な事項

を書き留めた帳簿。その期間は、

明治 28 年（1895）から平成 20

年（2008）までの 113 年間にお

よんでおり、講の変容の姿を知る

ことができる。
【４-（３）井上報告参照】

南張富士講書類
南張の富士講に関する史料は 132

点に及ぶ。これらは、「南張富士

講書類箱」と記された木箱などに

納められており、講の行事の当番

である宿本の家で、大切に保管さ

れた。講の行事が終わると次の宿

本へと引き継ぎがおこなわれた。
【４-（３）井上報告参照】
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今井中世五輪塔群
富士市今井一丁目に所在する当該遺跡の出土資料

の中には、富士市指定有形文化財（建造物）に登

録される 2 基の五輪塔のほか、12 世紀後半の常

滑産の蔵骨器や 14 世紀代の五輪塔が存在するこ

とが判明した。吉原湊に近接した要衝地に、中世

初頭から勢力を誇る有力寺院があった可能性が指

摘される。
【４-（１）藤村報告参照】

デイサイト製五輪塔（図 2-3、※市指定その 1）
水輪に刻まれた四方を示す梵字には、金箔が象嵌される。

常滑産三筋壷（図 2-1） 凝灰岩製五輪塔（図 2-2、※市指定その 2） 「文保二年十二月八□」銘
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　富士市立博物館は「富士山かぐや姫ミュージアム」の愛称を冠し、本年４月 29 日にリ

ニューアルオープンいたしました。当館は「富士に生きる―紙のまちの歴史と文化―」を

メインテーマに掲げ、岳南地域の歴史と文化、並びに基幹産業である製紙に関する調査研

究・資料収集・保管・展示・教育普及を目的に、昭和 56 年４月 25 日に開館し、これま

でに３回程部分的な展示リニューアルを行い常設展示を見直してまいりました。また、平

成６年には分館である歴史民俗資料館が開館し、民俗分野の展示を強化してきたところで

ございます。併せて、隣接する広見公園内のふるさと村歴史ゾーンは、樋代官長屋門や旧

稲垣家住宅をはじめとした文化財建物８棟のほか、竪穴住居跡などの復元建物など、屋外

展示 11 棟の建物群で構成された県内屈指の民家園となっており、市民の皆様に親しまれ

てきました。

　しかしながら、本館は耐震強度不足や、老朽化、さらに展示公開エリアの狭隘感等も指

摘され、先行して作成された耐震計画に併せ、平成 23 年度に博物館リニューアル検討委

員会を設置し、将来構想を盛り込んだ、総合的且つ抜本的なリニューアル基本計画を策定

いたしました。さらに、平成 25 年６月の富士山世界文化遺産登録に併せ、リニューアル

コンセプトの一部見直しもおこなっております。平成 27 年３月には本館の工事に先行し、

広見公園歴史ゾーンと本館２階を連結する園路並びに、外部収蔵庫が完成いたしました。

　そして、平成 27 年５月から耐震リニューアル工事に着手し、約 1 年間の本館休館期間

を経て、平成 28 年４月 29 日、盛大に落成式を開催しオープンの日を迎えました。

　なお、新設の富士山世界文化遺産関連コーナーにつきましては、県世界遺産センター整

備課の御助力を得て展示しております。その他につきましても、関係機関や協力者から多

大な御支援・御鞭撻をいただきました。改めて深く感謝申し上げます。

　未来を担う子供たちが、生まれ変わった富士山かぐや姫ミュージアムの展示に触れるこ

とにより、ふるさとの歴史と文化に愛着と誇りを持っていただければ幸いです。また、博

物館が充実することにより、市外、県外に向けての情報発信力が高まり、ひいてはシティ

プロモーションにもつながるものと考えております。このような観点に立ち、一人でも多

くの方々に御利用いただければと、リニューアルに併せ常設展観覧料を無料化しました。

　富士山に帰るかぐや姫物語を展示する世界でただひとつのミュージアム・富士山かぐや

姫ミュージアムへのお越しを職員一同お待ちしております。

平成 28 年 9 月
富士山かぐや姫ミュージアム

館 長 　 木 ノ 内  義 昭

ごあいさつ
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自主展観事業
種別 テーマ展 出張展示
事業 

名称

富士市立博物館 

30 年の歩みとこれから 富士かぐやモバイルミュージアム

会期 2/14（土）～ 5/17（日）【80 日間】7/18（土）～ 3/31（水）【126 日間】
内容 昭和 56 年の開館後、平成 28 年

4 月には 33 周年を迎える富士市

立博物館は、耐震補強工事、展示

リニューアルのため、本展示会終

了後、一時休館する。本展示会で

は、考古、歴史、美術、民俗、紙

の各分野からなる多様な収蔵品

と、リニューアル後の博物館につ

いて紹介した。

 

Ⅰ　富士山関係資料　　　 

Ⅱ　考古分野資料　　　  

Ⅲ　歴史分野資料　　　   

Ⅳ　美術工芸分野資料 　 

Ⅴ　紙分野資料　　　    　 

Ⅵ　民俗分野資料

　　    

　このほか、過去に行われた展示

会のポスターの掲示、博物館年表

の掲示を行った。

平成 27 年度は、次年度に控える展示室リニューアルオー

プンに向け、5 月下旬以降に本館が休館となり、収蔵資料

の公開や見学なども不十分となるため、その間に博物館

の意義や価値が市民から忘れられないよう出張展示を企

画した。本事業は、休館中も市内各所にて観覧無料の出

張展示を実施することにより、博物館の活動を通年どお

り市内外の皆様に PR する場を設けることを目的としたも

の。また、同時にリニューアル後の博物館の姿も宣伝す

ることで、市民の皆様に博物館リニューアルオープンへ

の期待感を持っていただくことを目指した。

 

Ⅰ　竹取物語へのいざない、Ⅱ　かぐや姫と富士山～富

士の竹取物語～、Ⅲ　富士山登山案内絵図にみる南麓の

信仰空間、Ⅳ　南麓に受け継がれる富士山信仰～鳥居講

～（②と⑦では会場の都合で省略）、Ⅴ　生まれ変わる博

物館

 

①７月 18 日（土）～９月６日（日）51 日間　10,572 人 

② 9 月 25 日（金）～ 10 月４日（日）10 日間　約 1,000 人 

③ 10 月 8 日（木）～ 10 月 12 日（月祝）５日間　人数不明 

④ 10 月 11 日（日）　1 日間　350 人 

⑤ 10 月 27 日（火）～ 11 月 15 日（日）18 日間　28,094 人 

⑥平成 28 年 1 月 22 日（金）～ 1 月 31 日（日）　10 日間　人数不明 

⑦ 2 月 20 日（土）～ 2 月 28 日（日）　9 日間　約 1,000 人 

⑧ 3 月 1 日（火）～ 3 月 31 日（木）　22 日間　人数不明

会場 １階・２階ロビー 

特別展示室

①富士川楽座、②・⑦ステーションプラザ FUJI、③アピ

タ富士吉原店、④吉原商店街、⑤富士市立中央図書館、⑥

ロゼシアター、⑧富士市教育プラザ
対象 一般 一般
来場

者数

大人 2513 人 大人 人
小人 2006 人 小人 人
合計 4519 人 合計 41016 人

関連

イベント

１日平均 56.49 人 １日平均 325.52 人
ギャラリートーク 22 回実施　 

参加人数は下段のとおり

Ⅰ　学芸員によるモバイルミュージアムトーク　 

　10 回実施　参加人数は下段のとおり 

Ⅱ　博物館愛称アンケート＆選挙　 

　会場①・②で愛称募集アンケートを実施。

　このアンケート結果をもとに会場③・④で選挙を行い、

　12 月、愛称「富士山かぐや姫ミュージアム」に決定。

合計 75 人 合計 861 人モバイルミュージアム・フライヤー

モバイルミュージアム（富士川楽座）

日常の中の富士山（中央図書館）

愛称募集選挙（アピタ富士吉原店）

（１）　展 示 会

１　平成 27 年度　事業報告
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各種講座教育普及事業
種別 展示関連企画 陶 芸・土器作り
事業

名称

日常の中の 富士山

～市民と一緒に展示づくり～

富士山とかぐや姫 

シンポジウム 

富士山と、かぐや姫 

～そのつながりを探る～

チャレンジ !! 陶芸 陶芸歳時器 陶芸室自由開放日

日時 11/3（火祝）

13:30 ～ 16:00

11/14（土）

13:00 ～ 17:00

偶数月第 2・4 土曜 

9:30 ～ 11:30 

各回 2 回計 12 回

奇数月第 2 土曜 

9:30 ～ 11:30 

計 6 回

毎月第 2 日曜 

※ 6・12 月を除く 

9:30 ～ 16:00

計 10 回
内容 日常の中の富士山と題し

た写真を広く市民から集

め、写真にまつわる思い

出を撮影者から聴き取り、

解説文をつくるまでを行

うワークショップ。成果

物はオープン後の博物館

に実際に展示されている。 

①作品、参加者募集 

9/16 ～ 10/20 

②展示体験ワークショッ

プ　11/3 

③作品の展示公開 

・リニューアル後の展示

室「富士山とかぐや姫」

にて展示 

協力　㈱乃村工藝社、㈱

富士通研究所

リニューアルの目玉であ

る富士山とかぐや姫に関

する最新の研究成果を報

告。 

 

講師と演題 

西岡芳文氏「富士山縁起の

成立とかぐや姫」 

菊池邦彦氏「富士山縁起の

歴史的展開」 

大高康正氏「富士山東泉院

とかぐや姫」 

中村羊一郎氏 ｢静岡県内の

かぐや姫と天女伝説」 

協力 

富士市産業経済部観光課

富士山・シティプロモー

ション推進室

陶芸を始めてみたい初心者

を対象に開催。気軽に陶芸

に触れることができる講

座。 

２回で１講座。 

参加者は、講師から基本的

な成形を習い、１回目は粘

土１㎏を使って好きな形の

作品を作る。 

乾燥後、素焼きを行い、２

回目には、素焼きの作品に

呉須で絵付けを行う。 

その後、希望の釉薬をかけ

て焼き上げる。 

完成は１ヶ月後。 

初心者でも作りやすい

テーマを季節ごとに設定

し、粘土で作品を製作す

る楽しさを気軽に体験し

てもらう。 

 

①５月 - 風鈴作り　　 

②７月 - ランプシェード　 

③９月 - 香炉（アロマポッ

ト）　 

④ 11 月 - 干支置物（申）

　 

⑤１月 - ひな人形　 

⑥３月 - 鯉のぼり

陶芸中級者レベルの

方のための講座。粘

土でお皿やカップな

ど自由に製作する。

会場 富士市立中央図書館 

視聴覚室

富士市消防防災庁舎 

７階　大会議室

工芸棟陶芸室 工芸棟陶芸室 工芸棟陶芸室

対象 一般 一般 小学生以上一般 

小学生は保護者同伴

小学生以上一般 

小学生は保護者同伴

小学生以上一般

定員 先着 20 人 先着 100 人 先着 30 人 先着 30 人 先着 30 人
募集

開始

9/16( 水 ) ～ ７月 18 日（土）～ 偶数月第１土曜 9:00 ～ 奇数月第１土曜 9:00 ～ 当日　9:00 ～

受講料 無料 200 円 1,000 円 1,000 円 粘土 1kg1,000 円

講師 乃村工藝社スタッフ・

館職員

上記 館職員 

陶芸ボランティア

館職員 

陶芸ボランティア

なし

参加

人数

11/3 17 人 11/14 88 人 ① 4/11、4/25 12 人 ① 5/9 7 人 ① 4/12 17 人
② 6/6、6/20 8 人 ② 7/11 13 人 ② 5/10 16 人
③ 8/8、8/22 29 人 ③ 9/12 10 人 ③ 7/12 11 人
④ 10/10、10/24 14 人 ④ 11/14 15 人 ④ 8/9 13 人
⑤ 12/5、12/19 12 人 ⑤ 1/9 9 人 ⑤ 9/13 16 人
⑥ 2/13、2/27 20 人 ⑥ 3/12 10 人 ⑥ 10/11 12 人
合計 95 人 合計 64 人 ⑦ 11/8 10 人

⑧ 1/10 14 人
⑨ 2/14 7 人
⑩ 3/13 8 人
合計 124 人

（２）　教室・講座・イベント・調査
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各種講座教育普及事業
種別 陶芸・土器作り 型染・染色 手漉き和紙
事業

名称

古代人の暮らし～古代の知恵に学ぶ～  富士の型染体験 手作り和紙工芸
ミニミニ埴輪づ

くり

古代料理レスト

ラン 親子どきやき体験 テーブルセンター
ノートカバー 

カードケース 漉き込みうちわ 三島暦を摺る

日時 7/20( 月祝）

9:00 ～ 12:00

11/29（日） 

9:00 ～ 13:00

頃

① 11/23( 月祝） 

② 2/11( 木祝） 

時間はいずれも

9:30 ～ 12:00　

8/1（土 ) 

9:30 ～ 12:30 

　

8/8( 土） 

9:30 ～ 12:30 

　　

7/12( 日 ) 

① 9:00 ～ 

② 10:00 ～ 

③ 11:00 ～

11/28（土） 

9:00 ～ 12:00

内容 様々な体験を通

して先人の知恵

や工夫を学ぶ。 

 

大昔の埴輪をモ

チーフにしてミ

ニミニ埴輪を作

り、簡単な窯で

焼く。 

弓ギリ式火おこ

し道具を使って

の、古代の火お

こし体験。 

様々な体験を通

して先人の知恵

や工夫を学ぶ。 

 

古代のカマド作

りを行った後、

台付甕やカマド

を使った調理

法にて古代料理

を再現すること

で、古代人の食

生活を体験。

様々な体験を通して

先人の知恵や工夫を

学ぶ。 

 

古代の土器や装飾品

をモチーフにしたペ

ンダントを、粘土で

成形・焼成。 

弓ギリ式火おこし道

具を使っての、古代

の火おこし体験。 

郷土で育まれた型

染文化の普及・継

承を目的とし、染

色の工程を中心

に、1 日で作品を

仕上げる。 

 

①テーブルセン

ター 

郷土で育まれた

型染文化の普及・

継承を目的とし、

染色の工程を中

心に、1 日で作

品を仕上げる。 

 

②ノートカバー・

カードケース

富士市の地場産業

である紙について

学び、和紙を使っ

た工芸作品の制作

体験を通して、そ

の製法や、和紙の

美しさなどについ

ての知識を深める。 

うちわの骨を和紙

に漉き込み、オリ

ジナルのうちわを

作る。

和紙を漉き、そ

こに三島暦を刷

る体験。三島暦

とは、三島大社

でつくられた日

本最古の暦（カ

レンダー）で、

江戸時代の版木

から復元した樹

脂の版木をもと

に刷る。 

会場 工芸棟陶芸室他 工芸棟陶芸室他 工芸棟陶芸室他 工芸棟染色室 工芸棟染色室 工芸棟染色室 工芸棟染色室
対象 年少園児から小

学生とその保護

者（4 年生以下

は保護者同伴）

小学生以上一般 

（小学生は保護

者同伴）

年少園児から小学生

とその保護者（4 年生

以下は保護者同伴）

小学生以上一般 

（4 年生以下は保護

者同伴）

小学生以上一般 

（小学生は保護者

同伴）

小学生以上一般 

（4 年生以下は保護

者同伴）

小学生以上一般 

（4 年生以下は保

護者同伴）

定員 先着 

親子15組(30人)

先着 15 人 先着 

親子 15 組程度 (35 人）

先着 20 人 先着 20 人 ①②③各回 

先着 5 人

先着　10 人

募集

開始

7/11( 土 )　

9:00 ～

11/21( 土 )　

9:00 ～

① 11/14( 土 ) 

② 2/6( 土 )　 

いずれも 9:00 ～

7/20（月祝）　 

9:00 ～

7/20（月祝） 

9:00 ～

6/23（火） 

9:00 ～

11/5( 木 ) 

9:00 ～

受講料 150 円 / 人 700 円 / 人 50 円 / 人 1,000 円 

材料費込み

1,000 円 

材料費込み

600 円 500 円

講師 館職員 館職員 館職員 富士の型染グループ　萌黄 富士の型染グループ　山吹 富士手漉和紙同好会 三島暦の会
参加

人数

7/18 31 人 11/29 17 人 ① 11/23 35 人 12 人 26 人 ①②③ 15 人 8 人
② 2/11 32 人
合計 67 人 ２講座合計 38 人 ２講座合計 23 人  

陶芸歳時器 古代料理レストラン 型染体験
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各種講座教育普及事業
種別 各種体験学習
事業

名称 一閑張入門 布ぞうり作り体験
夏休み実験室

自然の素材 de 染めてみよう チラシでハガキ作り ホットプレートで紅茶作り

日時 7/10( 金 )・7/17( 金 )・

7/24( 金 ) 

3 回連続講座 

午前コース 

9:30 ～ 11:30 

午後コース 

13:30 ～ 15:30

7/25( 土 ) 

9:00 ～ 11:30 

計 1 回

7/29( 水 )　 

9:00 ～ 12:00

7/30( 木 )　 

9:00 ～ 12:00

7/31( 金 )　 

9:00 ～ 12:00

内容 現代社会において使

用されなくなった一

閑張を紙のまち富士

市で多くの人に知っ

てもらうための体験

講座。竹篭に和紙を

張り重ね、柿渋で仕

上げる。 

 

①講義・制作 

②制作・ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

③仕上・塗装

近年室内履きとし

て人気の高い布ぞ

うりの制作を行な

う。古着を利用し、

わらじと同じ編み

方を手軽に学ぶこ

とができる。ぞう

りを知らない世代

にも日本の文化に

触れる機会となる

ことを目的とす

る。 

身近な植物を使用した染色

体験を通して、身近にある

資源の利活用、環境への配

慮等、エコやリサイクル活

動について考える。エコバッ

クの油、汚れを落とす。 

大豆をミキサーにかけ、呉

汁を作り、下地づけを行う。 

博物館と隣接する広見公園

内に自生する竹を煮出し、

染色液をつくり、エコバッ

クを染め液に浸す。 

ミョウバン、酢酸胴液にて

媒染した後、乾燥させる。

紙のリサイクルの脱墨（イン

キを取り除き白い紙を再生す

る）という工程を体験するこ

とにより、紙リサイクルの意

味について考える。 

新聞広告のチラシ 10 枚を細

かくちぎってミキサーでほぐ

し（離解）、バケツにあけて

水と洗剤少量を足しエアーポ

ンプで泡をすくい取る（脱イ

ンキ）。 

離解と脱インキを繰り返して

再生（脱墨）パルプを作り、

紙漉き、脱水、乾燥を経てハ

ガキを完成させる。

生葉から紅茶を作るという工

程を体験することにより、発

酵という化学変化を身近に感

じてもらい、富士市の地場産

業である茶業への関心を高め

てもらう。 

前日に摘み取って広げておい

た茶葉をよく揉む。 

揉んで色が変色した茶葉を、

ビニール袋に入れ、屋外に 1

時間ほどおいて発酵を進める。 

発酵が進んだ茶葉をこがさぬ

ようにホットプレートの上で

乾燥させると、紅茶が完成す

る。

会場 工芸棟染色室 旧稲垣家住宅 工芸棟陶芸室 工芸棟陶芸室 工芸棟陶芸室
対象 18 歳以上 

（高校生不可） 

※ 3 回連続出席できる方

小学生以上一般 

（小学生は 

保護者同伴）

小学生とその保護者 小学生とその保護者 小学生とその保護者

定員 午前・午後各回 

先着 16 人

先着 20 人 25 人 25 人 25 人

募集

開始

7/3（金） 

9:00 ～

7/18（土） 

9:00 ～

往復はがき 7/21（火）　

消印有効 

7/23（木）　抽選

往復はがき 7/21（火）　

消印有効 

7/23（木）　抽選

往復はがき 7/21（火）

消印有効 

7/23（木）　抽選
受講料 1,500 円 400 円 300 円 300 円 300 円
講師 館職員 ハートボックス 館職員 館職員 館職員
参加

人数

午前 16 人 19 人 12 人 16 人 15 人
午後 16 人
合計 32 人 ３講座合計 43 人

漉き込みうちわ 布ぞうり作り体験 自然の素材 de 染めてみよう
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各種講座教育普及事業
種別 各種体験学習
事業

名称

農家の食と年中行事
①落花生・里芋植付、 

柏餅作り

②七夕飾り作り ･ 

そうめん

③そばの種まき・ 

ゆで落花生作り

④里芋収穫・ 

月見団子作り

⑤そばの収穫・ 

かまど飯
日時 5/10（日） 

9:00 ～ 13:00

7/4（土） 

9:00 ～ 13:00

8/23（日） 

9:00 ～ 13:00

9/13（日） 

9:00 ～ 13:00

10/25（日） 

9:00 ～ 13:00
内容 これまで単発で行ってきたチャレンジ !! そばっ子、昔の年越し、みんなの家のお雑煮などの年中行事講座をまとめ、年間を通じて

農家の暮らしや年中行事を体感できる講座として再編成したもの。 

10 回連続参加枠と、単発参加枠を設け、さまざまな受講者が受講しやすいようにした（⑤ ･ ⑥ ･ ⑦は連続受講が条件）。 

端午の節句にあわせて柏

餅作りをおこなった。あ

わせて、以降の回に用い

るために里芋および落花

生の植え付けをおこなっ

た。

手すき和紙の体験をおこ

ない、七夕の短冊を作っ

た。また、竹のはしと器

を自ら作り、流しそうめ

んをおこなった。

11 月に予定されているそば

うちのために、そばの種ま

きをおこなった。あわせて、

5 月に植えつけた落花生を

収穫し、当地でよく食され

るゆで落花生をつくった。

お月見の時期にあわせて

月 見 団 子 を 作 る と と も

に、5 月に植えつけた里

芋を収穫し、塩茹でにし

た。

8 月に種を蒔いたそばの

収 穫 を お こ な う と と も

に、かまどでご飯を炊い

て、富士川流域で食べら

れ て い る カ ッ チ キ 飯 を

作った。

会場 旧稲垣家住宅体験畑他
対象 小学生とその保護者　　⑤⑥⑦は連続受講できる方
定員

連続受講枠　計 10 名　　　各回受講枠　計 10 名

募集
開始

4/26（日）　9:00 ～ 

連続受講枠募集開始日 

4/25（土）　9:00 ～

6/20（土）　9:00 ～ 8/9（日）　9:00 ～ 8/30（日）　9:00 ～ ⑤・⑥・⑦はまとめて 

10/11（日）　9:00 ～

受講料 連続受講枠　計 3,000 円 / 人　　各回受講枠　　　300 円 / 人
講師 館職員
参加
人数

16 人 14 人 10 人 13 人 12 人
　連続受講生 2 人、全 10 回合計　122 人

柏餅作り

ゆで落花生作り（落花生あらい）

ゆで落花生作り（落花生の収穫）

七夕飾り作り ･ そうめん

チラシでハガキ作り

ホットプレートで紅茶作り



１　平成27年度　事業報告

9

各種講座教育普及事業
種別 各種体験学習
事業

名称

農家の食と年中行事
⑥そばの脱穀・製粉、

干芋作り

⑦そばうち ⑧もちつき、注連縄作り ⑨繭玉作り、小豆粥 ⑩牡丹餅作り

日時 11/21（土）

9:00 ～ 13:00

11/22（日） 

9:00 ～ 13:00

12/23（水祝）

9:00 ～ 13:00

1/11（月祝） 

9:00 ～ 13:00

3/21（月祝） 

9:00 ～ 13:00
内容 これまで単発で行ってきたチャレンジ !! そばっ子、昔の年越し、みんなの家のお雑煮などの年中行事講座をまとめ、年間を通じて

農家の暮らしや年中行事を体感できる講座として再編成したもの。 

10 回連続参加枠と、単発参加枠を設け、さまざまな受講者が受講しやすいようにした（⑤ ･ ⑥ ･ ⑦は連続受講が条件）。 

収穫後に乾燥させたそば

の脱穀、製粉作業を、民

具を用いておこなった。

あわせて、体験畑で育て

たサツマイモで切り干し

（干し芋）を作った。

そば打ちの実演後、参加

グループごとに実際にそ

ばを打った。種まきから

収穫、脱穀、製粉、そば

打ちと、一連の体験を通

じて、富士山麓の粉食文

化を体感した。

年末の時期にあわせてリー

ス型の注連縄を作った。ま

た、かまどでもち米を蒸し

てもちつきをおこない、正

月 を 迎 え る 準 備 を 体 験 し

た。

小 正 月 の 時 期 に あ わ せ

て、繭玉作りを行った。

また、もちを入れた小豆

粥を作る体験をおこなっ

た。

春の彼岸にあわせて、き

なこ、あんこ、青のりの

牡丹餅を作った。この回

については、静岡県民俗

学会の会員による牡丹餅

の民話についての講話も

実施した。
会場 旧稲垣家住宅体験畑他
対象 小学生とその保護者　　⑤⑥⑦は連続受講できる方
定員

連続受講枠　計 10 名　　　各回受講枠　計 10 名

募集
開始

⑤・⑥・⑦はまとめて 

10/11（日）　9:00 ～

12/12（土）　9:00 ～ 12/26（土）　9:00 ～ 3/6（日）　9:00 ～

受講料 連続受講枠　計 3,000 円 / 人　　各回受講枠　　　300 円 / 人
講師 館職員
参加
人数

9 人 11 人 12 人 11 人 12 人
連続受講生 2 人、全 10 回合計　122 人

そばの収穫

干し芋作り

そば打ち

もちつき

繭玉作り、小豆粥（小正月の飾りつけ）

牡丹餅作り
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各種講座教育普及事業
種別 旧稲垣家住宅体験事業
事業

名称 かまど飯を食べよう !! 戦時中の料理 かやぶき農家の癒しのおんがく会

日時 ① 6/7（日）　 

② 9/6（日） 

各回 11:00 ～ 13:00

8/6( 水 ) 

10:00 ～ 13:00

毎月第 3 日曜日（8 月は休演）　13:30 ～ 15:30 

5 月は 10:30 ～・13:30 ～の２回、9 月は 18:30 ～

内容 一般を対象に昔の道具

を使用した生活体験講

座を旧稲垣家住宅で行

なう。 

電気のない時代にどの

ような道具を使いどん

な生活をしていたか学

ぶ体験講座。 

かまどで御飯炊きと味

噌汁をつくり、食事体

験をする。

小学生を対象に戦時

中の食生活を通して

どのような生活をし

ていたか学んでもら

う体験講座。 

戦争体験者から戦時

中の話を聞き、お昼

に向け、かまどでさ

つまいも入り麦ご飯

と水団を作り食事体

験をする。

旧稲垣家住宅（県指定有形文化財）を活用し、文化財と音楽を融合させた「知的レ

クリエーション」体験の場として市民に提供する。 

平成 27 年度３月で 44 回を数え、毎回多くの観客が来場する人気イベントである。 

 

5/17（日）は博物館まつりと同日開催

会場 旧稲垣家住宅 旧稲垣家住宅 旧稲垣家住宅
対象 一般 3 年生以上の小学生 一般
定員 ①②各回　先着 15 人 先着 10 人 特になし
募集

開始

①②各回とも　 

5/31（日）　9:00 ～

7/26（日）　9:00 ～ なし

受講料 100 円 300 円 無料
講師

館職員

館職員 

富士の語りべの会・

橋口傑氏

市内近隣在住の演奏者

参加

人数

① 6/7（日） 17 人 10 人 出演日・出演団体 内容 人数
② 9/6（日） 13 人 ① 4/19　富士ミューズフルートアンサンブル フルートオーケストラ 96 人
①②合計　　　　30 人 ② 5/17　フジヤマアンサンブル リコーダーアンサンブルほか 310 人

　 5/17　プレイ・サックス サックスアンサンブルほか 123 人
③ 6/21　富士ゾリステン 声楽とフルートコンサート 88 人
④ 7/19　五十雀＆チルコロ・ピアチェーレ フォークソング＆マンドリンコンサート 118 人
⑤ 9/20　Kage-Boshi 影絵 142 人
⑥ 10/18　アンサンブルグルーヴ クラリネットアンサンブル 88 人
⑦ 11/15　ＭＡＵハンドベルリンガーズ ハンドベルコンサート 121 人
⑧ 12/20　富士ゾリステン クリスマスコンサート 163 人
⑨ 1/17　コカリナサークルハーモニー コカリナコンサート 84 人
⑩ 2/21　錦心流琵琶全国一水会・松尾慧 琵琶・横笛・篠笛 129 人
⑪ 3/20　富士フィルハーモニー管弦楽団 管弦楽アンサンブル 146 人

合計 1,608 人

コカリナコンサート影絵声楽とフルートコンサート
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各種講座教育普及事業
種別 各種体験学習
事業

名称

博物館の日

内容 毎月第１日曜日を「博物館の日」と位置づけ、事前申し込み無しにさまざまな体験メニューを提供する１日とし、博物館に親しん

でいただく契機とする。

実 

 

施 

 

状 

 

況

体験内容 定員（人）受講料（円）4/5 5/3 6/7 7/5 8/2 9/6 10/4 11/1 12/13 2/7 3/6 合計 会場
博物館クイズ（6 月以降は歴史

民俗資料館クイズのみ実施）

なし 無料 42 95 2 1 0 17 0 0 0 3 4 164 本館

手漉きはがき作り なし 50 21 26 16 6 33 20 9 7 8 6 10 162 染色室前
型染しおり作り なし 50 10 22 7 6 19 22 8 9 18 2 10 133 染色室
火おこし体験 なし 無料 0 29 13 0 20 6 8 7 0 6 4 93 陶芸室
子どもの成長記録（手形漉） AM10 

PM10

200 9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9 陶芸室

キューブキャンドル作り AM10 

PM10

300 23 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 23 陶芸室

草木染ハンカチ作り AM10 

PM10

300 19 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 19 陶芸室

七宝ペンダント作り 20 500 ― 24 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 24 陶芸室
勾玉作り 20 300 ― 22 ― ― 21 ― ― ― ― ― ― 43 陶芸室
楮の繊維で作るﾗﾝﾌﾟｼｪｰﾄﾞ・かご

（２回連続）※１

15 1500 ― 4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4 陶芸室

菊花線香作り AM10 

PM10

100 ― ― 22 ― ― ― ― ― ― ― ― 22 実習室

レジンアクセサリー AM10 

PM10

500 ― ― 27 ― ― ― ― ― ― ― 25 52 陶芸室

ガラスのペンダント AM10 

PM10

500 ― ― ― 6 ― ― ― ― ― ― ― 6 陶芸室

折染め団扇 AM10 

PM10

200 ― ― ― 11 ― ― ― ― ― ― ― 11 実習室

富士山キャンドル作り AM10 

PM10

300 ― ― ― ― 25 ― ― ― ― ― ― 25 陶芸室

和紙のランプシェード作り AM10 

PM10

500 ― ― ― ― ― 30 ― ― ― ― ― 30 実習室

本藍染ハンカチ作り AM10 

PM10

400 ― ― ― ― ― 32 ― ― ― ― ― 32 陶芸室

七宝キーホルダー作り AM10 

PM10

500 ― ― ― ― ― ― 19 ― ― ― ― 19 陶芸室

鋳造ペンダント作り AM10 

PM10

400 ― ― ― ― ― ― 23 ― ― ― ― 23 陶芸室

ろうけつ染めハンカチ AM10 

PM10

500 ― ― ― ― ― ― ― 5 ― ― ― 5 陶芸室

ピカピカ泥だんご AM10 

PM10

100 ― ― ― ― ― ― ― 13 ― ― ― 13 陶芸室

ディッピングキャンドル AM10 

PM10

300 ― ― ― ― ― ― ― ― 23 ― ― 23 陶芸室

木版刷り体験 AM10 

PM10

100 ― ― ― ― ― ― ― ― 11　 ― ― 11 陶芸室

張り子ダルマ AM10 

PM10

300 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 15 ― 15 陶芸室

万華鏡 AM10 

PM10

300 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 20 ― 20 陶芸室

竹のおもちゃ AM10 

PM10

無料 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 28 28 陶芸室

合計 124 222 87 30 118 127 67 41 60 52 81 1,009
対象 広く一般
受付方法 当日受付　※１:5/3 と 5/10 の２回講座で 4/19（日）～ 4/25（土）に事前申し込みが必要
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各種講座教育普及事業
種別 共同事業
事業 

名称 富士山ネットワーク推進委員会活動 富士・沼津・三島三市博物館連絡協議会企画事業

日時 通年（コンテスト等は、夏休み期間） 

ＰＲイベント① 7/5（日）、② 8/8（土）、③ 10/11（日）

① 11/11（木）8:00 ～ 16:45 

② 2/14（日）13:30 ～ 16:00
内容 富士山ネットワーク推進委員会は、平成５年に富士山周辺の 5

つの博物館・園によって組織され、現在下記の７館園によって

運営されている。現在までに富士山をテーマとした企画展の各

館同時開催や、コンテストなどを通して富士山に関する情報発

信を行い、相互に連携をとってきた。ネットワーク発足 21 年

目となった平成 27 年度は、下記の通り各事業を行った。 

【内容】 

・富士山ぐるりんコンテスト 

・スタンプラリー 

・PR ｲﾍﾞﾝﾄでの体験講座３回（富士山おりがみカブト作成体験） 

【加盟館 ( 当館を除く）】 

裾野市立富士山資料館、奇石博物館、富士サファリパーク、 

富士山御胎内清宏園 ( 富士山樹空の森 )、富士山こどもの国

富士・沼津・三島三市博物館連絡協議会は平成８年に発足して以来、

３市の博物館が連携して広域的調査研究活動等を行い、これまでに

共同企画展や講演会の開催を行ってきた。平成 27 年度は、下記の

通り史跡めぐりとそれに関連した文化財講座を開催した。 

【内容】 

①駿東・北伊豆の戦国時代～バスで行こう！城跡めぐり 

　講師 : 沼津市文化財センター文化財管理係主査　鶴田晴徳氏（興国寺城跡） 

　　　  沼津市文化財センター文化財管理係主幹兼係長　高尾好之氏（長浜城跡） 

　　　  三島市教育委員会文化振興課学芸員　寺田光一郎氏（山中城跡） 

②文化財講座「駿東・北伊豆の戦国時代」 

　講師 : 清水国際高校教頭　前田利久氏 

【加盟館 ( 当館を除く）】 

三島市郷土資料館、沼津市明治史料館、沼津市歴史民俗資料館、　 

沼津市戸田造船郷土資料博物館

会場 ＰＲイベント　①富士山樹空の森、富士山こどもの国、③国立

中央青少年交流の家

①興国寺城跡、長浜城跡、山中城跡 

②富士市消防防災庁舎　７階大会議室
対象 広く一般 広く一般
受講料 無料 無料
参加

人数

① 7/5 30 人 ① 11/11 33 人
② 8/8　　　　　　　　　　 104 人 ② 2/14　　 131 人
③ 10/11 100 人 合計 164 人
合計 234 人

博物館の日（和紙のランプシェード作り）

駿東・北伊豆の戦国時代～バスで行こう！城跡めぐり

富士山ネットワーク PR イベント（富士山こどもの国）

博物館の日（張り子ダルマ）

博物館の日（レジンアクセサリー）

博物館の日（折染め団扇）
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各種講座教育普及事業
種別 利用者団体との共同事業 参加事業
事業 

名称 博物館まつり 吉原宿宿場まつり 富士山紙フェア

日時 5/17（日）　10:00 ～ 14:30 

※この日を最後に本館は耐震工事及び展示リニュー

アル工事のため約１年間の休館。

10/11( 日 )　10:30 ～ 16:00 頃 10/24( 土 )、25（日）

10:00 ～ 16:00

内容 広見公園のバラの開花時期に併せ、博物館、テーマ

展や屋外展示等の案内・説明、各団体による実演、

体験、バザー等

【自主イベント（下記網掛け）】 

展示解説（常設展示）、探検ラリー、癒しのおんが

く会、富士山おりがみカブト作成体験、紙トンボ作

り　※癒しのおんがく会　同日開催

主催 : 吉原宿・宿場まつり実行委員会 

【内容】 

・モバイルミュージアムのパネル展示 

・博物館愛称選挙 

・富士山おりがみカブト作成体験　等

主催 : 富士山紙フェア実行委員会 

【内容】 

「紙のﾁｬﾚﾝｼﾞ工房」ｺｰﾅｰに参加 

・パネル展示 

・富士山おりがみカブト作成体験　等

会場 本館・工芸棟・歴民・広見公園 吉原商店街店舗内 富士市産業交流展示場 

ふじさんめっせ
対象 広く一般 広く一般
受講料 体験ブースによって異なる 無料 無料

参加

人数

本館入館者 597 人 入場者数 350 人 10/24（富士山おりがみカブト） 150 人
本館２階エントランス 625 人 富士山おりがみカブト体験者数 181 人 10/25（富士山おりがみカブト） 170 人
探検ラリー 217 人 延べ人数 531 人 延べ人数 320 人
ギャラリートーク（３回） 15 人
葉彩画（しおり作り） 51 人
富士手漉和紙同好会 212 人
富士山スズタケ工芸同好会 328 人
富士の型染グループ 534 人
禮文窯 833 人
陶遊会 629 人
駿河郷土史研究会 344 人
おんがく会（フジヤマアンサンブルと仲間たち） 310 人
おんがく会（プレイ・サックス） 123 人
フジレールクラブ 419 人
埋蔵文化財調査室 327 人
ピュアグリーン 475 人
アートスペース富士和紙 179 人
アマチュア無線クラブ 108 人
こどもの国（工作体験） 195 人
富士山資料館（勾玉づくり） 44 人
富士サファリパーク（動物ふれあいコーナー） 991 人
博物館ボランティア（富士山おりがみカブト） 208 人
合計 7,764 人

富士山紙フェア吉原宿宿場まつり博物館まつり
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調査研究
種別 六所家整理調査
事業

名称 六所家総合調査事業

沿革 六所家は富士市今泉八丁目に位置する旧家で、明治政府による神仏分離政策によって還俗するまでは富士山東泉院という寺院を営ん

でいた。平成 18 年６月、六所家当主の六所五郎・利子夫妻により、東泉院関係資料を含む約４万点以上の六所家の資料が富士市に

寄贈された。富士市では、郷土の歴史・文化を解明する貴重な資料群である六所家の資料を活用するため、市立博物館にて平成 19 年度、

六所家旧蔵資料基礎整理委員会を組織し、平成 20 年度に整理作業を行ってきたが、資料整理に留まらず、学術的な面からも明らか

にしていくため、新たに総合調査委員会を組織し、漸次その成果を情報発信している。
概要 六所家旧蔵資料は、大きく江戸時代以前（中世・近世）の富士山東泉院に関する資料群（以下、東泉院関係資料とする）と、明治時

代以降（近代）の六所家に関わる資料群（以下、六所家関係資料とする）に分けられ、東泉院関係資料は、さらに中世・近世の文書類、

聖教類、書画の三種類に大別できる。本資料群は、地域の歴史や文化を解明する多くの材料を秘めた資料群で、こうした資料がまと

まって発見されたことは学術的にも大きな価値をもち、以下の点で有意義な資料といえる。 

①現在まで詳細な研究がされていない富士山東泉院という密教寺院の寺院史の解明。 

②東泉院が支配していた朱印領に含まれる市域の村々の支配の実態、およびその歴史。 

③寺院社会史研究における中央の寺院と、東泉院のような地方の寺院との関係性を検討する事例。 

④近代以降の六所家の生活の記録。 

六所家旧蔵資料の整理を開始して、当初の予想を超える多彩な内容をもった資料群であることがわかってきた。専門的な分野の知識

をもとにした各種調査の必要性が増している。
委 

員 

会

委員会 日時 内容 委員 会場
第 1 回六所家総合調査委員会 8 月 28 日 調査進捗状況報告、古文書②③内容案、

今後の刊行予定

委員 6 名 染色室

第 2 回六所家総合調査委員会 3 月 25 日 調査成果報告、28 年度調査計画、新展

示室視察

委員 5 名 講座室

特 

別 

調 

査 

等

調査分野 日時 内容 委員 会場
古文書特別調査① 8 月 27 日～ 30 日 目録について打合せほか 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査② 1 月 22 日 目録について打合せほか 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査③ 2 月 5 日～ 6 日 目録について打合せほか 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査④ 2 月 27 日～ 28 日 目録について打合せほか 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査⑤ 3 月 12 日～ 13 日 目録について指導 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査⑥ 3 月 19 日～ 21 日 目録について指導 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館
古文書特別調査⑦ 3 月 23 日～ 26 日 目録について指導 菊池邦彦委員 歴史民俗資料館

調査

体制

【六所家総合調査事業調査体制】 

調査委員会 ( 調査委員 6 名）、埋蔵文化財､ 建造物 ･

庭園､ 歴史､ 書画､ 民俗、各担当委員（一人の委員

が兼務する担当もあり。）

【調査員等　古文書 ･ 聖教】 

古文書 1 人× 243 日（調査員）、古文書 1 人× 50 日（調査員）、古文書 1 人×

14 日 / 月× 12 ヶ月（調査補助員）、聖教 2 人× 42 日（資料整理員）

刊 

行 

物

タイトル 内容 発行日
六所家総合調査だより第 14 号 東泉院並びに六所家書画について、東泉院聖教目録作成と

アーカイヴス化ほか

8 月 21 日

六所家総合調査報告書埋蔵文化財② 平成 25 年度実施本発掘調査の報告 3 月 31 日
六所家総合調査報告書古文書② 東泉院古文書のうち、近世～明治 19 年までの目録、及び

概要、各論

3 月 31 日
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小中学校への学習支援
　◇ 日     時   小中学校からの依頼により随時実施

　◇ 会     場   市内の小・中学校、富士市立博物館本館、付属実習棟など

　◇ 講     師   博物館職員

　◇ 内     容   展示見学や紙すき体験や縄文土器作りなどの体験学習、実物資料等を用い講話する出前授業、資料の貸

出により、小中学校の総合的な学習や社会科、生活科の学習を支援する。

　◇実施状況   以下のとおり

　 学校名 学　年 人　数 教　科 単　元　 日　付
1 大淵第一小学校（吉原林間） ６年 7 名 社会 大昔のくらしをのぞこう 4 月 17 日
2 吉原小学校 ４年 82 名 総合 遠足 4 月 28 日
3 岩松北小学校 ６年 118 名 社会 大昔の人々の暮らし 4 月 28 日
4 富士宮市立貴船小学校 ６年 98 名 総合 春の遠足 4 月 28 日
5 富士第一小学校 ６年 142 名 社会 大昔のくらし 4 月 28 日
6 富士見台小学校 ６年 60 名 社会 大昔の人々の暮らし 4 月 28 日
7 伝法小学校 ２年 112 名 総合 春の遠足 4 月 30 日
8 伝法小学校 ３年 118 名 遠足 ― 4 月 30 日
9 鷹岡小学校 ５年 140 名 社会 歴史のはじまり 4 月 30 日

10 原田小学校 ６年 60 名 社会 大昔の人々の暮らし 4 月 30 日
11 大淵第一小学校 ６年 129 名 社会 大昔のくらし 4 月 30 日
12 丘小学校 ６年 156 名 社会 校外学習 4 月 30 日
13 中央小学校 ６年 61 名 遠足 ― 4 月 30 日
14 富士宮市立大宮小学校 ６年 90 名 社会 大昔のくらし 5 月 14 日
15 須津小学校 ３年 117 名 社会 わたしたちの市富士市 6 月 18 日
16 天間小学校 ３年 56 名 社会 ― 6 月 24 日
17 富士川第一小学校 ４年 77 名 社会 昔から今へと続くまちづくり 6 月 25 日
18 今泉小学校 ３年 101 名 社会 わたしたちの市の様子 7 月 2 日
19 青葉台小学校 ４年 78 名 社会 昔から今へと続くまちづくり 7 月 7 日
20 岩松北小学校 ３年 115 名 社会 昔の道具とくらし 7 月 8 日
21 富士川第一小学校 ２年 23 名 生活 まち探検（小休本陣、富士川民俗資料館） 7 月 10 日

22 青葉台小学校 ３年 71 名 社会 変わるわたしたちのくらし

－昔の道具とくらし
7 月 15 日

23 伝法小学校 ４年 104 名 社会 昔から今へと続くまちづくり 9 月 3 日
24 元吉原小学校 ３年 51 名 社会 わたしたちの市の様子 9 月 4 日
25 富士河口湖町立勝山小学校 ５年 33 名 総合 遠足 10 月 20 日
26 南アルプス市立豊小学校 ４年 54 名 社会・総合 わたしたちにできること 10 月 23 日
27 神戸小学校 ４年 30 名 社会 昔から今へと続くまちづくり 11 月 5 日
28 富士中央小学校 ３年 80 名 社会 さぐってみよう　昔のくらし 11 月 13 日
29 田子浦小学校 ３年 160 名 社会 昔の生活を体験しよう 12 月 3 日
30 大淵第一小学校 ３年 125 名 社会 昔の道具とくらし 1 月 19 日
31 熱海市立第一小学校 ４年 47 名 社会 わたしたちの静岡県 1 月 19 日
32 富士南小学校 ３年 157 名 社会 さぐってみよう　昔のくらし 1 月 20 日
33 吉永第一小学校 ３年 64 名 社会 昔の道具とくらし 2 月 2 日
34 富士川第二小学校 ３年 53 名 社会 変わるわたしたちのくらし 2 月 23 日
35 広見小学校 ３年 121 名 社会 変わるわたしたちのくらし 2 月 26 日
36 丘小学校 ３年 151 名 社会 さぐってみよう　昔のくらし 3 月 1 日

　 学校名 学　年 人　数 教　科 単　元　 日　付

1 吉原第一中学校 特別支援 26 名 総合 ふれあい遠足で陶芸体験をしよう 4 月 17 日
2 田子浦中学校 特別支援 5 名 総合 ふれあい遠足 4 月 28 日

①見学

（小学校）

（中学校）

（３）　学校等への参加協力事業
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　 学校名 学　年 人　数 教　科 体験内容 場　所 日　付
1 大淵第一小学校（吉原林間） ６年 7 名 社会 火おこし体験 博物館 4 月 17 日
2 岩松北小学校 ６年 118 名 社会 火おこし体験 博物館 4 月 28 日
3 原田小学校 ６年 60 名 社会 火おこし体験 博物館 4 月 30 日
4 大淵第一小学校 ６年 129 名 総合 土器作り 学校 5 月 8 日

5 富士宮市立大宮小学校 ６年 90 名 社会
火おこし・土器作り・古代米

調理・かまど体験
博物館 5 月 14 日

6 東小学校 ６年 14 名 社会 火おこし体験 学校 5 月 20 日

7 大淵第一小学校 ６年 129 名 総合
火おこし体験・野焼き・勾玉

作り・古代米調理
学校 6 月 30 日

8 岩松北小学校 ３年 115 名 社会 かまど体験 旧稲垣家 7 月 8 日
9 青葉台小学校 ６年 88 名 総合 土器作り 学校 7 月 14 日

10 元吉原小学校 ３年 51 名 社会 かまど体験 旧稲垣家 9 月 4 日

11 青葉台小学校 ６年 88 名 総合
火おこし体験・野焼き・勾玉

作り・古代米調理
学校 9 月 29 日

12 南アルプス市立豊小学校 ４年 54 名 総合 紙すき体験 博物館染色室 10 月 23 日
13 伝法小学校 ３年 120 名 社会 七輪火おこし体験 学校 11 月 19 日
14 大淵第一小学校 ３年 125 名 社会 かまど体験 旧稲垣家 1 月 19 日
15 吉永第一小学校 ３年 64 名 社会 火ふき体験 旧稲垣家 2 月 2 日
16 丘小学校 ３年 151 名 社会 かまど体験 旧稲垣家 3 月 1 日

　 学校名 学　年 人　数 体験内容 教　科 場　所 日　付
1 吉原第一中学校 特別支援 26 名 陶芸体験 総合 博物館陶芸室 4 月 17 日
2 吉原第二中学校 ２年 206 名 火おこし 総合 学校 4 月 24 日
3 田子浦中学校 特別支援 5 名 勾玉作り 総合 博物館会議室 4 月 28 日

　 学校名 学　年 人　数 体験内容 教　科 場　所 日　付
1 富士見高等学校 1 ～ 3 年 13 名 陶芸体験 部活動 博物館陶芸室 6 月 27 日
2 富士特別支援学校高等部 1 ～ 3 年 11 名 陶芸体験 生単学習 博物館陶芸室 12 月 1 日

　 園名 学　年 人　数 体験内容 場　所 日　付
1 柏原保育園 年長 9 名 火おこし・土器焼き 保育園 5 月 28 日
2 浜幼稚園 年少～年長 42 名 火おこし・土器ペンダント作り 幼稚園 2 月 9 日

　 施設名 学　年 人　数 体験内容 場　所 日　付
1 生活介護事業所でら～と ― 25 名 陶芸体験 施設 6 月 25 日
2 広見まちづくりセンター 1 ～ 6 年 40 名 クイズラリー 博物館 6 月 27 日
3 富士見台まちづくりセンター 年少～小 2/ 親子 20 名 火おこし体験 博物館 7 月 18 日
4 ガールスカウト静岡県第 75 団 ― 10 名 かまど体験 旧稲垣家 8 月 8 日
5 生活介護事業所でら～と ― 25 名 キャンドル作り 施設 8 月 18 日
6 吉永北まちづくりセンター 1 ～ 6 年 24 名 菊花線香作り 施設 8 月 26 日

7 生活介護事業所でら～と ― 25 名
土器焼き

ペンダント作り
施設 9 月 3 日

8 今泉まちづくりセンター 年少～年長 / 親子 24 名 陶芸体験 博物館陶芸室 9 月 5 日
9 生活介護事業所らぽ～と ― 12 名 陶芸体験 施設 9 月 8 日

10 ひまわり ― 7 名 染色体験 博物館染色室 9 月 11 日
11 NPO 法人子ども未来 1 ～ 6 年 40 名 かまど体験 旧稲垣家 9 月 23 日
12 浮島まちづくりセンター 1 ～ 6 年 35 名 陶芸体験 施設 9 月 26 日
13 広見まちづくりセンター 1 ～ 6 年 40 名 かまど炊飯体験 旧稲垣家 11 月 7 日
14 広見まちづくりセンター 1 ～ 6 年 40 名 たこ作り 博物館染色室 1 月 16 日
15 青少年相談センター 小 3 ～中３ 20 名 陶芸体験 博物館陶芸室 1 月 19 日

②体験学習

（小学校）

（中学校）

（高等学校）

（幼稚園・保育園）

（その他施設）
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年度ごとの事業概要と主な経費
【平成 23 年度】

　耐震工事に伴う展示リニューアル構想構築のため、コ

ンサルタント契約を行い一連のリニューアル事業がス

タート。

・展示リニューアル構想コンサルタント業務委託

㈱乃村工藝社（H23.5/20 ～ 12/28）　　 4,579,050 円

【平成 24 年度】

　前年の展示リニューアル構想をふまえ、平成 24 ～ 25

年度の 2 か年で展示リニューアル設計業務を実施。

・展示リニューアル設計業務委託（1 年目）

㈱乃村工藝社（H24.5/23 ～ H26.3/31） 9,975,000 円

（うち、平成 24 年度分は 3,792,000 円）

【平成 25 年度】

　本館の耐震補強実施設計業務、展示リニューアル設計

業務委託の 2 年目を実施。

・展示リニューアル設計業務委託（2 年目）

㈱乃村工藝社（H24.5/23 ～ H26.3/31） 9,975,000 円

（うち、平成 25 年度分は 6,183,000 円）

・耐震補強実施設計業務

　 学校名 学　 年 人　数 講座内容 教　科 日    付
1 東小学校 ６年 14 名 「船津古墳群の出土品や当時の人々の暮らし」について 社会 5 月 20 日
2 富士第一小学校 ６年 50 名 火縄銃について 社会 9 月 8 日
3 丘小学校 ３年 152 名 「お茶の道具と歴史」について 総合 10 月 28 日
4 原田小学校 ３年 54 名 「昔の道具とくらし」について 社会 1 月 14 日
5 青葉台小学校 ３年 72 名 「昔の道具」について 社会 2 月 4 日
6 富士中央小学校 ３年 82 名 「昔の暮らしと道具」について 社会 2 月 5 日
7 天間小学校 ３年 55 名 「昔の道具とくらし」について 社会 2 月 10 日

　 学校名 学　年 人　数 教　科 単　元 日　付
1 岳陽中学校 １年 270 名 職業講話 ― 12 月 1 日

　 施設名 人　数 講座内容 日　 付

1 静岡市立登呂博物館 60 名
企画展「豊かな水源に生きる」に伴う講演会

「富士の湿原に生きる―発掘調査からみた浮島沼西岸の様相―」
9 月 5 日

2
天間地区まちづくり協議会　

歴史文化講演会（天間小学校体育館）
150 名「天間沢遺跡について」 11 月 21 日

3 吉原まちづくりセンター 120 名 吉原の歴史 ３回

学校名 学　年 人　数 資　　料　　名 点　数 教　科 日　付
富士宮市立山宮小学校 4 ～ 6 年 15 名 火おこしセット 10 クラブ活動 7 月 5 日

丘小学校 6 年 31 名
チョウチン、下駄、ミノ、ディアナ号救助図（画

像データ）
4 社会科 10 月 12 日

富士宮市立山宮小学校 3 年 29 名

黒電話（2）、炊飯器、手回し炊飯器、ちゃぶ台、

おひつ・おひつ入れ（各 2）、子供用着物、たらい、

洗濯板、火のし ( 炭・電気 )（2）、わらじ

13 社会科 2 月 13 日

学校名 学　年 人　数 資　　料　　名 点　数 教　科 日　付

吉原第二中学校 2 年 206 名 火おこしセット（弓切り式） 2
林間学校

（準備）
4 月 5 日

吉原第二中学校 2 年 206 名 火おこしセット 12 林間学校 5 月 17 日

③出前講座、 講演会など

④資料の貸出 （学校関係のみ）

（小学校）

（小学校）

（中学校）

（中学校）

（その他施設）

（４）　富士市立博物館展示リニューアル実施状況
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◇平成 23 年度展示リニューアル検討委員会開催内容

◇平成 24 年度展示リニューアル検討委員会開催内容

【平成 24 年度】

◇展示リニューアル検討委員会委員

（任期：平成 24 年 6 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日）

　㈲美城設計（H25.7/11 ～ H26.2/21） 11,886,000 円

【平成 26 年度】

　 平 成 26 年 度・27 年 度 の 2 ヵ 年 で 展 示 リ ニ ュ ー ア ル

に伴う展示物等制作設置業務を実施、並行して、収蔵庫

の整備および、広見公園園路改修を実施した。

・展示物等制作設置業務委託（1 年目）

 ㈱乃村工藝社（H26.9/10 ～ H28.3/20） 271,080,000 円

 （うち、平成 26 年度分は 135,540,000 円）

・収蔵庫新築主体工事

 大和リース㈱（H26.8/27 ～ H27.3/10） 29,473,200 円

・広見公園園路設計業務委託

 ㈱フジヤマ富士営業所（H26.5/14 ～ 8/29）3,068,280 円

・広見公園園路整備工事

 ㈱松山組（H26.12/3 ～ H27.3/18）   13,716,000 円

【平成 27 年度】

　耐震工事と展示リニューアル完成年度。本館内防災設

備等も含め大規模な改修整備が行われた。本館棟は平成

27 年５月 18 日（月）より約１年間の休館となったが、

体験事業や資料調査の活動や、屋外展示施設の公開など

は従来どおり行った。

・展示物等制作設置業務委託（2 年目）

 ㈱乃村工藝社（H26.9/10 ～ H28.3/20） 271,080,000 円

 （うち、平成 27 年度分は 135,540,000 円）

・本館特別収蔵庫整備業務

 ㈱クマヒラ沼津営業所（H27.8/26 ～ H28.3/25）

29,160,000 円

・本館消火ガス貯蔵容器交換業務委託

 サンコー防災㈱（H28.2/20 ～ 3/31）     4,892,400 円

・本館ハロン消火設備改修業務委託

 サンコー防災㈱（H27.10/2 ～ H28.1/31） 4,860,000 円

・収蔵資料等輸送業務委託

 日本通運㈱富士支店（H27.5/22 ～ 6/26）4,136,400 円

・本館耐震補強主体工事（建築主体）

 ㈱田中組（H27.6/3 ～ H28.1/29）   117,504,000 円

・本館耐震補強主体工事（電気設備）

 田村電業㈱（H27.6/3 ～ H28.1/29）   45,360,000 円

・本館耐震補強主体工事（昇降機設備）

 東芝エレベータ㈱（H27.6/3 ～ H28.1/29）21,492,000 円

・本館耐震補強主体工事（空調設備）

 ㈱一商会（H27.6/3 ～ H28.1/29）      8,942,400 円

・本館耐震補強主体工事（給排水衛生設備）

 ㈱ラズビック（H27.6/3 ～ H28.1/29）     7,583,760 円

展示リニューアル検討委員会

　本事業実施にあたり、博物館整備にかかわる有識者等

からなる展示リニューアル検討委員会を組織した。年度

ごとの検討内容をまとめて報告する。

【平成 23 年度】

◇展示リニューアル検討委員会委員

（任期：平成 23 年 6 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）

回 開催日 主な議事内容

第
１
回

6 月 10 日

 ・ 博物館耐震工事に伴う展示室リニューアル

計画基本方針について

・意見交換（コンサルタントからの感想、基

本方針、収蔵庫についての課題、新たな展

示等）

第
2
回

7 月 26 日
・展示案１・２について

・博物館全体構想について（広見公園ふるさ

と村歴史ゾーン整備、博物館展示テーマ）

第
3
回

9 月 9 日

・各室レイアウトと展示改修ポイント

・展示個別レイアウト案について（テーマ展

示１展示構成案、フリー展示室展示構成案、

総合展示室展示構成案）

氏　　　名 所　　　　　　属
中村 羊一郎 静岡産業大学　特任教授

金子 淳 静岡大学生涯学習センター　准教授
長谷川 秀厚 静岡市立登呂博物館学芸員
内田 昌宏 富士市立岩松北小学校　教諭
岡村  寛 吉原北中学校教諭

氏　　　名 所　　　　　　属
中村 羊一郎 静岡産業大学　特任教授

金子 淳 静岡大学生涯学習センター　准教授
長谷川 秀厚 静岡市立登呂博物館学芸員
内田 昌宏 富士市立富士第一小学校　教諭
高橋　修 山梨県立博物館学芸員

回 開催日 主な議事内容

第
１
回

7 月 10 日

 ・ 富士市立博物館リニューアル基本計画（基

本計画の変更点、2 階出入り口について、

外部収蔵庫の現状）

・展示構成について（展示室①「富士川渡船

   と舟運」、展示室③「富士山とかぐや姫」）

第
2
回

8 月 22 日
・展示室検討案（展示案１「富士川舟運と渡

   船」、展示案３「富士山とかぐや姫」）

・1 階エントランス、2 階出入り口について

第
3
回

10 月 23 日

・展示室等検討案について（展示室１「富士

   川舟運と渡船」、展示室３「富士山とかぐや

   姫」、1 階エントランス周辺について、展示  

   室４・５及び多目的室について、全体配置図）
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◇平成 26 ～ 27 年度展示リニューアル検討委員会開催内容

【平成 25 年度】

◇展示リニューアル検討委員会委員

（任期：平成 25 年 7 月 20 日～平成 26 年 6 月 19 日）

リニューアルした博物館の見どころ

愛称の決定

　休館中に行った出張展示「富士かぐやモバイルミュー

ジアム」で博物館愛称アンケートと選挙を実施し、12 月、

愛称「富士山かぐや姫ミュージアム」が決定した。

新しいエントランス　施設の改修の目玉は、本館棟２階

に新たな出入り口が設けられたことであり、広見公園に

訪れた来園者がスムーズに博物館へ入館できるように

なった。

展示室３

　富士山とかぐや姫　富士市には、かぐや姫は月に帰ら

ずに富士山へと帰り、 富士山の神となるというストー

リーが伝わっている。他に例を見ない筋書きに注目し、

展示室３「富士山とかぐや姫」では、『富士山縁起』と

呼ばれる、この地域に伝承された貴重な資料などから、

富士山とかぐや姫とのつながりを明らかにする。ここで

はさらに、富士山に対する信仰の姿として、南麓で活動

した「村山修験」、富士山と密接にかかわる貴重な信仰

行事である「岩淵鳥居講」を取り上げ、世界文化遺産と

なった富士山の重要性を伝えていく。

展示室１

　富士川舟運と渡船　富士市西部を流れ、急流で知られ

た富士川は、古来、官道の東海道が交差しその安全な渡

河をめぐる命題を抱えてきた。一方で、江戸時代、水運

を利用した交通が発達すると、上流との舟運が開かれ物

流の拠点となり、渡船場として、また舟運の河岸として、

岩淵地区は大変な繁栄を誇った。旧富士川町との合併に

伴い、開館当初には取り上げていなかった新たなテーマ

を取り上げた。

分館

　歴史民俗資料館　本館棟にあった「紙」の展示を、歴

史民俗資料館 2 階に「手すき和紙」、「近代製紙の幕開

け」、「紙のまちへのあゆみ」という３コーナーで拡張展

示。また、「子どもの遊びと学び」として近代教育の展

示を加え、これまでの「戦争とくらし」とあわせて、「紙

のまち富士」の近代史をより広い視野から学べるフロア

になった。

【平成 26・27 年度】

　発足当時からの委員を含めた 4 人の検討委員に委嘱

し、 委員任期の平成 26 年度～ 27 年度に 4 回の委員会

を開催。 委員会の際にいただいた意見を取り入れなが

ら、展示物の制作・設置業務に向けての準備を進めた。

◇展示リニューアル検討委員会委員

（任期：平成 26 年 11 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日）

氏　　　名 所　　　　　　属
中村 羊一郎 静岡産業大学　特任研究員

金子 淳 桜美林大学　准教授
長谷川 秀厚 静岡市立登呂博物館学芸員
内田 昌宏 富士市立富士第一小学校　教諭
高橋　修 東京女子大学　准教授

◇平成 25 年度展示リニューアル検討委員会開催内容
回 開催日 主な議事内容

第
１
回

8 月 9 日

 ・リニューアル進捗状況と今後の予定について

・昨年度からの変更点について

・展示構成について（展示室３「富士山とか

   ぐや姫」、展示室１「富士川の舟運と渡船」）

第
2
回

1 月 28 日
・実施設計の進捗状況について

・展示内容について

・来年度事業について

第
3
回

3 月 26 日
・2 階出入り口及び園路の整備について

・自主設計による展示計画について

回 開催日 主な議事内容

第
１
回

平成 26 年
12 月 25 日

 ・リニューアル進捗状況と今後の予定について

・富士川舟運と渡船コーナーの変更点について

・自主設計による展示内容について

第
2
回

平成 27 年
３月 25 日

・富士川舟運と渡船コーナーの修正点について

・現地視察：広見公園内新園路

・現地視察：富士市立博物館新収蔵庫

・意見交換

第
3
回

平成 27 年
10 月 15 日

・展示内容について（展示室３「富士山とか

ぐや姫」、展示室１「富士川舟運と渡船」）

・現地視察：博物館本館内

・意見交換

第
４
回

平成 28 年
３月 18 日

・館内視察

・意見交換

・今後のスケジュール・ショップについて

氏　　　名 所　　　　　　属
中村 羊一郎 静岡産業大学　特任研究員

金子 淳 桜美林大学　准教授
内田 昌宏 富士市立富士第一小学校　教諭
高橋　修 東京女子大学　准教授
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富士の舞台

富士の黎明

街道と宿場のにぎわい

富
士
の
動
乱
か
ら
泰
平
の
世
へ

富
士
川
舟
運
と
渡
船

水
と
の
た
た
か
い

富
士
の
災
害

　1F ホール

　展示室 1　富士に生きる（富士の舞台・富士の黎明）

　展示室 1　富士に生きる（富士川舟運と渡船）

富士山かぐや姫ミュージアム
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竹取物語へのいざない

かぐや姫と
富士山縁起

ゆかりの
地を歩く

富士山
登山絵図

鳥居講

村山修験の活動

富士山の
かぐや姫

東
泉
院
と
下
方
五
社

富
士
山
の
女
神

日
常
の
中
の
富
士
山

戦争と
くらし

子どもの
遊びと学び

手
す
き
和
紙

紙
の
ま
ち
へ
の
あ
ゆ
み

近代製紙の幕開け

ハマのくらし

ドブッタのあるくらし タバショのくらし

ヤマガのくらし

行き来する人々

豊作への願い

　展示室３　富士山とかぐや姫（鳥居講） 　近代製紙の幕開け（明治の富士ブランド　佐野熊ナプキン）

　子どもの遊びと学び

　展示室３　富士山とかぐや姫（富士山のかぐや姫）

　展示室２　富士山の玉手箱

歴史民俗資料館（博物館分館）
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27 年度の主な活動実績
　平成 27 年 4 月の会員数 32 名。下記の博物館活動の補助のほか、毎月実施している月例会に延べ 173 名（全 12 回）、

研修会に延べ 61 名（全 6 回）の参加があった（12 月の研修旅行を除く）。

月 内　　　容 人数

４
月

団体向け体験対応（手すき和紙） 2

博物館の日 6

陶芸室自由解放日 1

中学校来館対応（陶芸、見学補助等） 3

５
月

博物館の日 7

小学校来館対応（火おこし、カマド炊飯ほか） 4

小学校等出張体験（土器作り、火おこし等）／ 3 回 6

陶芸室自由開放日 1

博物館まつり 10

旧稲垣家火入れ／ 2 回 3

６
月

小学校出張体験（土器焼き） 6

博物館の日 11

かまど飯をたべよう 2

小学校来館対応（火入れ、見学補助等） 2

まちづくりセンター講座対応（見学補助、工作体験） 3

７
月

富士山ネットワーク PR イベント（富士山折り紙） 2

小学校出張体験（土器作り） 2

小学校来館対応（火入れ、見学補助等） 2

農家の食と年中行事② 2

博物館の日 6

陶芸室自由開放日・陶芸体験 2

漉き込みうちわ作り 7

ミニミニ埴輪づくり 3

モバイルミュージアム展示補助・ミュージアムトーク 11

まちづくりセンター講座対応（火おこし等） 4

夏休み実験室／３回 7

８
月

博物館の日 7

戦時中の料理 4

福祉施設出張体験（キューブキャンドル） 3

富士山ネットワーク PR イベント（富士山折り紙） 5

陶芸室自由開放日 1

農家の食と年中行事③ 3

まちづくりセンター講座対応（菊花線香作り） 4

９
月

福祉施設出張体験（土器ペンダント） 2

小学校来館対応（火入れ、カマド炊飯等） 3

まちづくりセンター講座対応（陶芸）／２回 5

博物館の日 6

陶芸室自由開放日 1

旧稲垣家火入れ／ 2 回 2

福祉施設出張体験（陶芸） 4

農家の食と年中行事④ 1

月 内　　　容 人数

9
月

小学校出張体験（土器焼き） 2

団体向け体験対応（火入れ、カマド炊飯） 2

10
月

博物館の日 5

吉原宿宿場まつり（2 日間） 12

陶芸室自由開放日 1

富士山ネットワーク PR イベント 1

旧稲垣家火入れ 1

小学校来館対応（手すき和紙） 3

富士山紙フェア（2 日間） 16

農家の食と年中行事⑤ 3

11
月

博物館の日 4

農家の食と年中行事⑥・⑦ 2

旧稲垣家火入れ／ 2 回 2

日常の中の富士山ワークショップ 10

陶芸室自由開放日 1

小学校来館対応（火入れ、見学補助等） 2

まちづくりセンター講座対応（カマド炊飯） 2

かぐや姫シンポジウム 12

親子どきやき体験 1

三島暦を摺ってみよう 3

古代料理レストラン 4

12
月

小学校等来館対応（陶芸、火入れ）／ 2 回 3

研修旅行（静岡市内巡検） 18

博物館の日 3

農家の食と年中行事⑧ 4

1
月

陶芸室自由開放日 1

農家の食と年中行事⑨ 3

小学校出張体験（昔の道具） 1

団体向け体験対応（陶芸） 2

小学校来館対応（火入れ）／ 2 回 3

2
月

小学校来館対応（火入れ、見学補助）／ 2 回 3

小学校出張体験（昔の道具）／ 3 回 5

博物館の日 8

幼稚園出張体験（土器ペンダント作り） 1

親子どきやき体験 2

陶芸室自由開放日 1

3
月

小学校来館対応（火入れ、カマド炊飯体験等） 2

博物館の日 5

陶芸室自由開放日 1

農家の食と年中行事⑩ 1

27 年度合計 322

（５）　富士市立博物館ボランティアの活動
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平成 27 年度予算・決算

目　　標　「学び合い　学び続ける「ふじの人」づくり」

施策の柱　「こころ豊かな市民文化の創造」

施　　策　「文化財施設の整備」　

　博物館では、本館と歴史民俗資料館、旧稲垣家住宅な

どの屋外展示や富士川民俗資料館等で富士市の歴史・文

化及び文化財を紹介しています。それらを、市民により

身近に感じてもらえるように、展示会を企画・開催し、

先人が行っていた生活の知恵や技術を実際に学べるよ

う、体験講座を行っています。

　また、博物館をはじめとしたふるさと村歴史ゾーンに

ユニバーサルデザインの考えを取り入れ、多くの市民が

利用できる施設として整備するとともに、博物館事業及

び膨大な所蔵資料等も紹介する博物館ウェブサイトの充

実を図っていきます。

　さらに、本年度は本館の耐震工事の実施、平成 26 ～

27 年度の 2 箇年で展示リニューアルのための展示物等

の制作業務を行っていきます。

（以下、◎重点事業、★本年度重点事業、○その他の事業）

◎広見公園内ふるさと村歴史ゾーンの整備充実

・本市の歴史と文化を楽しく学べるように、ふるさと村

歴史ゾーンを、ユニバーサルデザインを取り入れた施設

に再整備する。

◎博物館施設・展示会・各種講座の充実

【展示会】

・テーマ展「富士市立博物館 30 年の歩みとこれから」

・富士かぐやモバイルミュージアム

【各種講座など〔教室・講座・体験〕】

・博物館の日、農家の食と年中行事、チャレンジ !! 陶芸、

陶芸歳時器、親子どきやき体験、富士の型染体験、手作

り和紙工芸、夏休み実験室など

◎博物館ウェブサイトの充実

◎博物館収蔵品データベースの整備

★耐震・リニューアル事業（耐震工事、展示リニューア

ル業務ほか）

○六所家総合調査事業（目録編さん業務委託、『古文書

②』報告書刊行）

○資料調査研究事業

○資料購入事業（富士山関係資料の購入） 

単位：千円
項　　　目 予算現額 決算額 説　　　　　　明

１　給与費 49,785 48,449

内
訳

①博物館協議会委員 210 180 協議会委員報酬

②一般職 49,575 48,269 一般職員給料、職員手当等、共済費
　２　博物館管理費  459,980 456,349 

内
訳

①博物館運営管理事業費 22,430 21,805 事務補助員等賃金、光熱水費、通信運搬費、消耗品費、印刷製本
費

②博物館施設管理事業費 16,643 16,054 施設警備・保守点検業務委託費、館内外清掃業務委託費、屋外展示
等清掃業務委託費、維持補修工事等

③博物館耐震・リニューアル事業費 420,907 418,490 展示リニューアル検討委員会開催費、耐震補強工事
　３　博物館事業費 4,889 4,258 

内
訳

①企画展事業費　　 1,727 1,293 ・テーマ展「富士市立博物館 30 年の歩みとこれから」
・富士かぐやモバイルミュージアム

②各種講座等教育普及事業費 3,162 2,965 
チャレンジ !! 陶芸、陶芸歳時器､ 親子どきやき体験、富士の型染
体験、手作り和紙工芸、夏休み実験室、旧稲垣家住宅茅葺農家体
験等

　４　博物館調査費    5,959   4,951 

内
訳

①資料調査研究事業費 636 453 郷土資料調査業務委託費等
②資料購入事業費 0 0 郷土に関する資料購入
③資料保存整備事業費 750 694 博物館館蔵品のデータベース修正事業等
④六所家総合調査事業費 4,573 3,804 六所家総合調査にかかる事業費

１～４の合計 520,613 514,007

（１）　平成 27 年度教育行政の基本方針と施策

（２）　予算・決算の概要

２　平成 27 年度　施策・利用状況
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博物館協議会委員
任期：平成 25 年６月１日～平成 27 年５月 31 日

平成 27 年度　博物館協議会開催実績

博物館協議会委員
任期：平成 27 年６月１日～平成 29 年５月 31 日

50 音順  敬称略
№ 氏　　　名 備　　　考
1 石 川 　 薫 静 岡 県 伝 統 建 築 技 術 協 会 理 事

2 大 久 保 　 あ か ね 常 葉 大 学 富 士 キ ャ ン パ ス 総 合 経 営 学 部 教 授

3 加 藤 　 昭 夫 駿 河 郷 土 史 研 究 会 会 長

4 神 谷 　 眞 好 静岡県工業技術研究所富士技術支援センター センター長

5 久 保 田 　 道 孝 市 民 公 募 委 員

6 佐 野 　 五 十 三 静 岡 県 立 大 学 非 常 勤 講 師

7 壽 　 和 徳 市 民 公 募 委 員

8 松 田 　 香 代 子 日 本 民 俗 学 会 会 員

9 水 野 　 恒 富 士 市 立 大 淵 中 学 校 長

10 三 輪 　 弘 子 富 士 市 立 大 淵 第 一 小 学 校 長

回 日　付 開催場所 議　題　・　内　容

１ 平成 27 年 10 月 22 日 広見公園内ふるさと村　
旧稲垣家住宅

・博物館本館展示リニューアル事業について
・富士市立博物館条例の改正について
・富士市立博物館愛称の選定について
・平成 27 年度事業報告
・六所家総合調査事業について

２ 平成 28 年１月 29 日 広見公園内ふるさと村
旧稲垣家住宅

・博物館本館展示リニューアル事業について
・平成 28 年度事業計画（案）

３  平成 28 年３月 29 日 富士市立博物館　講座室

・平成 27 年度事業報告
・館内視察
・意見交換
・今後のスケジュール

50 音順  敬称略
№ 氏　　　名 備　　　考
1 石 川 　 薫 静 岡 県 伝 統 建 築 技 術 協 会 理 事

２ 漆 畑 　 ま り 子 市民公募委員

３ 大 久 保 　 あ か ね 常 葉 大 学 富 士 キ ャ ン パ ス 総 合 経 営 学 部 教 授

４ 加 藤 　 昭 夫 駿 河 郷 土 史 研 究 会 会 長

５ 神 谷 　 眞 好 静岡県工業技術研究所富士技術支援センター センター長

6 佐 野 　 五 十 三 静 岡 県 立 大 学 非 常 勤 講 師

7 壽 　 和 徳 市 民 公 募 委 員

8 外 立 　 ま す み 日 本 民 具 学 会 会 員

9 早 川 　 充 富 士 市 立 元 吉 原 中 学 校 長

10 米 山 　 孝 雄 富 士 市 立 富 士 川 第 二 中 学 校 長

（３）　博物館協議会
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平成 27 年度博物館事業利用状況

平成 27 年度博物館施設利用状況

年間開館日数　　　　　　    301 日 

年間利用者数　　　　　   37,843 人

一日平均利用者数　　　　　126 人

利 用 者 累 計    　　　1,419,671 人

利用場所 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計

本　

館

有
料

個人 大人 213 266 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 479
小人 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15

団体 大人 59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 59
小人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜小計＞ 282 271 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 553

無
料

個人 大人 28 905 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 933
小人 63 388 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 451

団体 大人 57 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61
小人 993 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,083

＜小計＞ 1,141 1,387 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,528
本館大人計 357 1,175 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,532

本館小人計 1,066 483 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,549

《合計》 1,423 1,658 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,081

歴
史
民
俗
資
料
館

　個人 大人 255 565 202 159 231 181 185 143 92 147 187 292 2,639
小人 85 200 79 74 136 100 91 50 31 56 72 138 1,112

　団体 大人 57 22 73 28 36 82 27 13 160 24 20 35 577
小人 680 0 172 375 10 243 85 110 5 349 239 151 2,419

歴民大人計 312 587 275 187 267 263 212 156 252 171 207 327 3,216

歴民小人計 765 200 251 449 146 343 176 160 36 405 311 289 3,531

《合計》 1,077 787 526 636 413 606 388 316 288 576 518 616 6,747

そ
の
他

陶芸室 大人 627 548 521 493 477 522 551 486 471 426 496 472 6,090
小人 33 63 36 65 66 45 29 44 23 3 53 26 486

染色室 大人 154 522 172 251 204 234 138 170 160 171 178 195 2,549
小人 13 203 14 14 51 62 66 10 18 0 5 12 468

実習室 大人 67 162 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 229
小人 8 109 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 117

会議室 大人 99 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 139
小人 5 42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47

旧稲垣家住宅 大人 814 1,060 373 267 247 773 619 352 334 302 330 1,432 6,903
小人 1,423 349 364 301 60 219 130 255 253 444 330 637 4,765

出張体験指導 大人 11 10 27 3 41 43 481 104 0 0 52 0 772
小人 206 152 129 88 13 112 766 120 0 0 251 0 1,837

その他大人計 1,772 2,342 1,093 1,014 969 1,572 1,789 1,112 965 899 1,056 2,099 16,682
その他小人計 1,688 918 543 468 190 438 991 429 294 447 639 675 7,720

《合計》 3,460 3,260 1,636 1,482 1,159 2,010 2,780 1,541 1,259 1,346 1,695 2,774 24,402

富
士
川
民
俗
資
料
館

　個人 大人 33 59 32 13 18 22 54 33 14 44 31 47 400
小人 0 6 4 0 6 0 0 3 0 1 1 3 24

　団体 大人 0 0 0 30 0 0 0 51 0 0 360 0 441
小人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

富士川民俗資料館大人計 33 59 32 43 18 22 54 84 14 44 391 47 841

富士川民俗資料館小人計 0 6 4 0 6 0 0 3 0 1 1 3 24

《合計》 33 65 36 43 24 22 54 87 14 45 392 50 865

小
休
本
陣

常
盤
家
住
宅

　個人 大人 103 181 55 37 51 126 0 77 71 58 357 92 1,208
小人 1 10 5 1 10 2 106 0 1 3 2 9 150

　団体 大人 65 10 37 488 0 76 2 40 104 220 126 145 1,313
小人 0 9 0 0 0 0 43 0 1 0 24 0 77

小休本陣大人計 168 191 92 525 51 202 2 117 175 278 483 237 2,521

小休小人計 1 19 5 1 10 2 149 0 2 3 26 9 227

《合計》 169 210 97 526 61 204 151 117 177 281 509 246 2,748
総合計　大人 2,642 4,354 1,492 1,769 1,305 2,059 2,057 1,469 1,406 1,392 2,137 2,710 24,792
総合計　小人 3,520 1,626 803 918 352 783 1,316 592 332 856 977 976 13,051
《総合計》 6,162 5,980 2,295 2,687 1,657 2,842 3,373 2,061 1,738 2,248 3,114 3,686 37,843

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
前年比（％） 190 48 73 73 62 82 87 47 85 86 61 76 　

開館日数（日） 26 27 25 26 26 26 26 23 23 23 23 27 301
一日平均（人） 237 221 92 103 64 109 130 90 76 98 135 137 126

対 26 年度
本館 747 -796 -446 -542 -833 -718 -674 -721 -316 -459 -624 -1,158 -6,540

歴史民俗資料館 591 -810 132 -74 44 -48 -175 -63 4 40 -240 11 -588
工芸・体験等 1,597 -4,950 -601 -767 -250 -23 256 -494 -83 -67 -354 -136 -5,872

富士川民俗資料館 -4 12 17 -5 8 4 31 23 -2 2 -157 -12 -83
小休本陣常盤家住宅 -15 -12 45 393 3 147 60 -1,023 91 122 -621 119 -691

合計 2,916 -6,556 -853 -995 -1,028 -638 -502 -2,278 -306 -362 -1,996 -1,176 -13,774

（４）　利用状況
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博物館利用の推移

年度
開館

日数

施設利用者別 施設別

合計 累計
一日平均 

利用者数大人 小人 合計 本館
歴史民俗

資料館

富士川民

俗資料館

小休本陣

常盤家住宅

講座 ･ 体験 

活動等

昭和 56 274 16,133 16,425 32,558 32,558 　 　 　 　 32,558 32,558 119

57 295 11,636 18,024 29,660 29,660 　 　 　 　 29,660 62,218 101

58 293 10,077 15,074 25,151 25,151 　 　 　 　 25,151 87,369 86

59 297 10,065 13,847 23,912 23,912 　 　 　 　 23,912 111,281 81

60 292 12,513 13,680 26,193 26,193 　 　 　 　 26,193 137,474 90

61 256 11,751 9,124 20,875 20,875 　 　 　 　 20,875 158,349 82

62 293 17,132 10,489 27,621 27,621 　 　 　 　 27,621 185,970 94

63 291 19,455 11,037 30,492 30,492 　 　 　 　 30,492 216,462 105

平成 1 292 25,043 11,561 36,604 25,796 　 　 　 10,808 36,604 253,066 125

2 292 25,118 11,431 36,549 36,549 　 　 　 　 36,549 289,615 125

3 291 23,826 10,566 34,392 34,392 　 　 　 　 34,392 324,007 118

4 294 24,132 11,700 35,832 24,983 　 　 　 10,849 35,832 359,839 122

5 294 26,666 11,209 37,875 25,580 　 　 　 12,295 37,875 397,714 129

6 293 26,462 11,649 38,111 21,319 　 　 　 16,792 38,111 435,825 130

7 294 30,101 18,130 48,231 19,604 14,691 　 　 13,936 48,231 484,056 164

8 296 28,436 13,775 42,211 16,335 14,060 　 　 11,816 42,211 526,267 143

9 292 26,206 16,031 42,237 15,392 14,942 　 　 11,903 42,237 568,504 145

10 293 27,396 18,575 45,971 14,275 14,951 　 　 16,745 45,971 614,475 157

11 292 27,261 16,684 43,945 12,074 13,909 　 　 17,962 43,945 658,420 150

12 291 27,089 18,440 45,529 12,055 13,040 　 　 20,434 45,529 703,949 156

13 291 30,986 19,778 50,764 13,753 13,529 　 　 23,482 50,764 754,713 174

14 291 28,972 17,220 46,192 12,177 11,125 　 　 22,890 46,192 800,905 159

15 291 29,594 18,478 48,072 14,496 11,885 　 　 21,691 48,072 848,977 165

16 291 26,228 26,001 52,229 14,787 10,469 　 　 26,973 52,229 901,206 179

17 293 23,845 20,575 44,420 12,324 8,757 　 　 23,339 44,420 945,626 152

18 294 24,166 21,241 45,407 13,590 10,244 　 　 21,573 45,407 991,033 154

19 292 25,259 21,910 47,169 13,411 9,937 　 　 23,821 47,169 1,038,202 162

20 293 28,199 24,371 52,570 12,872 11,222 1,172 2,177 25,127 52,570 1,090,772 179

21 294 36,563 18,767 55,330 12,311 10,787 2,315 3,116 26,801 55,330 1,146,102 188

22 292 29,059 14,214 43,273 9,204 8,357 1,635 1,835 22,242 43,273 1,189,375 150

23 295 33,373 18,945 52,318 12,383 9,161 1,360 1,833 27,581 52,318 1,241,693 178

24 294 32,848 14,265 47,113 9,860 7,938 821 1,575 26,919 47,113 1,288,806 167

25 291 26,895 14,510 41,405 9,489 6,423 835 1,815 22,843 41,405 1,330,211 142

26 290 35,099 16,518 51,617 9,621 7,335 948 3,439 30,274 51,617 1,381,828 177

27 301 24,792 13,051 37,843 3,081 6,747 865 2,748 24,402 37,843 1,419,671 126

　 10,198 837,584 544,244 1,381,828 645,094 222,762 9,086 15,790 489,096 1,381,828 　 140
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単位：㎡

区　分 名　称 土地面積 延べ床面積

本　館
本　　　館

4,951.00
1,740.34

実　習　室 200.00
工　芸　棟 248.43

小　計 4,951.00 2,183.17

歴史民俗資料館

歴史民俗資料館
1,665.00

656.95
収　蔵　庫 208.75

屋外展示

道しるべ

39,687.50

-
樋代官長屋門 69.20
旧松永家住宅 180.37
一字一石経王塔 -
原泉舎 74.40
横沢古墳 -
東平遺跡高床倉庫 18.17
東平遺跡竪穴住居 23.50
万葉歌碑 ｢東歌｣ -
小糸のぶ文学碑 -
眺峰館 59.01
杉浦医院 138.60
樋代官植松家住宅 195.00
旧独楽荘石倉 33.00
旧稲垣家住宅 160.39

その他施設
消火栓ポンプ室 9.36
なまこ壁の倉 ( 休憩所） 9.72

小　計 41,352.50 1,836.42
外部収蔵庫 4438.76 428.72

合　計 50,742.26 4448.31

＜富士市立博物館施設面積一覧＞  

（１）　施設の概要

３　富士市立博物館の概要
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事業
◇展示

①常設展示

■ 本館では、第１、第２展示室を常設展示とする。

　 第１展示室は、富士山南麓に生きた先人の歴史や文化

について、時代順にコーナーを設けて展示。第２展示

室は、富士市の地場産業である「紙」について展示す

る。

■ 分館の歴史民俗資料館では、１階フロアを常設展示、

２階は体験コーナーおよび常設展示とする。

　 １階フロアは、 市内地域の特色をふまえ、 ５区分の

コーナーを設けて展示。２階の体験コーナーは、くら

しの道具を実際に使える 7 種のコーナーと常設展示

室を設置。いずれの常設展示も、実物資料をはじめ、

模型やビデオ等によって解説する。

②特別展示

　 本 館 2 階 の 特 別 展 示 室 は、 常 設 展 示 以 外 の 特 別 展、

企画展、共催展を随時開催。

③屋外展示

　 歴史民俗資料館の屋外展示として、広見公園歴史ゾー

ン内に、市内の貴重な由緒ある建造物を移築して保存

する。また、道しるべ等石造文化財の移設を行い、館

内展示を補うと共に、緑と歴史の公園として、富士の

歴史と文化を楽しみながら学習できる場とする。

◇教育普及

① 市民の歴史に関する知識の普及を図るために、講座・

講演会・体験学習等を企画する。また、館報・博物館

だより等を刊行する。

② 学校教育との連携につとめ、 館利用に積極的に対応

し、児童生徒の博物館利用を促進する。

③ 博物館活動の一環として、郷土文化工芸団体や文化財

愛護研究団体の育成助長につとめ、指導者の資質の向

上をはかる。

◇資料の収集・整理・保管

　富士市及びその周辺地域の歴史を理解する上で必要な

資料を寄贈・購入・寄託等により収集し、整理分類した

上で各収蔵庫に保管する。

◇調査研究

　資料の収集や分類整理に併せ、 展示の準備作業とし

て、また市民の歴史に関する知識の普及に資するため、

学術的な調査・研究活動を行う。

資料収集方針と主な収蔵資料
◇民俗資料

　昭和 40 年代頃より、高度成長・生活安定の反映として、

生活様式の変化を伴う家屋の改廃が増え、多くの民俗資

料が破棄される状況の中で、保存の機運が高まる。

・ 農業用具…稲作及び畑作の農耕用具、浮島沼周辺生産

農耕具（県指定）

・ 漁業用具…富士海岸沿岸で使用された漁具、及び漁船

等の資料

・諸職用具…鍛冶、炭焼、山林等の資料

・生活用具…衣、食、住資料

◇美術工芸資料

　本館の大テーマ「富士に生きる」に基づき、富士山に

かかわりのある美術・工芸作品をはじめ、郷土にゆかり

の作家の作品を収集。

・浮世絵…葛飾北斎、歌川広重、徳力富吉郎等の作品

・ 書及び絵画…鈴木香峰、庵原三山（麗山・泰山・鶴山）、

井上恒也等の作品

◇歴史資 ( 史 ) 料

　宿場関係の野口家文書や中里関家文書等の地方文書を

中心に収蔵。

・古文書…野口家、関家、影山家、島崎家等

・富士山関係資料…富士山信仰絵図、富士山古写真等

◇考古資料

　昭和 40 年代以降、東名高速道路等の各種建設工事・

工場誘致により、埋蔵文化財の発掘調査が盛んに行われ

た。その際に出土した、集落跡・古墳等の資料を数多く

収蔵。

・天間沢遺跡…縄文土器、石器

・三新田遺跡…土師器、須恵器、灰釉陶器

・東平遺跡…土師器、須恵器、鉄器

・東坂古墳…内行花文鏡、四獣鏡、首飾り等

・谷津原 1 号墳…須恵器、装飾付大刀、砥石、装身具

◇紙関係資料

　手漉和紙用具類をはじめ、技術改良の象徴としてのナ

プキン製造・機械抄製紙の資料等を逐次収集。また、紙

に関する工芸品の収集にもつとめる。

・ 手漉和紙の用具、 原料（楮、 三椏）、 製紙機械、 紙工

芸品（ダルマ、凧、紙人形他）

（２）　事業の概要
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※平成 27 年度末現在、六所家旧蔵資料は含まない

◇収蔵資料総合計数

◇受入種別所蔵資料数

①館所蔵資料

②寄贈資料

③購入資料

④収集資料

⑤移管

⑥寄託資料及び常設展示借用資料

＜平成 27 年度寄託資料＞　

＜平成 27 年度常設展示借用資料＞　

⑦富士市立博物館所蔵資料図書数

　 館所蔵 寄託 常設借用 合計
民俗 14,554 303 5 14,862
美術工芸 2,096 35 0 2,131
歴史 16,943 1,423 10 18,376
考古 5,889 2 734 6,625
紙関係 2,328 66 20 2,414
自然 123 0 0 123
視聴覚 578 0 0 578
その他 0 0 0 0 
合計 42,511 1,829 769 45,109

　 寄贈 購入 収集 移管 合計
民俗 12,354 89 0 2,091 14,554
美術工芸 969 1,031 0 96 2,096
歴史 14,886 576 0 1,481 16,943
考古 2,836 3 0 3,050 5,889
紙関係 1,873 394 0 61 2,328
自然 25 0 0 98 123
視聴覚 258 105 204 11 578
その他 0 0 0 0 0
合計 33,201 2,198 204 6,888 42,511

　 前年度迄 27 年度 累計
民俗 12,325 29 12,354
美術工芸 968 1 969
歴史 14,864 22 14,886
考古 2,836 0 2,836
紙関係 1,873 0 1,873
自然 25 0 25 
視聴覚 258 0 258
その他 0 0 0 
合計 33,149 52 33,201

　　　 前年度迄 27 年度 累計
民俗 89 0 89 
美術工芸 1,031 　0 1,031
歴史 576 　0 576
考古 3 　0 3 
紙関係 394 　0 394 
自然 0 　0 0 
視聴覚 105 　0 105 
その他 0 　0 0 
合計 2,198 0 2,198

　 前年度迄 27 年度 累計
視聴覚 204 0 204

　 前年度迄 27 年度 累計
民俗 2,091 0 2,091 
美術工芸 96 0 96 
歴史 1,481 0 1,481 
考古 3,050 0 3,050
紙関係 61 0 61 
自然 98 0 98 
視聴覚 11 0 11 
その他 0 0 0 
合計 6,888 0 6,888

　 更新中
新規
借用

27 年度
返却

合計

民俗 303 0 0 303
美術工芸 33 2 0 35 
歴史 1,316 107 0 1,423
考古 2 0 0 2 
紙関係 66 0 0 66
自然 0 0 0 0 
視聴覚 0 0 0 0 
その他 0 0 0 0 
合計 1,720 109 0 1,829

　 更新中
新規
借用

27 年度
返却

合計

民俗 5 0 0 5 
美術工芸 0 0 0 0 
歴史 10 0 3 10 
考古 734 0 0 734 
紙関係 20 0 0 20 
自然 0 0 0 0 
視聴覚 0 0 0 0 
その他 0 0 0 0 
合計 769 0 3 769 

　 前年度迄 27 年度受入 合　計
購入 2,446 10 2,456
寄贈 　11,500 322 11,822
会員頒布 456 16 472
合計 14,402 348 14,750

（３）　資料及び図書収集状況
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＜平成 27 年度寄贈資料＞

○富士市立博物館条例
　　昭和 55 年 12 月 13 日条例第 30 号
　改正
　　平成６年９月 29 日条例第 41 号 
　　平成 19 年９月 28 日条例第 26 号
　　平成 20 年９月 30 日条例第 80 号
　　平成 24 年３月 29 日条例第 20 号
　　平成 24 年６月 29 日条例第 31 号
　　平成 27 年 10 月 15 日条例第 53 号
富士市立博物館条例

（趣旨）
第１条　この条例は、教育、学術及び文化の発展に寄与するため、

博 物 館 法（昭 和 26 年 法 律 第 285 号。 以 下「法」 と い う。） に
基づき博物館の設置及び管理等について必要な事項を定めるも
のとする。

（設置）
第２条　富士市に博物館を設置する。
　２　博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。

　３　博物館に分館を置く。
　４　前項に規定する分館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置

富士市立歴史民俗資料館 富士市伝法 86 番地の７

富士市立富士川民俗資料館 富士市岩淵８番地の１

（事業）
第３条　富士市立博物館（以下「博物館」という。）は、次に掲げ

る事業を行う。
（１）　考古、 歴史、 民俗、 産業等に関する実物、 模型、 模写、

文献、図表、写真等の博物館資料（以下「博物館資料」とい
う。）を収集し、保管し、及び展示すること。

（２）　博物館資料の利用に関し、必要な説明、助言、指導等を
行うこと。

（３）　博物館資料に関する専門的及び技術的な調査研究を行う
こと。

（４）　博物館資料の保管及び展示等に関する技術的研究を行う
こと。

（５）　博物館資料に関する案内書、解説書、調査研究の報告書
等を作成し、及び頒布すること。

（６）　博物館資料に関する講演会、講習会、研究会等を開催す
ること。

（７）　他の博物館と協力し、情報の交換、資料の相互貸借等を
行うこと。

（８）　学校、図書館等と協力し、その活動を援助すること。
（９）　博物館活動の講座、実習等のため施設を提供すること。
（10）　前各号に定めるもののほか、富士市教育委員会（以下「委

員会」という。）が必要があると認める事業

（職員）
第４条　博物館に法第４条第１項、 第３項及び第５項に規定する

館長、学芸員その他必要な職員を置く。
（入館の制限）

第５条　委員会は、次の各号の一に該当するときは、入館を拒み、
又は退館を命ずることができる。

（１）　展示品等を汚損し、又はき損するおそれのあるとき。
（２）　館内の秩序を乱し、又は入館者に迷惑をかけるおそれが

あると認められるとき。
（３）　その他管理上支障があると認められるとき。
（特別展観覧料）

第６条　博物館の特別展の展示品等を観覧しようとする者は、 別
表に定める特別展観覧料を納めなければならない。

　２　市長は、 特別の理由があると認めるときは、 前項に規定す
る特別展観覧料を減免することができる。

（既納の特別展観覧料）
第 ７ 条　 既 納 の 特 別 展 観 覧 料 は、 返 還 し な い。 た だ し、 市 長 は、

特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を返還す
ることができる。

（使用の許可）
第８条　博物館の講座室及び実習室等（以下「博物館の施設」 と

いう。） を使用しようとするときは、 委員会の許可を受けなけ
ればならない。

（使用許可の制限）
第９条　委員会は、 次の各号のいずれかに該当するときは、 博物

館の施設の使用を許可しないものとする。
（１）　公の秩序又は善良な風俗を害するおそれのあるとき。
（２）　集団的又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある

組織の利益になると認められるとき。
（３）　施設、設備、展示品等を損傷するおそれのあるとき。
（４）　その他管理上支障があると認められるとき。
（目的外使用、権利譲渡等の禁止）

第 10 条　第８条の規定に基づき使用の許可を受けた者（以下「使
用者」 という。） は、 博物館の施設を許可された目的以外に使
用し、又はその権利を譲渡し、若しくは転貸することができな
い。

（造作上の制限）
第 11 条　 使 用 者 は、 博 物 館 の 施 設 を 使 用 す る た め、 特 別 の 設 備

をし、又は造作を加えようとするときは、あらかじめ委員会の
許可を受けなければならない。

（使用許可の取消等）
第 12 条　 委 員 会 は、 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る と き は、 使 用 の 許

可を取り消し、又は使用を停止し、若しくは使用の制限をする
ことができる。

（１）　この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。
（２）　第９条各号に該当する理由が発生したとき。
（３）　使用許可の条件に違反したとき。
（原状回復の義務）

第 13 条　 使 用 者 は、 博 物 館 の 施 設 の 使 用 を 終 了 し た と き 又 は 前
条の規定により使用許可を取り消され、若しくは使用を停止さ
れたときは、直ちにこれを原状に回復しなければならない。

受入番号 分野 資　　料　　名 点数
3000 美術 1

3001 歴 史 /
民 俗

坂内氏旧蔵資料（大礼記念章之証、感謝状、昭和六年乃至九年事変従軍記章之証、勲八等
瑞宝章授与状、勲七等瑞宝章授与状、従七位授与状、陸軍砲兵少尉辞令状、勲六等瑞宝章
授与状、陸軍中尉辞令状、勲五等双光旭日章授与状、紀元二千六百年祝典記念章之証、拝
受状、履歴申立書、古写真、勲五等双光旭日章、裁縫の練習の服）

22

3002 民俗 防空頭巾 7
3003 歴史 奈木先生旧蔵資料（ディアナ号関係、教育関係、古写真、絵葉書） 1 式
3004 民俗 天神人形 1
3005 民俗 計算尺 1

3006 民 俗 ツノダル、温度計、祝いの二升ビン、酒ダル（陶器）、ひしゃく、マス、かがみびらきの木づち、
酒受（陶器）、酒づくりの絵 19

名称 位置

富士市立博物館 富士市伝法 66 番地の２

（４）　富士市立博物館条例・規則
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（損害賠償）
第 14 条　 観 覧 者 又 は 使 用 者 は、 博 物 館 の 施 設、 設 備、 展 示 品 等

を損傷し、又は滅失したときは、その損害について、市長が定
める額を賠償しなければならない。

　 ２　 第 12 条 の 規 定 に 基 づ く 使 用 の 許 可 の 取 消 し 等 に よ つ て 使
用者が被つた損害については、市は、その賠償の責めを負わな
い。

（博物館協議会）
第 15 条　法第 20 条第１項の規定により、 博物館に富士市立博物

館協議会（以下「協議会」という。）を置く。
　２　協議会は、委員 10 人以内で組織する。
　３　委員は、 次に掲げる者のうちから委員会が委嘱し、 又は任

命する。
（１）　学校教育及び社会教育の関係者
（２）　家庭教育の向上に資する活動を行う者
（３）　学識経験者
（４）　公募による市民

　４　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、
前任者の残任期間とする。

　５　協議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。
（委任）

第 16 条　 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か、 こ の 条 例 の 施 行 に つ い
て必要な事項は、委員会の規則で定める。

附　則
この条例は、昭和 56 年４月１日から施行する。

附　則（平成６年９月 29 日条例第 41 号）
この条例は、平成６年 11 月 16 日から施行する。

附　則（平成 19 年９月 28 日条例第 26 号）
この条例は、平成 20 年４月１日から施行する。

附　則（平成 20 年９月 30 日条例第 80 号）
この条例は、平成 20 年 11 月１日から施行する。

附　則（平成 24 年３月 29 日条例第 20 号）
　１　この条例は、平成 24 年４月１日から施行する。
　２　この条例の施行の際現に改正前の富士市立博物館条例第 15

条第２項の委員である者は、その任期中に限り、改正後の富士
市立博物館条例第 15 条第２項の委員とみなす。

附　則（平成 24 年６月 29 日条例第 31 号）
この条例は、公布の日から施行する。

附　則（平成 27 年 10 月 15 日条例第 53 号）
この条例は、平成 28 年４月 29 日から施行する。

別表（第６条関係）
特別展観覧料 

区分 金額

個人
小人

市長が別に定める額
大人

団体 20 人以上
１人につき

個人に係る所定の特別展観覧料の６割に相当する
額

備考
１　小人とは、 小学校の児童及び中学校の生徒をいい、 大

人とは、小人及び小学校就学前の児童を除いた者をいう。
２　市内の小学校又は中学校の教育課程に基づく学習活動

として入館する場合は、 児童又は生徒及び引率者の特別
展観覧料は、免除する。

○富士市立博物館条例施行規則
昭和 56 年３月 25 日教育委員会規則第５号

〔注〕平成９年から改正経過を注記した。
改正
平成元年１月 19 日教委規則第１号
平成９年３月 24 日教委規則第１号
平成 17 年２月 24 日教委規則第１号
平成 27 年 10 月 15 日教委規則第 10 号

富士市立博物館条例施行規則
（趣旨）

第 １ 条　 こ の 規 則 は、 富 士 市 立 博 物 館 条 例（昭 和 55 年 富 士 市 条
　例第 30 号。 以下「条例」 という。） の施行について必要な事項
　を定めるものとする。

（開館時間）
第２条　富士市立博物館（以下「博物館」という。）の開館時間は、

次のとおりとする。ただし、富士市教育委員会（以下「委員会」
という。）が必要と認めたときは、これを変更することができる。

（1）　夏期（４月から 10 月まで）午前９時から午後５時まで
（2）　冬期（11 月から翌年３月まで） 午前９時から午後４時　

　　30 分まで
（休館日）

第３条　博物館の休館日は、 次のとおりとする。 ただし、 委員会
が必要と認めたときは、 これを変更し、 又は臨時に休館するこ
とができる。

（１）　 月 曜 日（そ の 日 が 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法 律（昭 和 23 年
法　　律第 178 号）に定める休日に当たる日は、火曜日）

（２）　国民の祝日に関する法律に定める休日の翌日
（３）　12 月 28 日から翌年１月４日まで
（特別展観覧券）

第 ４ 条　 条 例 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 特 別 展 観 覧 料 の 納 付 は、
富士市立博物館特別展観覧券（第１号様式）によるものとする。
ただし、 団体が観覧しようとする場合は、 富士市会計規則（昭
和 41 年富士市規則第 22 号）第８条の規定により取り扱うもの
とする。

（特別展観覧料の減免）
第 ５ 条　 条 例 第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 特 別 展 観 覧 料 の 減 免 は、

次の各号による。
（１）　生活保護の世帯員、 母子家庭、 父子家庭の家族及び身体

　　障害者等が入館する場合　全額
（２）　市で全国又は県下大会等公的催しが行われ関係者が入館

　　する場合　全額
（３）　その他特別の理由があると認める場合　全額又は２分の

　　１の額
（使用許可の申請）

第６条　条例第８条の規定により博物館の施設の使用の許可を受
けようとする者は、富士市立博物館使用許可申請書（第２号様式）
を委員会に提出しなければならない。
２　前項に規定する申請書の提出は、使用日前２週間までとす

る。ただし、委員会がやむを得ない理由があると認めるとき
は、この限りでない。

（使用の許可）
第７条　委員会は、 前条第１項に規定する申請書の提出があつた

ときは、 これを審査し、 適当と認めたときは、 富士市立博物館
使用許可書（第３号様式）を交付する。

（使用許可の取消し等の願出）
第 ８ 条　 博 物 館 の 施 設 の 使 用 の 許 可 を 受 け た 者（以 下「使 用 者」

という。） が、 その取消し又は変更を願い出ようとするときは、
使用日前５日までに富士市立博物館使用許可取消し・変更願（第
４号様式） に富士市立博物館使用許可書を添えて委員会に提出
しなければならない。

（遵守事項）
第９条　観覧者及び使用者は、 次の各号に掲げる事項を守らなけ

ればならない。
（１）　施設、設備、展示品等を汚損し、又は損傷しないこと。
（２）　所定の場所以外において火気を使用しないこと。
（３）　許可を受けないで展示品の模写又は撮影をしないこと。
（４）　許可を受けないで募金若しくは図録の販売又はこれらに

　　類する行為をしないこと。
（５）　前各号に定めるもののほか、 管理上必要な指示に反する

　　行為をしないこと。
（博物館協議会）

第 10 条　会長は、会務を総理し、富士市立博物館協議会（以下「協
　議会」という。）を代表する。

２　会長に事故があるときは、 あらかじめ会長の指定する委員
　　がその職務を代理する。
第 11 条　会長は、協議会を招集し、会議の議長となる。

２　協議会は、 委員の過半数が出席しなければ会議を開くこと
　　ができない。

３　協議会の議事は、 出席した委員の過半数をもつて決し、 可
　　否同数のときは、議長の決するところによる。

附　則
この規則は、昭和 56 年４月１日から施行する。

附　則（平成元年１月 19 日教委規則第１号）
この規則は、公布の日から施行する。

附　則（平成９年３月 24 日教委規則第１号）
１　この規則は、平成９年４月１日から施行する。
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２　この規則の施行の際、 改正前の規則の様式により作成され
　ている用紙は、当分の間、調整して使用することができる。

附　則（平成 17 年２月 24 日教委規則第１号）
この規則は、平成 17 年４月１日から施行する。

附　則（平成 27 年 10 月 15 日教委規則第 10 号）
この規則は、平成 28 年４月 29 日から施行する。

第１号様式（第４条関係）

富士市立博物館特別展観覧券

　　　　￥
　　　　１人１回限り

　　　　　　　　　　　　　　月　　　日　　　№（通し番号）

一部改正〔平成 27 年教委規則 10 号〕

第２号様式（第６条関係）

富士市立博物館使用許可申請書

年　　月　　日　

　（あて先）富士市教育委員会

住所（所在地）　　　　　　
申請者　　　　　　　　　　　　　　

氏名（名称及び代表者）　　

次のとおり博物館を使用したいので、申請します。

記

日 時
施 設
目 的
内 容
人 員

特別設備の有無

一部改正〔平成９年教委規則１号・17 年１号〕

第３号様式（第７条関係）

富士市立博物館使用許可書

第　　　　　号　

年　　月　　日　

　　　　　　　　様

富士市教育委員会　印　

　　　　年　　月　　日付け申請のあつた博物館の使用については、
次のとおり許可します。

記
日　　　　　時
施　　　　　設
目　　　　　的
人　　　　　員
使用許可の条件

第４号様式（第８条関係）

富士市立博物館使用許可取消し・変更願

年　　月　　日　

　（あて先）富士市教育委員会

住所（所在地）　　　　　　　　
願出者　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名（名称及び代表者）　　　　

　　　　　年　　月　　日付け　　　第　　　号をもつて許可のあ
つた博物館の使用について、次のとおり取消し・変更をしたいので
願い出ます。

記
取消し・変更の理由

変更の内容

一部改正〔平成９年教委規則１号・17 年１号〕
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１　はじめに

　筆者は、平成 28 年度のテーマ展「富士へとつながる

海 の 道 ― 吉 原 ミ ナ ト の 交 通 史」（会 期：2016 年 7 月 2

日～ 9 月 25 日）開催の準備を進めるにあたり、中世吉

原湊に関する古文書類については矢部家文書を中心に研

究の蓄積があるものの、湊の特性を地域内で相対化する

ためには欠くことのできない富士市域の中世遺跡に関す

る基礎資料が乏しいことに問題を感じていた。県内では

静岡県考古学会（同 1997）や菊川シンポジウム実行委

員会（同 2005）によって中世に関わる基礎資料の集成

や評価が進められているものの、調査事例が少ないこと

もあり、遺跡の面から十分な検討が加えられたことは皆

無に等しい。一方で、富士山かぐや姫ミュージアム（富

士市立博物館）には、過去に収蔵されながらも未報告の

中世資料が一定量存在する。なかには中世の湊や交通路

を考える上でも重要な資料もみられるため、本稿で館蔵

資料の実測図の公開とその報告をおこない、本市域の基

礎資料充実に向けた一助としたい。

２　今井中世五輪塔群出土資料

　今井中世五輪塔群とは、富士市今井一丁目 647-5 に所

在する中世墓跡である（図 1）。 昭和 39 年（1964）12

月 4 日、 同地区の愛鷹神社南側の公園整地に伴い、 複

数の五輪塔と蔵骨器が出土した。発見に立ち会った鈴木

富男の著書には、田子浦砂丘上の地表下 7 ～ 9m から「石

造の五輪塔や、荼毘にした人骨、あるいは骨壺など多数

が発見された」とあり、その数は「十数基」であったと

さ れ る（ 鈴 木 1981）。 昭 和 44 年（1969）8 月 19 日 に

は後述する資料のうち、2・3 の石製五輪塔が富士市指

定有形文化財（建造物）として指定されている。その後、

遠江中世石塔研究会により五輪塔の実測図が作成され、

その概要が報告されたものの（松井ほか 2007）、詳細な

観察所見や蔵骨器も含めた評価は発見後 40 年以上が経

過した現在まで行われていない。

　今回の報告に際し、中世陶器 1 点（1）、五輪塔 3 基（2

～ 5）を新たに図化した（図 2）。

　1 は 常 滑 の 三 筋 壺 で あ る。 富 士 市 立 博 物 館 に て 常 設
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図 1　今井中世五輪塔群の位置と周辺の遺跡（1/8,000）

富士市域の中世墓　～今井中世五輪塔群・沢上遺跡出土資料の紹介～

藤 村  翔 　
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展示されていた。 頸部より上を欠損するが、 残存器高

23.1㎝、胴部最大径 18.9㎝、底径 7.7㎝を測る。肩部は

やや張るものの、最大径は胴部中段にあり、底部に向け

て細く絞られる形態である。胴部下部にはヘラケズリ痕

1

1

2 ～ 5 2

3 4 5

0 20cm

0 20cm

図 2　今井中世五輪塔群出土資料（陶器：1/4、五輪塔：1/6）



４-（1）富士市域の中世墓（藤村）

37

や指圧痕、穿孔がみとめられる。三筋文はやや粗雑な印

象で、特に中・下段は沈線が浅く、かすれ気味になる部

分が目立つ。胴部最大径が中段にくるプロポーションか

ら、常滑 2 型式期（12 世紀後半、中野 2012）の製品と

考えられる（１）。なお、市立博物館にて常設展示される

以前には内部に人骨片が入っていたようであり （２）、蔵

骨器として使用されたことは疑いない。

　2 は白色凝灰岩製（３） の五輪塔の地輪であり、上記市

指定文化財の「その 2」 として登録された資料である。

富士市立博物館にて常設展示されていた。非常に軟質で

脆く、上面には風化等による欠損がみとめられるが、高

さ 20㎝、幅 26.5㎝を測り、上部に深さ 11.5㎝の抉りが

入る形態である。表面は平滑に仕上げられているため、

目立った工具痕を確認することはできないが、抉り内部

には鑿状工具による痕跡が残されており、底面はハチの

巣状の荒掘り痕が、側面は左回りの螺旋状に仕上げの切

削痕が、それぞれみとめられる。図示した正面に「文保

二年十二月八□」（□は欠損）と陰刻されており、文保

2 年（1318）に造立された五輪塔の一部と判断される。

　3 はデイサイト製の五輪塔であり、上記市指定文化財

の「その 1」として登録された資料である。富士市立博

物館にて常設展示されていた。 遠江中世石塔研究会の

報告では白色凝灰岩（松井ほか 2007）や安山岩（溝口

2012） とされるが、 石英や角閃石が多くみとめられる

点から、デイサイト製とした。他の五輪塔と比べて非常

に硬質であり、空風輪上端がわずかに欠損するものの、

現存総高 66.2㎝、 火輪幅 23.5㎝、 水輪幅 22.0㎝、 地輪

幅 21.0㎝を測る。 空風輪と火輪、 水輪と地輪の接合は

ともにほぞ穴式である。火輪下面、水輪上面は平滑に仕

上げられることで接合するが、後者には深さ 0.5㎝程の

用途不明の窪みがある。火輪は高さがあり、軒の反りが

大きな形態であり、また水輪も後述する 4・5 に比べて

上下の接合面が小さく、丸形に近いことから、全体的に

均整のとれた形態を呈している。水輪には梵字が薬研彫

され、実測図正面から右回りにバ（東）・バー（南）・バ

ン（西）・バク（北）と配される。いずれの梵字にも隅

部などに極小の金箔が遺存することから、往時には薬研

彫された梵字に金箔が象嵌されていたことが推定され

る。

　4 は白色凝灰岩製の五輪塔であり、整理用コンテナに

「今井中世五輪塔 No.1」と記され収蔵庫に保管されてい

た資料である。解体収蔵されていたため、水輪の天地は

不明である。 非常に軟質で脆く、 総高 63.0㎝、 火輪幅

26.0 ～ 26.5 ㎝、 水 輪 幅 26.0 ㎝、 地 輪 幅 24.0 ～ 24.5 ㎝

を測る。空風輪と火輪の接合はほぞ穴式であるが、水輪

の上下面、地輪の上面にはそれぞれ深い抉りを入れて接

合する形態である。なお、火輪の下面にも浅い抉りがみ

とめられる。抉り内部には鑿状工具による痕跡が残され

ているが、 底面、 側面ともに 2 よりも幅広な方形の切

削痕がみとめられる。

　5 は白色凝灰岩製の五輪塔であり、整理用コンテナに

「今井中世五輪塔 No.3」と記され収蔵庫に保管されてい

た資料である。解体収蔵されていたため、水輪の天地は

不明である。また、空風輪と火輪もほぞ穴の深さが合わ

ず、五輪塔の組み合わせ自体が不正確な可能性がある。

非常に軟質で脆く、総高 51.5㎝、火輪幅 25.0 ～ 25.2㎝、

水輪幅 24.0㎝、地輪幅 22.0 ～ 23.6㎝を測る。空風輪と

火輪の接合はほぞ穴式であるが、水輪の上下面は深い抉

りを入れて接合する形態である。2 や 4 と異なり、地輪

の上面には浅い抉りとなる。火輪は風化がひどく、旧状

を判断し難いものの、扁平な形態に図化した（４）。抉り

内部には鑿状工具による痕跡が残されており、底面、側

面ともに 4 と類似した方形の切削痕がみとめられる。

　小結　五輪塔の造立年代については、既に遠江中世石

塔研究会により、紀年銘のある 2 を 14 世紀前葉の定点

として評価することで、3・4 も同年代とする編年案が

提示されている（松井ほか 2009、溝口 2012）。2・4 は

石材が同じで抉りの形態も類似しており、同年代として

積極的に考えられるが、5 は地輪の抉りが浅い点から、

やや後出する可能性がある。3 は律宗系五輪塔とされ、

元 亨 3 年（1323） 銘 の 銅 製 蔵 骨 器 が 出 土 し た 沼 津 市・

霊山寺 1 号塔（吉澤 1998）を小型化したような均整の

とれた形態であり、 デイサイト製で金箔梵字を採用す

る点からも、2・4・5 とは異なる形式といえる。水輪の

みに梵字が刻まれる点を重視すれば（松井ほか 2009）、

14 世紀中葉～後葉に降る可能性もあろうか。いずれに

しても、今回報告した 2 ～ 5 については、14 世紀代に

おさまるものとして考えておきたい。このほか、今井中

世五輪塔群からは、 凝灰質砂岩製で 15 ～ 16 世紀の作

とみられる新式石塔１基（今井中世五輪塔 No.2） が出

土している（松井ほか 2007）。

　常滑の三筋壺については、 石塔とは少なくとも 100

年以上の年代差があることが今回初めて判明した。これ

が、単独で出土したものであるのか、それともいずれか

の石塔下部から出土したものであるのかによっても評価

は異なるが、前者であれば当該地の中世墓がまさに中世

初頭から機能していたことを物語るし、後者であればい

わゆる「陶磁器の伝世」後の蔵骨器としての使用（藤澤
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2001）あるいは墓地の再整備（清水 2012）を示唆する

資料と考えられる。いずれにしても、富士地域における

中世社会の幕開けとその地域的展開を考察する上で、一

級の資料として評価されよう。

３　沢上遺跡出土資料

　沢上遺跡とは、富士市岩淵に所在する、縄文時代後期

前半の集落と中世～近世の墓の存在が確認された複合遺

跡である（図 3）。昭和 6 年（1931）の発見以来、昭和

40 年（稲垣 1968）、昭和 60 年（範囲確認）、平成元年

（第 1 次、写真 1）、平成 5 年（第 4 次）、平成 6 年（第

5 次）などに旧富士川町教育委員会による発掘調査が実

施されている。今回報告する中世陶器（図 4・写真 2 ～ 4）

は、「沢上遺跡出土」と表記されて富士市立博物館へと

収蔵されていたものである。おそらくは第 1 次・第 4 次・

範囲確認調査地区一帯に展開していたとされる中世墓の

うち、第 4 次調査に伴う出土品とみられる。

　6 は渥美の灰釉刻文小型壺である。口縁部の 3/4 を欠

損するが、 器高 21.5㎝、 復元口径 10.8㎝、 胴部最大径

17.9㎝、底径 9.0㎝を測る。口頸部は外反し、口縁端部

は折り返して玉縁状をなす。なで肩で、底部に向けてや

や絞られる形態である。外面の胴部最下部にはヘラケズ

リ痕や粘土紐接合痕が、内面には頸部より下方に粘土紐

接合痕が明瞭に残る。胎土は密で、1 ～ 5㎜大の白色礫

を微量含んでいる。肩部にヘラ描きによる「大」の刻文

が施される。同位置には横位の沈線もめぐっており、裏

側にて別の縦位の２本の沈線と接している。頸部内面か

ら肩部外面にかけて、灰白色の灰釉がハケ状工具によっ

て塗布されるが、十分に溶解されていないため、横～斜

め方向のハケ塗りの痕跡が明瞭に残る。胴部下半を絞る

プロポーションから、渥美 2a ～ 2b 型式期頃（12 世紀

後葉～ 13 世紀初頭、安井 2012）の製品と考えられる。

　内部には骨粉が入れられており、蔵骨器として使用さ

れたものと判断される。
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写真 1　沢上遺跡の近世墓（第 1 次調査）
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４　富士市域における中世遺跡の様相

　古くからその存在が知られる経塚を除くと、周辺自治

体と比べて不明な部分が多いと嘆かれてきた富士市域の

中世遺跡であるが、近年の調査成果に前節までに紹介し

た資料を加えることにより、特に墓域の分布状況につい

ては一定の様相が判明しつつある（図 5）（5）。以下、３

つの地区を中心に中世墓の概要と見通しを述べておきた

い。

　岩淵地区　富士川西岸の岩淵に所在する破魔射場遺跡

（4） では、 中世墓と考えられるものを含む当該期の土

坑 16 基が調査されている（井鍋ほか 2001）。遺物は白
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磁碗や青磁碗・皿といった貿易陶磁器を筆頭に、古瀬戸

～大窯段階の瀬戸の皿、常滑・渥美の甕や三筋壺、中国

銭が包含層を含めて出土しているほか、隣接する谷津原

古墳群でも中国銭や火打金が出土する。遺物の年代観か

ら、12 世紀後半から 16 世紀前半までの幅をもつ墓域で

あったと考えられよう。

　岩淵地区は近世に富士川渡船・舟運の河岸場が置かれ

た場所であり、富士川下流が複数の流路に分散していた

中世以前においても、渡川を含む東海道交通の拠点とな

るマチが展開していたことが想像される。遺跡が残る西

岸の河岸段丘上は、そうしたマチあるいは寺院の墓域と

して利用されていたのであろう。 第 3 節で紹介した沢

上遺跡（5）も、同じように理解できる。

　岩本地区　富士川扇状地（氾濫原）を臨む星山丘陵の

南端、岩本に所在する念信園遺跡（5）では、13 世紀前

半の製作とみられる瀬戸産の四耳壺と瓶子が採集されて

いる（佐藤 2010）。出土地近辺には中近世の五輪塔が集

積されていることから、こちらも蔵骨器として使用され

たものであろう。遺跡の南西には、鳥羽法皇の発願をう

けた智印上人によって久安年間（1145 ～ 1150）に建て

られたとされる天台寺院・実相寺もあり、平安時代末か

ら鎌倉時代にかけて、一帯が郡内でも有数の仏教信仰上

の拠点であったことは疑いない。また、氾濫原を避ける

ように富士川を渡る際には、星山丘陵の南端に沿って進

むルートが想定されるのであり、実相寺とその周辺の村

落が交通上の要衝としても機能していたことが推察され

る。

　今井地区　第 2 節で報告した 12 世紀後半の常滑産三

筋壺の発見により、五輪塔の存在から 14 世紀以降と考

えられてきた今井地区の中世遺跡が、中世初頭まで遡る

ことが明らかとなった。伝世の可能性もあるため即座に

中世墓の存在を同時期まで引き上げることはできない

が、かの地において全国への本格的波及が始まったばか

りの希少な常滑産陶器を保有する勢力が既に誕生してい

たことは特筆できる。

　今井中世五輪塔群の位置する田子浦砂丘の西側、潤井

川と沼川の河口部には吉原湊が存在しており、 まさに

富士山南麓地域における海の玄関口として重要な場所

であった。 湊口はその時々に応じて移動を繰り返して

いたようであり、 万治 3 年（1660） 以前には富士塚の

東、今井あたりに位置していたとする記録がある（鈴木

1981）。そうであれば、今井の地はまさに吉原湊口を見

下ろす要衝として想定すべきであろう。また、五輪塔群

の発見された場所の東側には平安時代の作とされる毘沙

門天像を祀る妙法寺があり、周辺では地下 4m から巨大

な礎石が発見されたこともあることなどから、鈴木富男

は平安時代末か鎌倉時代初頭以降、一帯に密教系の大寺

院が存在した可能性を指摘している（鈴木 1981）。松井

一明氏らは、本稿で示したデイサイト製も含むとみられ

る東伊豆産安山岩製五輪塔が遠江・駿河の湊や河川に隣

接する密教系や時宗関係、あるいは天台系有力寺院へと

海運によって搬入されたことを指摘しており（松井ほか

2009、溝口 2012）、今井の地に 14 世紀より五輪塔が造

立された意義もまた、改めて強調しておきたい。

５　おわりに

　平成 28 年度のテーマ展「富士へとつながる海の道―

吉原ミナトの交通史」開催に先立つ事前調査として、未

報告の館蔵中世資料の実測とその報告をおこなった。そ

の結果、東海西部産陶器を用いた蔵骨器や 14 世紀の五

輪塔を築くような墓については、吉原湊や富士川の渡川

ルートといった交通の要衝周辺に分布すること、また有

力寺院に関わる場合もあることを指摘した。

　平安時代末から鎌倉時代初頭の時期に当たる 12 世紀

後半から 13 世紀代に墓へ埋葬された貿易陶磁器や瀬戸・

常滑・渥美産の蔵骨器等は、当該期に武士や僧侶といっ

た有力階級が、富士市岩淵・岩本・今井といった要衝を

軸に着実に成長していたことを雄弁に物語る一級資料と

して位置付けられる。今後、村落など生活遺構の発見に

よって、富士郡周辺の中世社会が一層明らかとなること

を望み、筆をおきたい。
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註

（１ ）産地と時期の比定にあたり、池谷初恵氏、中野晴久氏の御教

示を得た。

（２ ）平成 16 年（2004）、既に常設展示されていた三筋壺内にあっ

た人骨はビニール袋で別に保管してあったそうだが、この時に

当時の学芸員によって別の容器（骨壺）に移され、現在まで保

管されている。人骨は部位がわかるものも含めて一定量存在し
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ており、人骨鑑定などの調査の余地がある。

（３ ）五輪塔（2 ～ 5）の石材判定にあたり、北垣俊明氏（奇石博物館）

の御教示を得た。

（４ ）木村弘之氏・溝口彰啓氏らは空風輪のほぞが埋まる高さにな

るよう軒を高くして復原しているが（松井ほか 2007）、火輪上

面全体を欠損とするには躊躇されるため、扁平な軒を想定した。

（５ ） 実 測 図 の 出 典 は 以 下 の 通 り。 破 魔 射 場 遺 跡：（ 井 鍋 ほ か

2001）、 出 口 遺 跡：（ 志 村 ほ か 1981）、 念 信 園 遺 跡：（ 佐 藤

2010）
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（
静
岡
県
、
一
九
九
四
）
三
七
四
六
号
。
以
下
、『
静
岡
県
史　

中
世
三
』
と
表
記
。
な
お
『
静
岡
県
史
』

で
は
当
文
書
の
宛
所
の
「
東
泉
院
」
を
久
能
寺
の
快
円
と
比
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
17
） 

酒
入
陽
子
「
懸
川
開
城
後
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
戦
国
史
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
〇
〇
）。
前

田
利
久
「
後
北
条
氏
庇
護
下
の
今
川
氏
真
に
つ
い
て
」（『
地
方
史
静
岡
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
一
）。

（
18
） 

柳
沢
利
沙
「
一
六
世
紀
に
お
け
る
今
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
」（
東
京
学
芸
大
学
近
世
史
研
究
会
編
『
高

家
今
川
氏
の
知
行
所
支
配
～
江
戸
周
辺
を
事
例
と
し
て
～
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
二
）。

（
19
） 

武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
に
つ
い
て
は
、『
静
岡
県
史　

通
史
編
二　

中
世
』（
静
岡
県
、
一
九
九
七
）
第

三
編
第
六
章
（
大
久
保
俊
昭
・
加
藤
秀
明
・
久
保
田
昌
希
・
前
田
利
久
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
20
） 『
静
岡
県
史　

資
料
編
八　

中
世
四
』（
静
岡
県
、
一
九
九
六
）
一
五
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。
以
下
、

『
静
岡
県
史　

中
世
四
』
と
表
記
。
久
能
寺
に
つ
い
て
は
、『
久
能
山
誌
』（
静
岡
市
、
二
〇
一
六
）
第

二
部
第
一
編
第
一
章
（
大
高
康
正
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
21
）『
静
岡
県
史　

中
世
三
』
一
九
四
二
号
（
久
能
寺
文
書
）。

（
22
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
三
号
。
東
泉
院
中
世
文
書
一
〇
号
。

（
23
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
四
号
、
東
泉
院
中
世
文
書
十
一
号
。

（
24
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
九
号
。

（
25
）
前
掲
註
７
『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前
田
利
久
氏
執
筆
）。

（
26
）『
静
岡
県
史　

中
世
四
』
一
七
八
〇
号
（
葛
山
文
書
）。
前
掲
註
12
大
高
論
文
参
照
。

（
27
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
四
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
号
。

菊
池
邦
彦
「
富
士
山
東
泉
院
朱
印
領
の
成
立
事
情
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
七
号　

富
士

市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、『
古
文
書
①
』
本
編
近
世
解
説
（
菊
池
邦
彦
氏
執
筆
）。

（
28
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ｃ
近
世
初
期
文
書
二
五
号
、『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
号
。

（
29
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
六
号
。

（
30
） 

久
保
田
昌
希
「
戦
国
大
名
の
交
替
と
寺
社
―
今
川
か
ら
武
田
へ
―
」（『
戦
国
武
将
と
城　

小
和
田
哲

男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
一
四
）。

（
31
）
前
掲
註
20
『
久
能
山
誌
』
第
二
部
第
一
編
第
二
章
（
湯
之
上
隆
氏
執
筆
）。

註（
１
） 『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

古
文
書
①
』（
富
士
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
）
以
下
、『
古
文
書
①
』

と
表
記
。
翻
刻
編
近
世
Ｂ
東
泉
院
歴
代
住
持
帳
十
七
・
十
九
・
二
二
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

二
三
号
、
Ａ
１-

四
一
号
、
Ａ
１-

三
五
六
号
。

（
２
） 『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

四
一
号
。

（
３
） 『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
近
世
Ａ
東
泉
院
及
び
浅
間
神
社
の
由
緒
と
縁
起
八
号
。『
古
文
書
②
』
目
録
編

Ａ
１-

一
二
七
号
。

（
４
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
富
士
山
縁
起
一
号
。

（
５
）
大
高
康
正
「
富
士
山
縁
起
の
世
界
」（『
富
士
山
信
仰
と
修
験
道
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
三
）。

（
６
） 

新
庄
道
雄
著
・
足
立
鍬
太
郎
修
訂
・
飯
塚
傳
太
郎
補
訂
『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記　

下
巻
』（
国
書

刊
行
会
、
一
九
七
五
）、『
富
士
山
縁
起
の
世
界
―
赫
夜
姫
・
愛
鷹
・
犬
飼
―
』（
富
士
市
立
博
物
館
、

二
〇
一
〇
）。

（
７
） 

大
高
康
正
「
中
世
後
期
か
ら
近
世
初
期
に
お
け
る
東
泉
院
支
配
の
推
移
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』

第
七
号　

富
士
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
〇
）、
湯
之
上
隆
「
六
所
家
旧
蔵
中
世
文
書
の
紹
介
」（『
六
所

家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
第
九
号　

富
士
市
立
博
物
館
、二
〇
一
一
）、『
古
文
書
①
』
本
編
中
世
解
説
（
前

田
利
久
氏
執
筆
）。

（
８
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
三
号
。

（
９
）『
古
文
書
②
』
目
録
編
Ａ
１-

三
六
一
号
。

（
10
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
東
泉
院
中
世
文
書
六
号
。

（
11
）『
古
文
書
①
』
翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
二
号
。

（
12
）
大
高
康
正
「
富
士
山
東
泉
院
の
歴
史
」（
前
掲
註
５
大
高
二
〇
一
三
所
収
）。

（
13
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
請
求
記
号
二
〇
七
五
―
六
六
四
。

（
14
） 

当
史
料
の
書
写
奥
書
に
は
、「
右
葛
山
系
譜
、
駿
河
国
富
士
郡
吉
原
町
葛
山
頼
善
本
、
明
治
廿
二
年
十

月
文
科
大
学
教
授
星
野
恒
採
訪
、
明
年
五
月
謄
写
了
、」
と
あ
る
。

（
15
）
前
掲
註
４
。

（
16
） 『
古
文
書
①
』翻
刻
編
中
世
Ａ
富
知
六
所
浅
間
神
社
文
書
十
一
号
。『
静
岡
県
史　

資
料
編
七　

中
世
三
』

(33)
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な
ら
、
十
七
世
紀
以
前
ま
で
、
基
本
的
に
村
山
の
富
士
山
興
法
寺
出
身
者
の
間
で
継
承
し
て

き
た
東
泉
院
の
住
持
職
が
、
久
能
寺
出
身
の
快
印
以
降
に
は
、
駿
河
国
内
外
の
真
言
系
寺
院

出
身
の
僧
侶
が
就
任
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
泉
院
が

久
能
寺
と
の
つ
な
が
り
を
梃
子
に
各
地
の
真
言
寺
院
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
よ
り
上
位
の

立
場
に
あ
る
有
力
真
言
寺
院
か
ら
住
持
を
招
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
十
七
世
紀
初
頭
、
東
泉
院
住
持
職
は
、
久
能
寺
出
身
の
快
印
の
就
任
を
契
機

に
、
中
央
の
有
力
な
真
言
寺
院
出
身
の
僧
侶
が
就
任
す
る
役
職
へ
と
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
四
世
紀
に
活
動
し
た
頼
尊
が
、
東
泉
院
と
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
の
創
建
に
関
わ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
来
、
東
泉
院
・
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
は
と
も
に
村

山
修
験
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
江
戸
期
の
歴
史
的
展
開
を
比
較
す
る
と
、
東
泉
院
の
隆

盛
ぶ
り
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
要
因
は
複
数
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
一
因
と
し
て
東
泉
院
が
武
田
支
配
時
代
に
久
能
寺
の
末
寺
と
な
り
、
修
験
道
の
一
拠
点

か
ら
真
言
寺
院
へ
と
、
そ
の
性
格
が
転
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
武
田
支
配
時
代
の
約
十
四
年
間
は
、
東
泉
院
の
歴
史
全
体
の
な
か
で
は
僅
か
な
期

間
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
年
の
東
泉
院
の
展
開
を
方
向
づ
け
た
と
い
う
点
で
、
東
泉
院
の
歴

史
上
、
極
め
て
重
要
な
画
期
と
な
る
時
期
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(32)

村
山
興
法
寺
系
統

久
能
寺
系
統 頼

尊
（
多
門
坊
祖
）

久
能
寺
院
主
快
円

長
恵

頼
恵
（
雪
山
）

頼
弁

大
鏡
坊
頼
秀

妙
楽
坊

智
勝
坊
快
印

師
弟

親
子

親
子

別
当
職
売
却

※

文
字
囲
み
は
、
住
持
補
任
を
確
定
で
き
る
人
物
を
指
す
。

【
快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
（
別
当
）
の
変
遷
と
関
係
図
】

時期区分 名前 別称 活動年代（西暦） 出身地 備考

創建期
金 － － － 開闢の祖、実在？
妙行 － － 中華 実在？

鎌倉期
頼尊 － 1317 ～ 1319 カ 村山 富士山本宮浅間大社大宮司富士直時の従弟。 

村山三坊に所属・須津八幡宮別当多門坊の始祖。

今川支配期
長恵 先師東泉院長恵 － 村山カ 頼恵の師。
頼恵 雪山・大納言 1537 ～ 1571 村山 父親は村山大鏡坊頼秀。

（頼秀） － 1546 村山カ 別当代。頼恵の父大鏡坊頼秀と同一人物か否かは不明。

武田支配期
（快円） 久能寺院主 1570 ～ 1575 久能寺 今川方住持頼恵と並存。
妙楽坊 東泉院当住妙楽坊 久能寺

徳川支配期 頼恵 雪山・大納言 1582 ～ 1591 村山
豊臣支配期 頼弁 東泉院長仁・大納言 1591 ～ 1600 村山 頼恵の子。
江戸初期 快印 久能寺智勝坊 1600 ～ 1624 久能寺

※頼秀・快円は住持（別当）ではないが、史料から東泉院関係者として名前を確認できることから掲載。

　活動年代は史料上から確認できる年代。妙楽坊と徳川支配期の頼恵の間の空白期間は史料で確認できない時期である。

図１　快印以前の東泉院住持（別当）の

　　　変遷と関係図

表 1　快印以前の東泉院住持一覧
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月
二
十
八
日
ま
で
相
模
国
小
田
原
に
滞
在
し
、
翌
年
正
月
に
遠
江
国
浜
松
の
徳
川
家
康
の
も

と
へ
参
上
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
東
泉
院
」
と
は
、
同
史
料
上
に
今
川
氏
の
使
者
と
し

て
越
後
国
へ
赴
い
た
件
の
記
述
が
あ
り
、「
頼
恵
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
駿

河
国
の
戦
国
大
名
が
武
田
氏
か
ら
徳
川
氏
へ
と
交
替
し
た
の
を
契
機
に
、
頼
恵
は
徳
川
家
康

に
近
づ
き
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
は
東
泉
院
の
支
配
権
を
回
復
さ
せ
て
い
た
の
で

あ
る
。

（
５
）
頼
弁
＝
長
仁
・
大
納
言

　
「〔
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
以
前
〕
東
泉
院
由
緒
書
」
や
「
冨
士
五
社
惣
別
当
東
泉
院

代
々
住
持
帳
」
な
ど
の
近
世
住
持
帳
に
は
、
そ
の
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
頼
恵

が
息
子
の
「
大
納
言
」（
＝
頼
弁
）
に
住
持
職
を
譲
渡
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
後
世
の
伝
承
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
鵜
呑
み
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

一
方
で
、
同
時
代
史
料
上
で
の
頼
弁
の
初
見
は
、「〔
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）〕
閏
正

月
二
日
稲
葉
重
執
書
状
」
で
あ
る
（
27
）

。
当
書
状
で
は
、
頼
恵
が
上
洛
し
豊
臣
秀
吉
と
謁
見

し
、以
前
の
よ
う
に
五
社
浅
間
社
領
が
安
堵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
「
東
泉
院
長
仁
」

（
＝
頼
弁
）
に
伝
え
て
い
る
。
天
正
十
九
年
当
時
、
頼
弁
が
東
泉
院
住
持
と
し
て
豊
臣
政
権

か
ら
確
実
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
文
書
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
そ
の
前
年
の
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
が
小
田
原
征
伐
に
よ
っ
て
北
条
氏
が
降
伏
し
、
豊
臣
秀
吉
が
全
国

統
一
を
達
成
し
た
年
に
あ
た
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
頼
恵
は
下
方
五
社
領
と

息
子
頼
弁
の
東
泉
院
住
持
の
立
場
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
、
当
時
の
政
治
動
向
を
巧

み
に
つ
か
み
、
全
国
統
一
が
実
現
し
た
時
期
に
上
洛
し
、
豊
臣
秀
吉
と
の
謁
見
を
実
現
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
二
月
二
日
、
頼
弁
は
父
親
が
取
り
戻
し
た
「
東
泉

院
領
五
社
之
別
当
職
」（
＝
東
泉
院
住
持
職
）
を
久
能
寺
の
院
坊
の
一
つ
智
勝
坊
（
＝
快
印
）

に
「
八
木
（
＝
米
）
三
拾
壱
石
并
金
子
六
両
」
で
売
却
す
る
（
28
）

。
さ
ら
に
同
年
二
月
十
五

日
に
は
、
当
時
駿
河
国
を
支
配
し
て
い
た
豊
臣
系
大
名
中
村
一
氏
の
家
老
横
田
村
詮
か
ら
東

泉
院
領
百
九
十
石
の
支
配
を
安
堵
す
る
朱
印
状
が
智
勝
坊
宛
に
発
給
さ
れ
て
い
る
（
29
）

。
そ

れ
に
よ
り
、
武
田
支
配
時
代
の
妙
楽
坊
以
来
と
な
る
久
能
寺
出
身
の
東
泉
院
住
持
が
復
活
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
江
戸
期
か
ら
明
治
維
新
期
の
廃
寺
ま
で
、
駿
河
建
穂
寺
・
江
戸
神

田
橋
護
持
院
・
高
野
山
な
ど
の
有
力
な
真
言
寺
院
出
身
の
住
持
が
続
き
、
富
士
山
興
法
寺
か

ら
住
持
を
再
び
迎
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
　
～
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
～

　

本
稿
で
は
快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
四
世
紀
の
頼

尊
や
十
六
世
紀
の
長
恵
・
頼
恵
・
頼
弁
と
い
う
村
山
修
験
の
系
譜
を
ひ
く
僧
侶
に
よ
っ
て
住

持
職
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
一
方
で
武
田
氏
が
駿
河
を
支
配
し
て
い
た
一
時
期
に
は
、

久
能
寺
の
妙
楽
坊
が
住
持
で
あ
っ
た
が
、
近
世
住
持
帳
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
そ
の
変
遷
と
人
的
関
係
を
末
尾
に
ま
と
め
て
お
く
（
図
１
・
表
１
）。

　

十
六
世
紀
の
駿
河
国
で
は
戦
国
大
名
が
今
川
→
武
田
→
徳
川
→
豊
臣
と
推
移
す
る
が
、
そ

れ
に
応
じ
て
、
駿
河
国
内
の
寺
社
は
各
大
名
か
ら
寺
領
安
堵
や
諸
役
免
除
の
文
書
を
獲
得
す

る
必
要
が
あ
っ
た
（
30
）

。
東
泉
院
も
ま
た
例
外
で
は
な
く
、
戦
国
大
名
の
交
替
と
い
う
政
治

情
勢
の
変
化
の
影
響
を
受
け
て
、
住
持
の
交
替
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
東
泉
院
の
歴
史
に
お
け
る
武
田
支
配
時
代
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
私
見
を
述

べ
て
、
む
す
び
に
か
え
た
い
。

　

慶
長
五
年
、
頼
弁
は
東
泉
院
住
持
職
を
久
能
寺
智
勝
坊
の
快
印
に
売
却
す
る
。
こ
の
行
為

は
、
久
能
寺
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
東
泉
院
の
買
得
で
あ
り
、
久
能
寺
側
の
何
ら
か
の
思
惑
が

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
頼
弁
と
久
能
寺
に
所
属
す
る
快
印
の
間
で
東
泉
院
の
売

買
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
武
田
支
配
時
代
に
、
久
能
寺
妙
楽
坊
が

東
泉
院
住
持
を
務
め
た
先
例
を
意
識
し
た
う
え
で
の
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

久
能
寺
は
、
院
政
期
に
鳥
羽
天
皇
の
中
宮
待
賢
門
院
の
出
家
に
際
し
て
結
縁
書
写
さ
れ
た

法
華
経
十
九
巻
（
＝
「
国
宝
久
能
寺
経
」）
が
伝
わ
り
（
31
）

、
鎌
倉
期
に
は
京
都
東
福
寺
を

開
山
し
た
円
爾
を
輩
出
す
る
な
ど
、
十
二
世
紀
以
来
、
駿
河
国
内
で
も
屈
指
の
有
力
寺
院
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、東
泉
院
に
と
っ
て
、武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
久
能
寺
の
末
寺
と
な
っ

た
こ
と
は
、
十
七
世
紀
以
降
の
東
泉
院
の
歴
史
展
開
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
ぜ

(31)
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で
あ
る
。

②　
「
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
六
月
十
日
武
田
家
朱
印
状
」
（
22
）

　

こ
れ
は
、
武
田
家
が
東
泉
院
の
所
領
な
ど
を
安
堵
し
た
朱
印
状
で
、
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
十
二
月
に
武
田
・
北
条
の
間
で
同
盟
（
＝
「
甲
相
一
和
」）
が
結
ば
れ
、
駿
河

国
が
武
田
家
の
領
国
と
な
っ
た
の
を
機
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
宛
所
に
は
「
東

泉
院
当
住
妙
楽
坊
」
と
あ
る
。
ま
た
本
文
に
は
「
於
于
東
泉
院
者
、
可
為
久
能
寺
之
末
寺
之

旨
、
被
相
定
候
之
条
、
可
被
存
其
旨
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
東
泉
院
は
久

能
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
お
り
、
久
能
寺
の
院
坊
の
一
つ
妙
楽
坊
が
東
泉
院
住
持
を
兼
任
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

③　
「
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
二
月
二
十
一
日
武
田
勝
頼
判
物
」
（
23
）

　

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
亡
く
な
っ
た
武
田
信
玄
か
ら
家
督
を
継
い
だ
勝
頼
が
、
久
能

寺
妙
楽
坊
に
東
泉
院
領
を
安
堵
し
た
判
物
で
あ
る
。
本
文
に
「
駿
州
東
泉
院
并
寺
産
之
事
、

云
快
円
譲
、
云
先
印
判
之
文
、
被
拘
来
条
歴
然
之
間
、
於
自
今
以
後
も
弥
不
可
有
相
違
候
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
快
円
」
と
は
先
述
し
た
よ
う
に
久
能
寺
院
主
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
、
快
円
が
一
時
的
に
東
泉
院
住
持
を
兼
任
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
快
円
か

ら
妙
楽
坊
へ
と
久
能
寺
内
で
東
泉
院
住
持
職
が
譲
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
二
点
が
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
か
ら
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
二
年
間
に
、

東
泉
院
は
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
久
能
寺
の
末
寺
と
な
り
、
そ
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
久
能
寺
妙
楽
坊
が
東
泉
院
住
持
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

右
の
検
討
に
よ
っ
て
、
近
世
住
持
帳
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
武
田
支
配
時
代
の
東
泉
院

住
持
の
動
向
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
近
世
住
持
帳
で
は
当
該
期
の

記
述
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
を
探
る
た
め
、
続
い
て
武
田
氏
の
駿
河

侵
攻
後
の
頼
恵
の
動
向
を
検
討
し
て
み
た
い
。

（
４
）
武
田
支
配
時
代
の
頼
恵
の
動
向
と
そ
の
後

　

永
禄
十
一
年
の
武
田
氏
に
よ
る
駿
河
侵
攻
以
降
も
、
頼
恵
は
今
川
氏
に
従
属
し
て
い
た
。

先
述
の
よ
う
に
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
に
は
、
頼
恵
は
今
川
氏
真
の
使
者
と
し
て
活

動
し
て
い
た
。
さ
ら
に
今
川
氏
真
を
庇
護
し
て
い
た
北
条
氏
か
ら
も
、「
永
禄
十
二
年
十
一

月
十
三
日
北
条
氏
政
判
物
」
（
24
）

に
よ
っ
て
、
敵
で
あ
る
武
田
氏
に
通
じ
る
こ
と
の
な
い
頼

恵
の
今
川
氏
に
対
す
る
忠
信
を
賞
し
、
氏
真
が
没
落
す
る
以
前
と
同
様
に
東
泉
院
領
を
安
堵

す
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
頼
恵
は
そ
の
実
態
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と

も
今
川
氏
・
北
条
氏
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
た
文
書
の
上
で
は
、
武
田
氏
の
駿
河
侵
攻
後
も
一

貫
し
て
東
泉
院
住
持
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
前
田
利
久
氏
は
、
元
亀
二
年
に
駿
河
が
武
田
氏
の
領
国
と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、

今
川
方
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
大
宮
司
な
ど
が
更
迭
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
恵
も

東
泉
院
住
持
を
更
迭
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。
し
か
し
、
本
稿
で
は
後
述

す
る
よ
う
に
元
亀
二
年
以
降
も
頼
恵
が
活
動
し
て
お
り
、
の
ち
に
頼
恵
の
息
子
頼
弁
が
東
泉

院
住
持
と
な
っ
て
い
る
事
実
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
武
田
支
配

時
代
の
東
泉
院
に
は
、
従
来
の
村
山
修
験
の
系
譜
を
継
承
し
今
川
方
と
し
て
活
動
す
る
頼
恵

と
、
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
新
た
に
東
泉
院
と
本
末
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
久
能
寺

に
所
属
す
る
妙
楽
坊
の
二
つ
の
系
統
の
住
持
が
並
存
す
る
と
い
う
特
異
な
状
況
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
近
世
住
持
帳
と
現
存
す
る
中
世
文
書
の
内
容
に
違
い
が
生
じ
て

い
る
要
因
の
説
明
が
可
能
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
住
持
帳
に
、
武
田
支
配
時
代
の
武
田

方
の
住
持
快
円
・
妙
楽
坊
に
関
す
る
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
執
筆
者

が
武
田
支
配
時
代
も
含
め
て
頼
恵
を
正
統
な
住
持
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
快
円
・
妙
楽
坊
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
世
住
持

帳
は
、
東
泉
院
に
よ
っ
て
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
正
確
な
史
実
の
叙
述
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
に
武
田
氏
が
滅
亡
す
る
と
、
駿
河
国
は
徳
川
氏
の
領
国

と
な
り
、
そ
の
支
配
は
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
家
康
の
関
東
転
封
ま
で
続
く
。

当
該
期
に
お
け
る
東
泉
院
の
動
向
は
、
富
士
山
村
山
興
法
寺
辻
之
坊
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ

て
、葛
山
与
右
兵
衛
尉
と
東
泉
院
が
徳
川
家
康
の
も
と
で
相
論
し
た
際
に
提
出
さ
れ
た
「〔
天

正
十
三
年
〕
四
月
二
十
七
日
葛
山
与
右
兵
衛
尉
陳
状
案
」
（
26
）

か
ら
窺
え
る
。
そ
れ
よ
る

と
、「
東
泉
院
」
は
天
正
一
〇
年
の
春
に
は
駿
河
国
に
お
り
、
同
年
六
月
十
二
日
か
ら
十
二
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て
確
認
で
き
る
（
12
）

。

　

一
方
で
、
頼
秀
と
頼
恵
を
父
子
で
は
な
く
、
兄
弟
と
し
て
伝
え
る
史
料
も
存
在
す
る
。
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
「
葛
山
系
譜
」
で
は
、「
雪
山
」（
＝
頼
恵
）
を
頼
秀
の
弟
と
し

て
い
る
（
13
）

。
し
か
し
当
史
料
は
後
世
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
か

ら
（
14
）

、
頼
恵
と
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
中
世
文
書
と
比
べ
、
そ
の
内
容
の
信
憑
性
は
低
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
頼
秀
・
頼
恵
は
、
兄
弟
で
は
な
く
親
子
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

②　
「
富
士
山
大
縁
起
」
の
発
見
と
書
写

　

天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）、「
富
士
愛
鷹
両
山
惣
別
当
権
大
僧
都
頼
恵
」
は
「
別
当
代
頼

秀
」
と
と
も
に
東
泉
院
内
の
五
大
尊
の
宮
殿
で
縁
起
本
を
発
見
し
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

に
「
富
士
山
大
縁
起
」
と
し
て
書
写
し
て
い
る
（
15
）

。
な
お
「
別
当
代
頼
秀
」
に
つ
い
て
は

不
詳
で
あ
る
。

③　

今
川
氏
真
の
使
者
と
し
て
の
活
動

　
「
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
二
十
一
日
今
川
氏
真
判
物
」
（
16
）

に
よ
る
と
、
今
川

氏
真
は
使
者
と
し
て
越
後
国
へ
赴
い
た
こ
と
の
恩
賞
と
し
て
、「
東
泉
院
」
す
な
わ
ち
当
時

の
住
持
頼
恵
に
「（
村
山
）
辻
坊
分
葛
山
采
女
正
跡
職
一
円
」
と
「
室
六
道
之
関
」
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
川
氏
真
と
頼
恵
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
。

　

こ
の
判
物
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
永
禄
十
二
年
五
月
二
十
一
日
と
い
う
発
給
さ
れ
た
日
付

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
今
川
氏
真
は
、
そ
の
前
年
か
ら
武
田
晴
信
（
＝
信
玄
）
に
よ
っ
て
駿
府

を
攻
め
ら
れ
遠
江
懸
川
城
に
籠
城
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
徳
川
家
康
の
遠
江
侵
攻
を
受

け
て
、
翌
年
の
永
禄
十
二
年
五
月
六
日
に
は
懸
川
城
を
開
城
し
、
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
経
過
に
よ
っ
て
、
戦
国
大
名
と
し
て
の
今
川
氏
が
滅
亡

し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
月
六
日
か

ら
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
十
二
月
の
北
条
氏
政
と
武
田
晴
信
の
間
で
同
盟
（
＝
「
甲
相

一
和
」）
が
結
ば
れ
、
氏
真
が
北
条
氏
の
も
と
か
ら
放
逐
さ
れ
る
ま
で
の
約
二
年
間
、
氏
真

は
寺
社
や
家
臣
に
対
し
安
堵
や
所
領
宛
行
の
文
書
を
発
給
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
17
）

。
し
た

が
っ
て
こ
の
判
物
は
、
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護
下
に
入
っ
た
直
後
の
今
川
氏
と
東
泉
院
住
持

頼
恵
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
事
例
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

今
川
氏
真
は
、
永
禄
十
二
年
以
前
か
ら
武
田
対
策
と
し
て
武
田
氏
と
対
立
す
る
越
後
の
上

杉
謙
信
と
頻
繁
に
使
を
通
じ
て
交
流
し
て
い
た
（
18
）

。
そ
し
て
、
頼
恵
も
ま
た
使
者
と
し
て

今
川
氏
の
政
治
・
渉
外
活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
頼
恵
と
今
川
氏
の
結
び
つ
き
は
、
東
泉
院
が
駿
河
国
内
で
活
動
す
る
う
え
で
有

利
に
働
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
国
大
名
今
川
氏
の
領
国
支
配
が
安
定

し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
川
氏
真
が
北
条
氏
の
庇
護

下
に
入
っ
た
永
禄
十
二
年
五
月
を
境
に
、
頼
恵
の
東
泉
院
住
持
と
し
て
の
立
場
も
揺
ら
ぐ
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
３
）
久
能
寺
快
円
・
妙
楽
坊　

―
武
田
支
配
時
代
―

　
「
は
じ
め
」
に
で
述
べ
た
よ
う
に
東
泉
院
に
関
連
す
る
中
世
文
書
と
近
世
住
持
帳
の
内
容

を
比
較
す
る
と
、
近
世
住
持
帳
の
大
き
な
特
徴
が
判
明
す
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
近
世
住
持

帳
に
は
、
戦
国
大
名
武
田
氏
に
よ
る
駿
河
支
配
時
代
（
以
下
、「
武
田
支
配
時
代
」
と
表
記
）、

す
な
わ
ち
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
か
ら
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
三
月
ま
で

の
期
間
の
記
述
が
欠
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
19
）

。

　

武
田
支
配
時
代
の
東
泉
院
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

①　
「
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
一
月
二
十
八
日
武
田
晴
信
書
状
」
（
20
）

　

こ
の
な
か
で
、
当
時
駿
河
に
侵
攻
し
て
い
た
武
田
晴
信
は
、「
重
而
可
有
補
任
富
士
六
所

之
別
当
職
候
」
と
述
べ
て
、
東
泉
院
が
支
配
し
て
い
た
下
方
五
社
の
一
つ
富
知
六
所
浅
間
神

社
の
別
当
職
の
補
任
権
を
駿
河
国
久
能
山
の
久
能
寺
に
与
え
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の

宛
所
に
は
「
久
能
寺
几
下
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
九

月
十
日
に
発
給
さ
れ
た
久
能
寺
院
主
御
坊
宛
の
「
今
川
義
元
判
物
」
（
21
）

に
「
当
院
主
快
円
」

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
①
の
書
状
は
久
能
寺
院
主
快
円
に
宛
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
書
状
か
ら
判
明
す
る
の
は
富
知
六
所
浅
間
神
社
別
当
職
の
補
任
権
が
快
円
に

与
え
ら
れ
た
事
実
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
を
唯
一
の
根
拠
に
し
て
久
能
寺
快
円
が
東
泉
院
住
持

と
な
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
書
状
か
ら
確
実
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
永

禄
十
三
年
に
武
田
氏
の
介
入
に
よ
っ
て
、
東
泉
院
が
久
能
寺
の
影
響
下
に
入
っ
た
と
い
う
点

(29)
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で
は
、
こ
の
認
識
は
い
つ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
で
引
用
さ
れ
て

い
る
「
富
士
山
大
縁
起
」
は
、
東
泉
院
に
は
複
数
伝
来
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
古
い
の

が
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
十
一
月
に
「
富
士
愛
鷹
両
山
惣
別
当
権
大
僧
都
頼
恵
」
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
「
富
士
山
大
縁
起
」
で
あ
る
（
４
）

。
そ
こ
に
金

上
人
か
ら
妙
行
へ
の
相
伝

の
記
述
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
十
六
世
紀
後
半
に
は
既
に
東
泉
院
創
建
に
関
す
る
一
定
の
認

識
が
成
立
し
て
お
り
、
近
世
以
降
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

と
は
い
え
縁
起
資
料
の
性
格
上
、
そ
の
記
述
の
全
て
が
史
実
と
は
限
ら
な
い
し
、「
金

」・

「
妙
行
」
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い
（
５
）

。
し
か
し
東
泉
院
の
前
身
で
あ

る
浄
土
院
を
継
承
し
た
と
さ
れ
る
頼
尊
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
に
執
筆
さ
れ
た
地
誌
『
駿

河
国
新
風
土
記
』
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
６
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
頼
尊
が
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
の
大
宮
司
富
士
直
時
の
従
弟
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
保
年
間
（
一
三
一
七
～

一
九
）
に
活
動
し
た
村
山
三
坊
（
＝
村
山
修
験
の
拠
点
富
士
山
興
法
寺
を
管
理
す
る
大
鏡
坊
・

池
西
坊
・
辻
之
坊
の
総
称
）
に
所
属
す
る
山
伏
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
頼
尊
は
金

や
妙
行
と
は
異
な
り
、
実
在
し
た
可
能
性
が
高
い
人
物
と
い
え
そ
う
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
頼
尊
は
東
泉
院
の
関
係
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
市
中
里
に
あ
っ

た
須
津
八
幡
宮
別
当
多
門
坊
の
開
祖
と
し
て
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
四
世

紀
初
頭
に
、
村
山
三
坊
を
拠
点
と
す
る
山
伏
頼
尊
が
、
東
泉
院
や
多
門
坊
の
創
建
に
あ
た
っ

て
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二
　
十
六
世
紀
の
東
泉
院
住
持

　

十
四
世
紀
の
頼
尊
か
ら
十
六
世
紀
の
雪
山
こ
と
頼
恵
ま
で
の
約
二
百
年
間
の
東
泉
院
住
持

は
、
同
時
代
史
料
が
な
く
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
十
六
世
紀
の
頼
恵
前
後

の
代
か
ら
快
印
ま
で
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
は
、『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

古
文
書
①
』

掲
載
の
中
世
文
書
に
よ
っ
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
追
う
こ
と
が
で
き
る
（
７
）

。

（
１
）
長
恵

　
「
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
八
月
十
九
日
今
川
義
元
判
物
」
（
８
）

に
み
え
る
「
以
師（

マ
マ
）先

東

泉
院
長
恵
由
緒
、
五
社
別
当
職
所
宛
行
」
と
い
う
記
述
か
ら
「
東
泉
院
長
恵
」
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。
こ
の
判
物
は
、
頼
恵
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
「
大
納
言
」
宛
に
下
方
五

社
別
当
職
を
安
堵
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
頼
恵
と
長
恵
の
間
に
は
、「
長
恵
（
師
）

―
頼
恵
（
弟
子
）」
と
い
う
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両

者
の
名
前
に
共
通
し
て
「
恵
」
と
い
う
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し

長
恵
に
つ
い
て
判
明
す
る
の
は
、
頼
恵
の
師
で
あ
り
下
方
五
社
別
当
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
不
詳
で
あ
る
。

（
２
）
雪
山
＝
頼
恵
・
大
納
言

　

雪
山
こ
と
頼
恵
は
、「
東
泉
院
代
々
先
師
出
処
等
」
に
「
当
院
一
代
雪
山
当
国
村
山
之
人
」、

ま
た
「
中
古
以
来
代
々
霊
簿
」
（
９
）

に
は
「
中
興
大
納
言
入
道
雪
山
」
と
記
さ
れ
る
な
ど
、

近
世
の
東
泉
院
の
な
か
で
中
興
の
祖
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
出
自
と
活

動
を
関
連
史
料
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①　

出
自

　

Ａ
「
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
十
二
月
十
七
日
今
川
氏
真
朱
印
状
」
（
10
）

に
「
一
乱
前
後

為
荒
野
之
処
、
東
泉
院
父
大
鏡
坊
切
発
」
と
あ
り
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
起
き
た
河

東
一
乱
前
後
に
「
東
泉
院
父
大
鏡
坊
」
と
い
う
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

Ｂ
「
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
四
月
十
四
日
今
川
氏
真
判
物
」
（
11
）

に
は
、「
去
巳
年
増
分
、

可
為
如
父
頼
秀
時
事
」
や
「
親
子
無
二
忠
節
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
Ａ
・
Ｂ
の
記
述
を
総

合
す
る
と
、「
東
泉
院
父
大
鏡
坊
頼
秀
」
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
Ａ
・
Ｂ
の
宛
所
の
「
東
泉
院
」
と
は
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
「
富
士
山

大
縁
起
」
が
頼
恵
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
頼
恵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

い
え
る
。
す
る
と
、
大
鏡
坊
頼
秀
と
東
泉
院
住
持
頼
恵
の
関
係
は
、「
大
鏡
坊
頼
秀
（
父
）

―
頼
恵
（
子
）」
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。「
大
鏡
坊
」
と
は
富
士
山
興
法
寺
を
管
理
し
て

い
た
村
山
三
坊
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
山
三
坊
と
縁
の
深
い
頼
尊
・
頼
秀
・
頼
恵
、

さ
ら
に
後
述
す
る
頼
弁
の
四
名
が
東
泉
院
住
持
や
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
の
東
泉
院
が
村

山
修
験
の
拠
点
で
あ
る
富
士
山
興
法
寺
の
勢
力
下
に
あ
る
修
験
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め

(28)
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は
じ
め
に

　

富
士
市
教
育
委
員
会
は
、平
成
二
十
七
年
度
に
『
六
所
家
総
合
調
査
報
告
書　

古
文
書
②
』

（
以
下
、『
古
文
書
②
』
と
表
記
）
を
刊
行
し
た
。『
古
文
書
②
』
で
は
、
戦
国
期
の
雪
山
こ

と
頼
恵
か
ら
江
戸
末
期
の
蘂
雄
ま
で
の
東
泉
院
歴
代
住
持
二
十
一
名
の
経
歴
と
事
跡
を
ま
と

め
た
「
富
士
山
東
泉
院
歴
代
住
持
一
覧
表
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
は
、主
に
「
東

泉
院
代
々
先
師
出
処
等
」、「
東
泉
院
代
々
記
録
」、「
冨
士
五
社
惣
別
当
東
泉
院
代
々
住
持
帳
」

な
ど
の
近
世
に
作
成
さ
れ
た
住
持
帳
（
以
下
、
近
世
住
持
帳
と
総
称
）
を
参
照
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
（
１
）

。
こ
れ
ら
の
近
世
住
持
帳
は
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
「
東
泉
院
代
々
記
録
」
に
は
東
泉
院
住
持
光
盛
と
隠
居
圓
成
の
署
名
が
み
え
る
こ
と

か
ら
、
当
時
の
東
泉
院
に
よ
る
公
式
見
解
を
提
示
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
、
東
泉
院
に
関
連
す
る
中
世
文
書
や
近
世
の
由
緒
書
を
子
細
に
み
て
み
る
と
、
快
印
以
前
、

特
に
十
六
世
紀
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
が
近
世
住
持
帳
の
記
述
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に

気
づ
く
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
富
士
山
東
泉
院
歴
代
住
持
一
覧
表
」
の
補
論
と
し
て
、
快

印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
近
世
東
泉
院
の
公
式
見
解
と

は
異
な
る
十
六
世
紀
に
お
け
る
東
泉
院
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

な
お
、
東
泉
院
は
駿
河
国
富
士
郡
下
方
の
浅
間
五
社
（
富
知
六
所
浅
間
神
社
・
日
吉
浅
間

神
社
・
入
山
瀬
浅
間
神
社
・
今
宮
浅
間
神
社
・
滝
川
神
社
）
を
管
理
す
る
別
当
寺
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
東
泉
院
住
持
は
「
下
方
五
社
別
当
職
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
「
東
泉
院
住
持
＝
下
方
五
社
別
当
」
と
い
う
認
識
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
を
最

初
に
お
断
り
し
て
お
く
。

一
　
由
緒
書
に
み
る
東
泉
院
の
開
祖
と
頼
尊

　

ま
ず
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
に
記
さ
れ
て
い
る
東
泉
院
創
建
期
の
住
持
の
変
遷
を

み
て
み
た
い
。
以
下
に
史
料
を
掲
げ
る
。

Ａ
圓
成
・
光
盛
執
筆
「
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
東
泉
院
代
々
記
録
」
（
２
）

　

 （
前
略
）
当
寺
富
士
山
大
縁
起
云
、
般
若
山
南
脚
下
建
立
浄
土
院
、
奉
安
置
五
智
諸
尊
、

堂 

僧
新
山
五
社
惣
別
当
妙
行
ニ
此
文
相
伝
云
云
、

　

 

爾
者
富
士
山
縁
起
者
、
自
金　

上
人
妙
行
エ
相
伝
ス
ト
見
エ
タ
リ
、
当
寺
最
初
名
浄
土
院

歟
、
又
以
妙
行
為
開
基
歟
、
未
決
具
見
縁
起
矣
、

一 

当
寺
本
尊
五
大
尊
者
、
承
和
年
中
嵯
峨
天
皇
御
寄
附
云
云
、
富
士
・
愛
鷹
両
山
惣
別
当
代
々

相
伝
、
自
妙
行
頼
尊
大
僧
正
エ
相
伝
ス
ト
見
エ
タ
リ
、
具
縁
起
ニ
見
タ
リ
、（
以
下
略
）

Ｂ
「
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）〔
東
泉
院
由
緒
書
〕」
（
３
）

　

富
士
山
東
泉
院
興
法
寺
ハ
者
、
最
初
号
ス
二

浄
土
院
ト
一

也
、
開
闢
ノ
之
祖
ハ
者
、
金　

上
人
ナ
リ
也
、
相
続
テ
ノ
妙
行
ハ
従
リ
二

中
華
一

来
朝
ノ
之
僧
ナ
リ
也
、
属
二

席
ヲ
於
頼
尊

ニ
一

、
而

復
タ
帰
ル
ト
二

中
華
ニ
一

云
云
（
以
下
略
）

　　

右
の
史
料
に
は
、
東
泉
院
が
当
初
「
浄
土
院
」
と
い
う
寺
号
で
「
金

上
人
」
に
よ
っ
て

創
建
さ
れ
、
そ
の
後
、
金

か
ら
中
国
大
陸
出
身
の
「
妙
行
」、
さ
ら
に
「
頼
尊
」
へ
と
相

伝
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
近
世
の
由
緒
書
の
な
か
で
は
「
金

→
妙

行
→
頼
尊
」
と
い
う
開
祖
か
ら
三
代
ま
で
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
の
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

(27)

山
本 

倫
弘
　

快
印
以
前
の
東
泉
院
住
持
の
変
遷
　
―
武
田
氏
の
駿
河
支
配
の
影
響
―
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堀
尾
光
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
村
巌
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
□
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
郁
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
井
小
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
当
純
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
留
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
□
□

昭
和
拾
七
年
七
月
二
十
四
日
参
詣　
　
　
【
一
四
四
】

　
　
　
　
　
　
　

計
二
十
一
名

下
向
日
待
当
番　
　
　
　
　
　
　

小
田　

直
（
イ
組
）

（
七
月
廾
九
日
）

〃　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
郎
（
ロ
組
）

定
式
祭
礼
宿
本
当
番　
　
　
　
　
　

大
西
善
郎
（
イ
）

（
昭
和
十
八
年
四
月
二
日
）

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
甚
一
（
ロ
）

（
両
名
共
十
九
年
）　

杉
浦
清
也
（
イ
）
大
西
守
（
ロ
）

昭
和
二
十
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
欽
一
（
イ
）

四
月
二
日
宿
本
二
軒　
　
　
　
　
　

別
當　

博
（
ロ
）

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日　
　
　
　

小
田
保
一
（
イ
）

宿
本
二
軒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
徳
三
（
ロ
）

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
宿
本
岩
田
一
夫
宅
ト
共
ニ　

正
木
俊
一
（
ロ
）

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
宿
本
植
村
誠
一
宅
ト
共
ニ　

川
口
忠
良
（
ロ
）

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
宿
本
正
木
俊
一
宅
ト
共
ニ　

岩
田
一
夫
（
イ
）

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
宿
本
川
口
忠
良
宅
ト
共
ニ　

植
村
誠
一
（
イ
）

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
宿
本
山
本
勝
三
宅
ト
共
ニ　

中
村
官
一
（
ロ
）

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
宿
本
岩
田
元
男
宅
ト
共
ニ　

柳
生
勝
敏
（
ロ
）

昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
宿
本
中
村
官
市
宅
ト
共
ニ　

山
本
勝
三
（
イ
）

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
宿
本
柳
生
勝
敏
宅
ト
共
ニ　

岩
田
元
夫
（
イ
）

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
宿
本
川
口
一
弥
宅
ト
共
ニ　

岩
田
道
夫
（
ロ
）

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
宿
本
一
軒　

大
西
政
千
代

（
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
倫
三

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
宿
本
岩
田
道
夫
宅
ト
共
ニ　

川
口
一
彌
（
イ
）

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
四
五
】

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
裏
表
紙
】

　
　

(26)
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橋
本
初
太
郎

明
治
三
十
七
年
五
月
廾
八
日
退
社　
　
　

岡
村
藤
次
郎

明
治
三
十
七
年
五
月
廾
八
日
退
社　
　
　

岩
田
市
太
郎

明
治
卅
一
年
下
向
日
待
当
番
済　
　
　
　
　

大
西
政
楠

卅
一
年
五
月
十
一
日
参
詣

明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
八
日
宿
本　

川
面
権
右
衛
門

同
日
限
退
社

同
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
次
郎

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
七
】

　

明
治
卅
九
年
四
月
二
日
退
社　
　
　

別
当
庄
右
衛
門

　

明
治
卅
九
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

上
村
楠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

退
社　
　
　
　

上
村
源
四
郎

　

明
治
四
十
年
度
退
社　
　
　
　
　
　
　

岩
田
市
二
郎

　
　
　
　
　
　
　

退
社　
　
　
　
　
　
　

小
田
英
二
郎

　

明
治
四
十
一
年
度
退
社　
　
　
　
　
　
　

大
西
政
之

　
　
　
　
　
　
　
　

退
社　
　
　
　
　
　

小
田
楠
太
郎

　

明
治
四
拾
貳
年
度
退
社　
　
　
　
　
　

小
田
直
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

退
社　
　
　
　
　
　

大
西
善
兵
衛

　

明
治
三
十
四
年
下
向
日
待
番
済
退
社　

川
口
彦
兵
衛

　

仝
年
五
月
十
二
日
参
詣　
　
　
　
　
　

千
田
與
一
郎

　
　
　

　

明
治
四
十
二
年
四
月
二
日
退
社

　

明
治
四
十
三
年
四
月
二
日
退
社　
　
　

正
木
柾
治
郎

　

明
治
四
拾
四
年
四
月
二
日
退
社　
　
　

川
口
市
三
郎

　

三
十
八
年
三
月
死
亡　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
宮
市

　

明
治
四
拾
四
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

吉
田
九
一

　

明
治
四
拾
五
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

川
面
燿
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

退
社　
　
　
　

上
村
□
之

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
八
】

　

大
正
弐
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

小
田
楠
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

西
井
長
平

　

明
治
参
拾
九
年
六
月
八
日
参
詣

　

仝
年
六
月
廾
貳
日

　

下
向
日
待
當
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
村
酉
松

　

死
亡
退
社
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
政
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

宇
治
山
田
市
へ
轉
籍　

間
宮
喜
三
郎

　

大
正
三
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

岡
村
藤
三
郎

　

滋
賀
縣
移
籍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
□
三

　

大
正
三
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

杉
浦
清
一
郎

　

大
正
四
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　
　

小
田
吉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

村
田
松
太
郎

　

大
正
五
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

別
當
庄
次
兵
衛

　

死
亡
退
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
右
衛
門

　

大
正
五
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

橋
本
勝
治
朗

　

大
正
六
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

川
口
甚
太
郎

　

大
正
六
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　
　

川
口
利
市

　

死
亡
退
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
與
太
郎

　
　

大
正
七
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　
　

別
当
與
十

以
上

　

明
治
四
拾
参
年
参
詣　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
九
】

　
　

下
向
日
待
当
番　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
□
八

　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
清
右
衛
門

　
　

北
海
道
移
住
死
亡　
　
　
　
　
　
　

山
本
楠
平　

　
　

大
正
七
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

正
木
楠
三　

　　
　

北
海
道
移
住　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
村
西
一

　
　
　
　
　

死
亡　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
四
郎

　
　

大
正
八
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

中
村
庄
一

　
　
　
　
　
　

北
海
道
移
住　
　
　
　
　

大
西
政
五
郎

　
　

大
正
八
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

大
西
善
七

　
　

大
正
九
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

中
村
辻
楠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

大
西
政
一　

　
　

大
阪
移
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
安
太
郎

　
　

大
正
十
年
四
月
二
日
退
社　
　
　
　

堀
尾
兵
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　

小
田
甚
一

大
正
元
年
参
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
四
〇
】

　

下
向
日
待
当
番　
　
　

岩
田
市
四
郎

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　

小
田
保
太
郎

　
　

北
海
道
移
住　
　
　

小
田
久
光

　
　
　

大
阪
□
留　
　
　

大
西
善
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
文
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
當
與
七

　
　

北
海
道
移
住　
　
　

小
田
甚
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
楠
之
助

　
　
　

死
亡
退
社　
　
　

正
木
楠
之
助

　
　

北
海
道
移
住　
　
　

大
西
義
平

大
正
六
年
参
詣

　

下
向
日
待
当
番　
　
　

澤
村
楠
二

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　

川
口
楠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
村
房
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
楠
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
嘉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
虎
一

大
正
九
年
参
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
四
一
】

　

下
向
日
待
當
番　
　
　
　
　
　

西
井
喜
美
夫

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

川
口
利
良

　
　
　

在
北
海
道　
　
　
　
　
　

正
木
楠
蔵

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
雄

　

大
正
十
五
年
四
月
二
日
退
社　

大
西
政
信

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

西
井
祐
吉

　

昭
和
二
年
四
月
二
日
退
社　
　

大
西
善
密

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

小
田
喜
代
三

　

昭
和
参
年
四
月
弐
日
退
社　
　

岩
田
茂
一

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

小
田
秘
蔵

　

昭
和
四
年
四
月
二
日
退
社　
　

中
村
寛
也

　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　

岩
田
謙
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
稔

　
　
　

在
北
海
道　
　
　
　
　
　

植
村
貞
雄

大
正
十
四
年
七
月
二
十
一
日
参
詣　
　
　
【
一
四
二
】

　

下
向
日
待
当
番　
　
　
　
　
　

中
村
清
三
郎

　
　
　
　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
梅
太
郎

　

昭
和
五
年
四
月
二
日
退
社　
　

小
田
楠
雄

　
　
　
　

横
輪　
　
　
　
　
　
　

西
山
吉
二
郎

　

昭
和
六
年
四
月
弐
日
退
社　
　

川
口
勇
夫

　

昭
和
六
年
四
月
弐
日
退
社　
　

別
當
正
夫

　

昭
和
七
年
四
月
弐
日
退
社　
　

大
西
庫
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
楠
行

　

昭
和
七
年
四
月
弐
日
退
社　
　

川
口
正
彦

　

昭
和
八
年
四
月
二
日
退
社　
　

川
口
弥
一

　

昭
和
五
年
四
月
二
日
退
社　
　

中
島
一
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
一
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
當
喜
志
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
志

　

昭
和
八
年
四
月
二
日
退
社　
　

川
面
権
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
又
司

昭
和
七
年
七
月
廿
四
日
参
詣　
　
　
　
　
【
一
四
三
】

　

下
向
日
待
当
番　
　
　

西
井
幸
之
助

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　

西
井
隆
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衣
ヲ
着
シ
後
外
道
迄
見

　
　

送
ノ
事

二
、
山
差
ノ
三
日
前
ヨ
リ
垢
離

　
　

ヲ
取
リ
山
差
ノ
日
ニ
白
衣
ヲ
着
ケ
当
番
ノ

　
　

家
へ
早
朝
集
マ
リ
夫
ヨ
リ

　
　

先
達
ノ
家
へ
行
事

　
　

但
シ
初
日
ニ
ハ
未
明
竹
垢
離
ヲ

　
　

ト
ル
事

三
、
皈
宅
ノ
日
ニ
ハ
古
山
一
同
頭
垢
離

　
　

ヲ
ナ
シ
当
番
ノ
家
へ
集
リ
御

　
　

酒
ヲ
ナ
シ
木
谷
峠
迄
勤
迎
ニ

　
　

酒
ヲ
持
チ
テ
至
リ
内
翌
年
ノ
当

　
　

番
ノ
者
二
人
貝
太
鼓
ヲ
持
チ
テ　
　
【
一
二
八
】

　
　

泉
区
迄
出
迎
ノ
事

四　

皈
宅
ノ
日
ニ
ハ
新
山
古
山
共
直
ニ

　
　

浅
間
山
へ
詣
デ
御
勉
ヲ
ナ
シ

　
　

跳
リ
ヲ
済
シ
下
向
シ
楠
宮
へ

　
　

参
リ
産
神
へ
詣
リ
鳥
居

　
　

ノ
前
ニ
テ
新
山
計
リ
跳
ル
事

　
　

此
日
新
山
ノ
内
ヨ
リ
相
当
ナ
ル
者
ヲ

　
　

撰
シ
浅
間
山
ヨ
リ
御
寺
へ
皈
宅
ノ

　
　

挨
拶
ヲ
ナ
ス
事

五　

其
翌
々
日
ヨ
リ
三
日
間
垢

　
　

離
ヲ
ナ
シ
五
月
晦
日
ノ
通

　
　

リ
ニ
ナ
ス
ベ
シ

　
　

但
シ
初
日
ニ
ハ
未
明
升
垢

　
　

離
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

　
　

右
ノ
通
リ
新
山
へ

　
　

言
ヒ
渡
ス
ベ
シ

　
　

旧
列
儀
定

　

一　

冨
士
山
ニ
参
詣
シ
節
御
下
向

　
　
　

之
節
ハ
古
山
ゟ
御
酒
代
割
合

　
　
　

□
向
致
べ
し　

　

一　

下
向
日
待
之
儀
定

　

一　

下
向
日
待
之
御
酒
代
ハ
古
山
ニ

　
　
　

漸
ク
□
□
□
以
上

　

右
之
箇
条
社
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
九
】

　

タ
ル
者
堅
ク
相

　

守
ル
ベ
キ
事

　

當
番　

橋
本
楠
治
郎

　
　
　
　

鈴
木
楠
太
郎

　

起
之

　

但
シ
酒
代
□
□
之
儀
ハ

　

當
番
ヲ
除
ク
ト
ス

　

追
加
條
令

　
　

山
差
ノ
跳
リ
初
メ
ハ
先

　
　

達
ヲ
問
ハ
ズ
其
ノ
年
下

　
　

向
日
待
ヲ
為
ス
モ
ノ
ヨ
リ

　
　

門
順
ニ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス　
　
　

　
　
　
　
　

中
村
関
之?

　
　
　
　
　

小
田
久
治
郎

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
〇
】

當
講
社
江
献
贈
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
一
】

明
治
廾
九
年
五
月
十
五
日
寄
献
ス

一　

什
具
函
一
個
小
田
麦
一

　
　
　
　

但
シ
蓋
附

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
二
】

　

冨
士
講
社
署
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

   【
一
三
三
】

　

新
入
者
ハ
其
都
度
餘
白
ヲ
遂
テ

　

署
名
シ
現
在
講
社
員
ハ
宿
本
當
番
ヲ

　

終
リ
タ
ル
時
其
退
社
ノ
年
次
ヲ
本
人
姓
名

　

ノ
上
ニ
記
入
ス
ベ
シ

　

但
シ
家
計
上
ノ
都
合
其
他
ノ
事
故

　

ニ
ヨ
リ
退
社
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
者
ハ
其

　

事
由
及
年
月
日
ヲ
本
人
ノ
姓
名
ノ
上
ニ

　

記
入
致
置
ベ
シ

　

明
治
廾
八
年
現
在
講
社
人
名

　

明
治
廾
八
年
五
月
十
六
日
退
社　
　
　
　

西
井
楠
平

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
典
之
助

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
楠
蔵

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
安
吉

　

明
治
廾
一
年
下
向
日
待
宿
本

　

當
番
済
仝
廾
八
年
五
月　
　
　
　
　
　
　

川
口
勇
蔵

　

十
六
日
退
社
ス　

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
一

　

明
治
廾
九
年
六
月
一
日　
　
　
　
　
　

川
面
楠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

退
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
一
三
四
】

　

明
治
二
十
九
年
六
月
一
日
退
社　
　
　

大
西
善
三
郎

　

仝
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
楠
吉

　

仝
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
松

　

明
治
三
拾
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　
　

植
村
源
七

　

仝
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
楠
吉

　

仝
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
井
喜
十
郎

　

明
治
廾
五
年
下
向
日
待
宿
本
当
番
済　

大
西
文
太
郎

　

明
治
三
拾
年
六
月
一
日
退
社　

　

明
治
三
拾
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　
　

大
西
楠
吉

　

明
治
卅
一
年
五
月
二
十
八
日
退
社　
　

橋
本
文
次
郎

　

明
治
卅
二
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　
　

正
木
楠
吉

　

明
治
卅
二
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　

川
面
楠
次
郎

　

明
治
卅
一
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　

鈴
木
楠
太
郎

　

明
治
卅
二
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　
　

小
田
義
作

　

明
治
卅
二
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　
　

小
田
彦
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
一
三
五
】

　

明
治
卅
二
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　

大
西
善
之
助

　

明
治
参
拾
参
年
六
月
一
日
退
社　
　
　

澤
村
清
太
郎

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
楠
太
郎

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木
庄
造

　

明
治
廾
九
年
六
月
死
亡
時
退
社　
　
　

小
田
謇
三
郎

　

明
治
廾
八
年
下
向
日
待
宿
本
当
番
済　
　

大
西
文
一

　

仝
三
十
三
年
六
月
一
日
退
社

　

仝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
楠
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
重
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田
楠
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
久
次
郎

　

明
治
卅
年
十
二
月
死
亡　
　
　
　
　
　
　

正
木
庄
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
之

　

明
治
卅
参
年
六
月
一
日
退
社　
　
　
　

山
本
與
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
井
楠
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
三
六
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾
楠
太
郎

明
治
廾
八
年
十
一
月
死
亡
ニ
付
退
社　
　
　

岡
村
楠
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
年
退
社　
　
　

正
木
楠
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
年
退
社　
　
　

西
井
徳
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
年
退
社　
　

小
田
英
太
郎

明
治
三
十
三
年
五
月
死
亡
ニ
付
退
社　
　
　

澤
村
清
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
新
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
松
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一
、
前
年
度
ノ
集
米
ハ
之
ヲ
賣
拂

　
　

ヒ
其
代
金
ヲ
以
テ
出
征
軍
人

　
　

へ
餞
別
ト
ス

右
節
約
ノ
主
旨

當
時
日
露
断
交
ノ
結
果

遂
ニ
干
戈
ニ
訴
フ
ル
ノ
止
ム
ヲ　
　
　
　
【
一
一
九
】

得
ザ
ル
至
リ
タ
レ
バ
當
區
總

會
ニ
於
テ
ハ
冗
費
ヲ
節
シ
國
債
ニ

應
ゼ
ン
ガ
為
メ
諸
種
ノ
會
食
ヲ

全
廃
ス
ル
ノ
規
定
成
立
セ
リ
本
社

モ
又
滋
ニ
見
ル
ア
リ
テ
右
等
ノ
更
正

ヲ
行
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　
　
　

宿
本
當
番　

岩
田
市
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村
藤
次
郎

明
治
三
十
七
年
五
月
廿
八
日
訂
正
追
加

一
、
明
治
三
十
七
年
一
月
十
三
日
定
約
シ
タ
ル

　
　

二
十
八
日
ニ
於
ケ
ル
各
自
五
合
宛
持
チ

　
　

寄
リ
ノ
件
ヲ
各
自
六
合
持
チ

　
　

寄
リ
昼
飯
晩
餐
ノ
二
回
ニ
訂

　
　

正
ス
但
シ
其
他
ノ
費
用
ハ
最
モ

　
　

節
約
ヲ
ト
シ
テ
宿
本
ノ
負
擔

　
　

タ
ル
ベ
シ
（
昼
飯
雑ゴ

モ
ク飯

晩
飯
白
飯
味

　
　

噌
汁
鱠
）
平
ハ
無
シ

一
、
御
幤
料
ヲ
以
テ
社
殿
造

　
　

榮
費
ト
シ
テ
積
立
フ
ル
ベ
シ

一
、
御
酒
代
ハ
各
自
分
擔
ス
ル
ベ
シ

一
、
積
立
金
管
理
者
ハ
講
社
長

ノ
責
任
ト
シ
テ
毎
年
後
任　
　
　
　
　
　
【
一
二
〇
】

者
へ
譲
リ
渡
ス
ベ
シ

　

右
協
定
ス

　
　
　

宿
本　

岩
田
市
太
郎

　
　
　
　
　
　

岡
部
藤
次
郎

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
一
】

（
白
紙
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
二
】

明
治
卅
一
年
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
三
】

三
十
日

　

冨
士
講
社

　
　

掟
箇
條
覺

第
一
條　

四
月
晦
日
ニ
ハ
必
ズ

山
飾
ヲ
ナ
ス
事

　

飾
方　

御
幤
竹
五
本
女
竹

　

六
本　

内
女
竹
ヨ
リ
御
幤
竹
ヲ

　
　
　
　

長
ク
ス
ベ
シ

第
二
條　

五
月
一
日
ニ
ハ
未

明
ニ
必
ズ
竹
垢
離
ヲ
取

ル
事

第
参
条　

五
月
十
五
日
ニ
ハ

古
山
共
未
明
ニ
竹
垢

離
ヲ
取
リ
八
時
ヨ
リ
宿

本
へ
集
マ
ル
事　

但
使
さ
シ

第
四
条　

五
月
廿
四
日
ニ
ハ

例
ノ
通
リ
未
明
ニ
竹

垢
離
ヲ
取
リ
其
日
ヨ
リ

廾
八
日
迄
ハ
一
層
品
行　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
四
】

ヲ
方
正
シ
一
切
肥
料

等
ノ
荷
擔
ヲ
厳
禁
ス

但
シ
石
灰
干
鰯
ヲ
モ
禁
ズ

第
五
条　

五
月
廾
八
日
ニ
ハ

八
時
ノ
使
ヲ
待
チ
テ
至

急
宿
本
へ
集
ル
事

但
シ
携
帯
品
ヲ
禁
ズ

第
六
條　

五
月
晦
日
ニ
ハ

仝
ジ
ク
八
時
ノ
使
ニ
次
イ
デ

宿
本
へ
集
ル
事

但
午
後
六
時
山
揚
ゲ
ヲ

ナ
ス
事

第
七
條　

山
揚
済
次
第

御
勉
メ
ヲ
ナ
シ
又
夜
半
ニ
モ

御
勉
ヲ
ナ
シ
御
影
ヲ
収
メ
夜
食
ナ
シ

社
長
ノ
品
行
ノ
言
渡
ヲ

受
ケ
浄
々
ナ
ル
寐
室
へ

皈
ル
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
五
】

第
八
条

　
　

行
状
ノ
事

第
一
項

　

荷
棒
干
物
竿
潜
ル
事
ヲ

　

禁
ズ

　

珠
々
ヲ
掛
ケ
テ
小
便
ヲ
ナ
ス
事
勿
レ

　

街
道
ヲ
跣
足
ニ
テ
歩
行
ス
ル
勿
レ

　

但
田
道
畔
道
等
ハ
此
限
リ
ニ
ア
ラ
ズ

　

裸
体
ニ
テ
棒
ヲ
荷
ヒ
又
ハ
垢
離

　

ヲ
取
リ
ニ
行
ク
事
勿
レ

　

行
中
ハ
浴
ス
ル
事
一
切
禁
ズ

　

又
理
髪
ス
ル
事
勿
レ　

但
シ
人
ノ
ヲ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ

　

爪
モ
切
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　

肩
モ
組
ム
ベ
カ
ラ
ズ

　

敷
筵
ハ
必
ズ
浄
々
ナ
ル
モ
用

　

ユ
ベ
シ

　

行
中
ニ
他
行
ヲ
ナ
ス
時
ハ

　

代
人
ヲ
立
ツ
ベ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
六
】

　
　

但
シ
三
度
ヲ
一
度
ニ
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

寐
ル
ニ
ハ
□
度
垢
離
手
拭
ヲ
敷

　
　

キ
テ
頭
ヲ
置
ク
ベ
シ

　
　

履
物
ハ
漫
リ
ニ
女
子
ノ
物
ヲ

　
　

穿
ツ
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

他
行
ス
ル
ト
キ
又
ハ
夜
中
他
出

　
　

ス
ル
ト
キ
ニ
モ
珠
々
ヲ
掛
ケ
テ

　
　

出
ズ
ベ
シ

　
　

御
幤
竹
ハ
末
止
十
年
子
瘤

　
　

竹
一
年
子
等
ヲ
用
フ
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

御
幤
ハ
必
ズ
切
リ
ハ
ヤ
ス
損
シ
ヲ

　
　

成
ス
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

但
シ
御
幤
ヲ
断
ツ
ハ
ヤ
ス
中
ハ
一
同

　
　

静
粛
ニ
ス
ベ
シ

　
　

又
幤
断
ハ
ヤ
ス
人
ハ
妻
ノ
懐
胎
月
経

　
　

シ
タ
ル
夫
ハ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
又
重

　
　

子
テ
二
度
断
ツ
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

御
幤
竹
ハ
三
枝
残
シ
末
二
枝

　
　

ヲ
払
ヒ
束
ヲ
切
リ
括
ツ
ル
ベ
シ

　

道
々
哥
ヲ
歌
フ
ベ
カ
ラ
ズ　
　
　
　
　
【
一
二
七
】

　

廾
八
日
ニ
ハ
一
切
日
傘
ヲ
禁
ズ

　

又
頬
冠
ヲ
モ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ

　

晦
日
ニ
モ
右
ノ
如
シ

冨
士
参
詣
ニ
付
古
山

送
迎
掟
覺

一
、
参
詣
ニ
付
発
足
ス
ル
日
ハ
當
番

　
　

ノ
物
当
日
頭
垢
離
ヲ
ナ
シ
白
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ビ
ー
ル　

三　
　
　
　

二
二
五
〇
円

消
費
税　
　
　
　
　
　

二
三
二
八
円

女
中
寸
志　
　
　
　
　

三
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　
　

五
参
六
七
八
円

残
存
会
員
名

植
村
和
則　
　
　

堀
尾
兵
蔵

川
口
栄
紀　
　
　

植
村
房
宏

小
田
幸
志　
　
　

大
西
善
吾

堀
尾
泰
功　
　
　

大
西
大
善

　
　

積
立
外　

川
口
利
幸　
　
　

川
面
巌

別
当
幸
生　
　
　

大
西
永
晃

川
口
潮
（
積
立
貯
金
外
）

第
参
拾
回
富
士
講
定
例　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
三
】

　

祭
礼

平
成
拾
八
年
二
月
二
十
六
日

現
在
の
会
員

別
当
幸
生　
　
　

植
村
房
宏

大
西
大
善　
　
　

小
田
幸
志

川
口
栄
紀　
　
　

川
口
利
幸

大
西
善
吾　
　
　

堀
尾
兵
蔵

川
面
巌　
　
　
　

植
村
和
則

本
年
の
参
加
者

植
村
房
広　
　
　

大
西
大
善

小
田
幸
志　
　
　

川
口
栄
紀

川
口
利
幸　
　
　

大
西
善
吾

堀
尾
兵
蔵　
　
　

大
西
永
晃

午
後
五
時
半
楠
の
宮
参
拝

六
時
よ
り
浜
島
松
阪
屋
に
て

宴
会
懇
親
会

宴
会
費　
　
　
　

六
八
八
八
〇
円

楠
の
宮
玉
串
料　

一
〇
〇
〇
〇
円

女
中
寸
志　
　
　
　

参
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　

八
一
八
八
〇
円

清
酒
一
本
寄
付

　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵

第
参
拾
一
回
富
士
講　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
四
】

　

定
例
祭
礼
（
日
待
）

平
成
十
九
年
二
月
二
十
五
日

　

当
番
宿
本

　

大
西
大
善　
　

小
田
幸
志

現
在
の
会
員

　

大
西
大
善　
　

小
田
幸
志

　

植
村
房
広　
　

川
口
栄
紀

　

川
面
巌　
　
　

川
口
利
幸

　

植
村
和
則　
　

堀
尾
兵
蔵

本
年
の
出
席
者　

大
西
永
晃

　

川
口
栄
紀　
　

小
田
幸
志

　

川
口
利
幸　
　

植
村
房
広

　

大
西
大
善　
　

川
面
巌

　

堀
尾
兵
蔵　
　

川
口
潮

　

小
田
多
美
子　

川
口
あ
け
み

　

大
西
美
恵
子　

川
面
千
蔵

午
後
五
時
参
〇
分

楠
の
宮
参
拝
六
時
よ
り

浜
島
石
亭
に
於
て

　

日
待
宴
会

宴
会
（
懇
親
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
一
一
五
】

経
費

宴
会　
　
　
　
　

九
万
七
千
三
〇
〇
円
也

楠
の
宮
玉
串
料　

一
万
円

会
計　
　

拾
万
七
千
参
百
円

精
酒
各
一
本
寄
付

　

大
西
永
晃　
　

大
西
大
善

平
成
二
十
年
の
宿
本
当
番

川
口
栄
紀　
　

植
村
房
廣

第
参
〇
二
回
富
士
講　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
六
】

定
例
祭
礼　

日
待

平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日

当
番
宿
本　
　

川
口
栄
紀

　
　
　
　
　
　

植
村
房
廣

現
在
の
会
員

大
西
大
善　

小
田
幸
志　

植
村
房
広

川
口
栄
紀　

川
面
巌　

川
口
利
幸

植
村
和
則　

堀
尾
兵
蔵

川
口
潮
（
鳥
羽
在
住
積
立
預
金
加
入
外
）

本
年
の
参
加
者

男
九
名　

女
四
名　

計
十
三
名

二
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り

浜
島
石
亭
に
て
日
待
宴
会

金
一
〇
六
五
五
〇
円　

石
亭
払

二
十
一
年
当
番　

堀
尾
兵
蔵

植
村
和
則

明
治
三
拾
六
年
四
月
二
十
九
日　
　
　
　
【
一
一
七
】

日
改
更

第
一
條　

新
山
ノ
者
ハ
三
ヶ
年
間

　
　
　
　

毎
年
五
月
十
四
ニ
必
ズ
山

　
　
　
　

飾
ヲ
ナ
ス
事

第
二
條　

五
月
十
五
日
ニ
ハ
右
新
山

　
　
　
　

ノ
者
未
明
ニ
必
ズ
□
垢
離

　
　
　
　

ヲ
ナ
ス
事

第
三
條　

五
月
十
八
日
ニ
ハ
古
山
新

　
　
　
　

山
合
シ
未
明
ニ
□
垢

　
　
　
　

離
ヲ
取
リ
午
前
八
時
ヨ
リ

　
　
　
　

宿
本
ヘ
集
ル
事

　
　
　
（
本
日
ヲ
以
テ
總
垢
離
ト
曰
ト
ス
）

第
四
條　

五
月
二
十
八
日
ニ
ハ
午
前
八

　
　
　
　

時
ノ
使
ヲ
受
ケ
直
ニ
宿
本

　
　
　
　

ヘ
集
ル
事

第
五
條　

五
月
晦
日
ニ
ハ
同
ジ
ク

　
　
　
　

午
前
八
時
ノ
使
ヲ
受
ケ
直　
　
　

※
五
條
は
墨
消
し
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　

ニ
宿
本
ヘ
集
リ
午
後
六

　
　
　
　

時
ニ
ハ
山
揚
ヲ
ナ
ス
事

第
六
條　

同
日
山
揚
済
次
第
宿

　
　
　
　

本
へ
挨
拶
ヲ
ナ
シ
除
々
帰

　
　
　
　

宅
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

従
来
ノ
数
珠
ハ
二
ツ
共
廃
止
ノ

　
　
　
　

事

　
　

但
シ
山
飾
ハ
一
人
毎
ニ
御
幤
竹　

   　
【
一
一
八
】

　
　

二
本
ヲ
立
テ
上
ハ
注
連
縄
ニ
テ

　
　

□
リ
下
ハ
女
竹
ニ
テ
横
ニ
結
ビ

　
　

褌
ヲ
掛
ク
ル
ニ
□
ナ
ル
様
ニ
ナ
ス

　
　

モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　
　
　

当
番　

西
井
徳
平　

大
西
善
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
新
太
郎　

橋
本
初
太
郎

　

明
治
三
十
七
年
旧
一
月
十
三
日
改
正

一
、
従
来
ノ
慣
行
ヲ
改
メ
テ
永
久

　
　

大
節
約
ヲ
行
フ
事　

　
　

節
約
ノ
程
度

一
、
総
垢
離
ハ
従
来
之
通

一
、
廾
八
日
ハ
一
宿
ニ
付
酒
五
合
肴

　
　

三
献
ト
ス
但
シ
米
五
合
宛
持
寄
ト
ス

一
、
下
向
宿
ハ
廾
八
日
ニ
準
ズ
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一
、
當
日
ノ
御
酒
代
ハ
講
員
ノ
負
担　
　
　
【
一
〇
五
】

　
　

ト
ス

　
　

但
御
酒
ノ
量
ハ
随
時
之
ヲ
定
ム

一
、
下
向
日
待
ハ
皈
宅
ノ
翌
々
日
ニ
行
フ

一
、
當
日
ノ
日
待
ハ
定
式
祭
礼
ノ

　
　

日
待
ニ
準
シ
テ
之
ヲ
行
フ

　
　

但
米
酒
肴
代
ハ
新
山
ノ
負
擔
ト
ス

　
　

明
治
四
十
三
年
八
月
五
日
規
定
ス

一
、
定
式
祭
礼
當
日
ノ
酒
肴
ハ

　
　

七
献
ト
ス

一
、
本
膳
ハ
寿
し
ト
ス

　
　

但
シ
魚
ナ
キ
ト
キ
ハ
赤
飯
ト
ス

一
、
當
日
ハ
午
前
拾
時
宿
本
ニ

　
　

参
集
シ
氏
神
ニ
参
拝
ス
ル
コ
ト

　

右
之
通
リ
定
ム

　
　

昭
和
四
年
四
月
貳
日

　
　

改
訂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
六
】　

　
　
　
　
　

一
、
定
式
祭
礼
（
四
月
二
日
）

　
　

当
日
ノ
酒
肴
ハ
酒

　
　

五
合
ニ
三
献
ト
ス

一
、
本
膳
ハ
夕
食
ト
シ
「
ゴ

　
　

モ
ク
飯
」
又
ハ
「
ス
シ
」

　
　

ト
ス

　
　
　
　

砂
糖
三
十
匁
ト

　
　
　
　

米
五
合
携
帯
ノ
上

一
、
當
日
ハ
午
後
一
時
迄
ニ

　
　

宿
本
ニ
参
集
シ
揃
ッ
テ

　
　

神
社
ニ
参
拝
ス
ル
コ
ト

一
、
酒
肴
ヲ
出
ス
時
刻
ハ

　
　

午
後
三
時
ト
シ
本
膳

　
　
（
夕
食
）
ハ
午
後
七
時
ト
ス

一
、
講
員
ハ
講
宿
ヲ
済
マ
セ
テ

　
　

モ
退
講
（
社
）
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
新

　
　

山
ノ
出
来
ル
マ
デ
講
員
ト

　
　

シ
テ
止
マ
リ
年
々
日
待
仕
ヘ
マ

　
　

ツ
リ
新
山
ノ
出
来
タ
ル
時

　
　

宿
ヲ
済
マ
セ
タ
ル
者
ノ
ミ
退

　
　

講
（
社
）
ス
ル
コ
ト　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
七
】

　

付
記　

サ
ト
ー
代
ハ
宿
本
ヨ
リ
支
拂
フ
コ
ト

　
　

右
ノ
通
リ
改
ム

　
　
　

昭
和
十
八
年
三
月
廿
九
日

　

   
第
二
十
八
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
八
】

南
張
富
士
講
定
式
祭
礼

平
成
十
六
年
二
月
二
十
九
日

会
場

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

浜
島

総
員
十
六
名
内

拾
十
参
名
参
加

伊
勢
神
宮
参
拝
者

七
名

午
前
十
一
時
五
十
五
分
楠

の
宮
前
集
合

十
二
時
楠
御
前
八
柱
神

社
参
拝
年
金
セ
ン
タ
ー

バ
ス
に
て
大
西
永
晃

宮
司
の
案
内
に
よ
り

内
宮
正
式
参
拝

内
宮
神
楽
殿
に
て
お
神

楽
奉
納

お
か
げ
横
丁
散
策　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
九
】

　

五
時
半
頃
帰
る

六
時
よ
り

年
金
セ
ン
タ
ー
に
て

日
待
懇
親
会
を
行
う

宿
本
當
番
第
一
班

　

西
井
新
之
助

　

西
井
久
三

　

堀
尾
泰
功

　

川
面
巌

　

植
村
和
則

伊
勢
神
宮
参
拝
者
名

　

植
村
和
則

　

堀
尾
兵
蔵

　

川
口
栄
紀

　

植
村
房
広

　

小
田
幸
志

　

大
西
善
吾

　　

川
面
巌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
〇
】

会
計　
　

支
出

セ
ン
タ
ー
支
払　

一
〇
六
〇
二
五
円

運
転
手
謝
礼　
　
　
　

五
〇
〇
〇
円

女
中
謝
礼　
　
　
　
　

参
〇
〇
〇
円

神
楽
殿
奉
納　
　
　

二
〇
〇
〇
〇
円

楠
の
宮
奉
納　
　
　

一
〇
〇
〇
〇
円

清
酒
一
本　
　
　
　
　

一
四
〇
〇
円

　

合
計　
　
　
　

一
四
五
四
二
五
円

入
金

会
費
堀
尾
泰
功　
　
　

八
八
三
六
円

大
西
永
晃
氏　
　
　

一
二
〇
〇
〇
円

　

平
成
十
六
年
一
年
分

　

会
費

賽
銭　
　
　
　
　
　
　

一
二
〇
〇
円

　

計　

二
二
〇
三
六
円

不
足
分
は
積
立
貯
金
よ
り

補
填
す
る

平
成
十
七
年
度
は
杉
浦
勗

別
当
幸
生　

大
西
恭
平

大
西
善
吾　

堀
尾
兵
蔵

第
二
十
九
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
一
】

南
張
富
士
講
定
例
祭
礼

平
成
十
七
年
二
月
二
十
日

　

総
員
十
四
名
の
内
二
名
脱

　

会
十
二
名
の
内
参
加
者
七
名

　

杉
浦
勗　
　

川
口
栄
紀

　

植
村
房
宏　

植
村
和
則

　

川
面
巌　
　

川
口
利
幸

　

堀
尾
兵
蔵

十
二
時
楠
の
宮
参
拝

本
年
よ
り
国
民
年
金

保
養
セ
ン
タ
ー
浜
島
閉
鎖
の

為
浜
島
松
阪
屋
旅
館

に
て
行
う

午
後
六
時
三
〇
分
よ
り

宴
会
親
睦
会
を
行
う

　

経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
二
】

御
供
用
酒　
　
　
　
　

一
八
〇
〇
円

夕
食
事
七
人
分　
　

三
八
五
〇
〇
円

酒　
　

一
〇　
　
　
　

五
八
〇
〇
円

(21)



４-（3）南張富士講帳簿の翻刻と解説（井上）

55

　

次
当
番

　
　

橋
本
梓
組
に

　
　

申
送
る

第
二
十
六
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
九
】

南
張
富
士
講
定
式
祭
礼

平
成
十
四
年
二
月
二
十
四
日

会
場　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
ま
じ
ま

総
員　

二
十
二
名

内
参
加
者
数　

十
六
名

伊
勢
神
宮
参
拝
者　

十
名

十
二
時
三
十
分
楠
の
宮
参
拝

後
年
金
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
に
て

本
年
も
宮
司
大
西
永
晃

氏
の
後
案
内
に
よ
り

伊
勢
神
宮
両
宮
に
正
式

参
拝
内
宮
に
て
お
神
舞

楽
を
あ
げ
る
後
お
は
ら

い
横
丁
を
散
策
し
て
午

後
六
時
頃
帰

六
時
参
十
分
よ
り
日
待

懇
親
宴
会
を
行
う

宿
本
当
番　

三
班

橋
本
梓　
　

堀
尾
昌
弘

大
西
大
善　

川
口
利
幸

小
田
幸
志

伊
勢
神
宮
参
拝
者
名　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
〇
】

　

西
井
新
之
助　
　

杉
浦
勗

　

植
村
和
則　
　
　

川
口
栄
紀

　

植
村
公
雄　
　
　

植
村
房
広

　

小
田
幸
志　
　
　

川
口
利
幸

　

堀
尾
兵
蔵

　

宮
司　
　

大
西
永
晃

　

会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
〇
〇
〇

　

入
金　
　

二
五
一
〇
〇
円　
　

積
立
預
金
外
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
司　

一
〇
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賽
銭　
　

二
一
〇
〇

　

支
出　
　

一
二
六
〇
〇
〇
円　

年
金
セ
ン
タ
ー
浜
島

　
　
　
　
　
　
　

八
二
〇
〇
円　

娯
楽
室

　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
〇
円　

運
転
手
謝
礼

　
　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
〇
円　

女
中
謝
礼

　
　
　
　
　
　

一
五
〇
〇
〇
円　

神
楽
殿
奉
納

　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
〇
円　

楠
の
宮
奉
納

　
　

支
出
金　

一
七
六
二
〇
〇
円
也

第
二
十
七
回　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
一
】

南
張
富
士
講
定
式
祭
礼

平
成
十
五
年
三
月
二
日
日
曜
晴

会
場

　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
ま
じ
ま

総
員　

二
十
一
名

内
参
加
者
十
五
名

伊
勢
神
宮
参
拝
者
十
一
名

午
前
十
一
時
五
十
五
分
楠
御
前

八
桂
神
社
前
集
合　

十
二
時

参
拝
な
り　

十
二
時
三
十
分

年
金
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
に
て

大
西
宮
司
の
案
内
に
よ
り

両
宮
参
拝
す
る

内
宮
に
て
正
式
参
拝

内
宮
神
楽
殿
に
て
お
神

楽
奉
納
お
か
げ
横
丁

散
策
し
て
六
時
帰
り

年
金
セ
ン
タ
ー
に
て
日
待
懇
親

会
を
行
う

宿
本
當
番
第
四
班　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
二
】

　

中
村
勘
吾

　

植
村
房
廣

　

川
口
栄
紀

　

中
島
保
拾

　

川
口
修
一

伊
勢
神
宮
参
拝
者
名

　

西
井
新
之
助　
　

杉
浦
勗

　

植
村
公
雄　
　
　

植
村
房
廣

　

川
口
栄
紀　
　
　

小
田
幸
志

　

川
口
利
幸　
　
　

堀
尾
泰
功

　

堀
尾
昌
弘　
　
　

川
面
巌

　

堀
尾
兵
蔵

　

入
金　
　

二
五
二
四
〇
円　

積
立
貯
金
外
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
八
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賽
銭　

一
四
四
〇

　

支
出　
　

一
六
五
三
七
七
円

　
　
　

年
金
セ
ン
タ
ー
払　
　

一
二
七
三
七
七

　
　
　

神
楽
殿
奉
納　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
〇

　
　
　

運
転
手
謝
礼　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
〇

　
　
　

楠
の
宮
お
供　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
〇

　
　
　

女
中
寸
志　
　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
〇

　
　

本
講
更
正
規
約　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
〇
三
】

一
、
本
講
定
式
祭
禮
ハ
四
月
貳

　
　

日
ト
改
ム

一
、
講
員
ハ
當
日
午
前
拾
時
（
白
米

　
　

六
合
携
帯
）
講
宿
ヘ
参
集
シ

　
　

午
夕
二
回
ノ
食
事
ヲ
ナ
シ

　
　

午
前
零
時
過
マ
デ
日
待
ヲ
ナ
ス

一
、
講
宿
ハ
各
講
員
ヘ
使
ヲ
廻
ス

　
　

コ
ト

一
、
當
日
ノ
御
酒
ハ
壹
升
ト
ス

　
　

但
シ
人
員
ノ
多
寡
ニ
ヨ
リ
増
減
ス

一
、
酒
魚
代
ハ
講
宿
ヲ
除
キ
講

　
　

員
全
体
ノ
負
担
ト
ス

明
治
参
拾
九
年
四
月
貳
日
ヨ
リ
施
行

　
　

冨
士
講
員　

印

　
　

新
山
参
詣
送
迎
ニ
関
ス
ル
規
定　
　
【
一
〇
四
】

一
、
新
山
参
詣
出
發
ノ
際
ハ
其
年
ノ
當

　
　

番
ノ
者
村
端
マ
デ
見
送
ル
事

一
、
下
向
皈
宅
ノ
日
ハ
講
員
一
同
木
谷

　
　

峠
マ
デ
出
迎
フ
ル
事

　
　

出
迎
ノ
際
ハ
酒
壹
升
ヲ
携
行
シ

　
　

木
谷
峠
ニ
於
テ
祝
杯
ヲ
擧
ク
ル
モ
ノ

　
　

ト
ス

　
　

但
右
酒
代
ハ
古
山
ニ
於
テ
分
担
ス

一
、
新
古
山
一
同
氏
神
ニ
参
拝
ノ
後

　
　

解
散
ス

　
　

山
差
及
下
向
日
待
ニ
関

　
　

ス
ル
規
定

一
、
山
差
ノ
當
日
ハ
講
員
一
同
先
達

　
　

ノ
宅
ニ
集
合
ノ
上
氏
神
ニ
参
拝
シ

　
　

日
待
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

　
　

當
日
集
合
ハ
午
前
十
一
時
解
散
ハ

　
　

午
后
十
二
時
ト
ス

一
、
其
年
ノ
當
番
及
翌
年
ノ
當
番
ニ

　
　

相
當
ス
ル
モ
ノ
ハ
講
員
ヲ
代
表
シ
挨

　
　

拶
ノ
為
参
詣
者
ノ
留
守
宅
ヲ
廻

　
　

ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
當
日
参
詣
者
ノ
留
守
宅
一
同
ヨ
リ

　
　

晝
食
及
夜
食
ヲ
饗
セ
ラ
ル
モ
ノ
ト
ス

(20)
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宿
元
（
第
四
班
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
九
一
】

　
　

中
村
勘
吾

　
　

植
村
房
広

　
　

川
口
栄
紀

　
　

中
島
保
拾

　
　

川
口
修
一

　
　

川
口
潮

第
二
十
回
定
式
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
二
】

　

平
成
八
年
二
月
十
八
日

　

会
場　

国
民
年
金
セ
ン
タ
ー

　

総
員　

二
十
四
名

　

出
席
者　

十
六
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に

　

参
拝
会
食
は
国
民
保
養

　

セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
夜
十
二
時

　

ま
で
公
民
館
に
て

　

日
待
を
行
ふ

　
　
　

礼
供

　
　

一
、
赤
飯

　
　

一
、
平

　
　

一
、
な
ま
す

　

当
日
の
寄
贈
者

　

西
井
新
之
助　

清
酒
一
本

　

経
費

　

金
一
一
一
八
三
一
円

　

宿
本
（
第
一
班
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  【
九
三
】

　
　

西
井
新
之
助

　
　

西
井
久
三

　
　

堀
尾
泰
功

　
　

植
村
和
則

　
　

山
本
長
司

　
　

川
面
巌

　

昭
和
五
十
二
年
七
月

　

新
山
冨
士
参
り
を

　

行
う

第
二
十
四
回
定
式
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
四
】

　

平
成
十
二
年
参
月
十
二
日

　

会
場　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

総
員　

二
十
三
名

　

出
席
者　

十
六
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に

　

参
拝
な
し
本
年
初

　

め
て
の
こ
こ
ろ
み
と
し
て

　

宮
司
大
西
永
晃
氏
に

　

お
願
い
し
て
伊
勢
神
宮

　

正
式
参
拝
す
る
こ
と
に

　

な
る

　

十
二
時
三
十
分
国
民
年
金

　

セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
に
て

　

伊
勢
神
宮
に
正
式
参
拝

　

神
楽
殿
に
て
御
神
楽

　

を
あ
げ
お
は
ら
い
横
丁

　

を
少
し
散
策
す

　

帰
南
後
六
時
よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
五
】

　

年
金
セ
ン
タ
ー
に
於
て

　

祭
礼
懇
親
宴
会

　

経
費

　

年
金
セ
ン
タ
ー　

一
〇
四
〇
四
五
円
也

　

運
転
手
謝
礼　
　

五
〇
〇
〇
円
也

　

榊
料　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
〇
円
也

　

合
計　
　
　
　
　

一
一
九
〇
四
五
円
也

　

伊
勢
神
宮
参
拝
者

　
　

川
口
栄
紀　
　

植
村
房
広

　
　

堀
尾
昌
弘　
　

小
田
幸
志

　
　

中
村
勘
吾　
　

杉
浦
勗

　
　

西
井
新
之
助　

堀
尾
泰
功

　
　

川
口
利
幸　
　

川
面
巌

　
　

別
当
幸
生　
　

堀
尾
兵
蔵　

　

当
番
宿
本

　
　

西
井
新
之
助　

西
井?

久
三

　
　

植
村
和
則　
　

堀
尾
泰
功

　
　

川
面
巌

第
二
十
五
回
南
張　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
六
】

　

富
士
講
定
式
祭
礼

　

平
成
十
三
年
二
月
二
十
五
日

　

総
員　

二
十
二
名

　

出
席
者　

伊
勢
神
宮

　

参
拝
者　

十
二
名

　

夜
宴
会　

十
五
名

　

本
年
も
宮
司
大
西
永
晃
氏
の

　

後
案
内
に
よ
り
新
築
さ
れ
た

　

外
宮
神
楽
殿
に
て
神
楽
を

　

奉
納
し
両
宮
正
式
参
拝

　

を
な
し
お
は
ら
い
横
丁

　

を
散
策
五
時
伊
勢
出
発

　

南
張
に
帰
る
夜
六
時
三
十
分　

　

宴
会

　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
ハ
マ
ジ
マ

　

バ
ス
往
復
運
行
費
宴
会
費

　

合
計
九
万
七
千
八
百
六
拾
五
円

　
　

伊
勢
神
宮
奉
納　
　

一
万
五
千
円

　
　

運
転
手
寸
志　
　
　
　
　

五
千
円

　
　

楠
の
宮
奉
納　
　
　

一
〇
〇
〇
〇
円

　
　

セ
ン
タ
女
中
寸
志　
　

五
〇
〇
〇
円

　
　

酒
外　
　
　
　
　
　
　

一
八
五
〇
円

　

合
計　

拾
参
万
四
千
七
百
十
五
円

　

伊
勢
神
宮
参
拝
者
名　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
七
】

　
　

西
井
新
之
助

　
　

中
村
勘
吾

　
　

杉
浦
勗

　
　

橋
本
梓

　
　

大
西
善
吾

　
　

川
口
栄
紀

　
　

植
松
公
雄

　
　

堀
尾
兵
蔵

　
　

小
田
幸
志

　
　

堀
尾
泰
功

　
　

川
面
巌

　
　

川
口
拾
生　

　

平
成
十
三
年
当
番
氏
名

　
　

杉
浦
勗　
　

大
西
善
吾

　
　

別
当
幸
生

　
　

植
村
公
雄

　
　

大
西
恭
平

　
　

堀
尾
兵
蔵

　

経
費
の
内
積
立
貯
金　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
八
】

　

不
加
入
者
よ
り
徴
収
金

　
　

参
万
参
千
六
百
二
十
四
円

　
　

賽
銭　

二
千
四
百
円

　
　

計　

参
万
六
千
二
十
四
円
也

　

農
協
普
通
貯
金
に

　
　

領
入
す

(19)
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会
食
は
セ
ン
タ
ー
浜
島
（
夕
食
）

　

夜
十
二
時
ま
で
公
民
館
に
て

　

日
待
を
行
ふ

　
　
　

礼
供

　
　

一
、　

赤
飯

　
　

一
、　

な
ま
す

　
　

一
、　

つ
ぼ
か
し

　

当
日
寄
贈
者

　
　

宿
本
よ
り
ウ
イ
ス
キ
ー　

み
か
ん
他

　
　

宿
本
当
番

　

中
村
勘
吾　
　

植
村
房
広

　

川
口
栄
紀　
　

中
島
保
拾

　

川
口
修
一　
　

川
口
潮

　

経
費　
　

壱
拾
萬
五
阡
百
六
拾
七
円

　

賽
銭　
　

壱
阡
三
百
円

平
成
四
年
三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
四
】

　

第
十
六
回
定
式
祭
礼

　

会
場　

国
民
年
金

　
　
　
　
　
　

保
養
セ
ン
タ
ー

　

總
員　

二
十
四
名

　

出
席
者　

十
七
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

　

会
食
は
（
夕
食
）
セ
ン
タ
ー
は
ま
じ
ま

　

後
夜
十
二
時
ま
で
公
民
館
に

　

於
て
日
待
を
取
り
行
ふ

　
　

礼
供

　

一
、
赤
飯

　

一
、
味
噌
汁

　

一
、
平

　

一
、
な
ま
す

　

一
、
い
ち
ご

当
日
の
寄
贈
者

　

堀
尾
兵
蔵
殿　

清
酒
一
本

　

堀
尾
泰
功
殿　

清
酒
一
本

　

経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
五
】

　

金　

一
〇
二
、五
三
五
円

　
　
　
　
　
　
　

不
足
分
宿
本
負
担

　

宿
本

　
　

西
井
新
之
助

　
　

西
井
久
三

　
　

堀
尾
泰
功

　
　

植
村
和
則

　
　

山
本
長
司

　
　

川
面
巌

第
拾
七
回
定
式
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
六
】

　

平
成
五
年
二
月
二
十
八
日

　

会
場　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

総
員　

二
十
四
名

　

出
席　

十
九
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

　

会
食
は
夕
食
を

　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

に
て
取
行
い
夜
十
二
時
ま
で

　

公
民
館
に
於
て
日
待
を
行
う　

　
　

礼
供

　

一
、
赤
飯

　

一
、
平

　

一
、
な
ま
す

　

当
日
寄
贈
者

　
　

西
井
新
之
助　
　

ジ
ュ
ー
ス

　
　

橋
本
梓　
　
　
　

清
酒

　
　

堀
尾
兵
蔵　
　
　

清
酒

　

経
費

　
　

金
一
〇
八
三
〇
〇
円

　
　

不
足
分　

貯
金
よ
り
補

　

宿
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
七
】　

　
　

杉
浦　

勗

　
　

別
当
幸
生

　
　

植
村
公
雄

　
　

大
西
恭
平

　
　

大
西
善
吾

　
　

堀
尾
兵
蔵

　

平
成
六
年
宿
元
当
番

　

橋
本
梓
組
に
送
る

第
十
八
回
定
式
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
八
】

　

平
成
六
年
二
月
十
六
日

　

会
場　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

総
員　

二
十
四
名

　

出
席　

十
九
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

　

会
食
は
夕
食
を
国
民
セ
ン
タ
ー

　

に
て
取
り
行
い
夜
十
二
時

　

ま
で
公
民
館
に
於
て

　

日
待
を
行
ふ　
　

　
　
　

礼
供

　
　

一
、
赤
飯

　
　

一
、
平

　
　

一
、
な
ま
す

　
　
　

当
日
の
寄
贈
者

　
　

西
井
新
之
助　
　

清
酒
一
本

　
　

堀
尾
兵
蔵　
　
　

〃　

〃

　
　

経
費

　
　

金
一
三
三
七
六
八
円

　
　
　
　

不
足
分
は
宿
本
負
担

　

宿
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
九
】

　
　

橋
本　

梓

　
　

堀
尾
昌
弘

　
　

大
西
大
善

　
　

川
口
利
幸

　
　

小
田
幸
志

　
　

大
西
輝
雄

第
十
九
回
定
式
祭
礼　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
〇
】

　

平
成
七
年
二
月
二
十
六
日

　

会
場　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

總
員　

二
十
四
名

　

出
席
者　

十
七
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

　

会
食
は
夕
食
を

　

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

　

に
て
取
行
夜
十
二
時

　

ま
で
公
民
館
に
て

　

日
待
を
行
ふ

　
　

礼
供

　

一
、
赤
飯

　

一
、
平

　

一
、
な
ま
す

　

当
日
の
寄
贈
者

　
　

西
井
新
之
助　

清
酒
一
本

　

経
費

　

金
一
〇
九
八
〇
二
円

(18)
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一
、　
　
　
　

平

　

二
、　
　
　
　

な
ま
す

　

三
、　
　
　
　

味
噌
汁

　

四
、　
　
　
　

赤
飯

　

五
、　
　
　
　

つ
ぼ
（
か
し
）

　
　
　

本
膳
献
立
（
昼
）

　

一
、
刺
身　
　
　

六
皿

　

二
、
煮
〆　
　
　

六
皿

　

三
、
唐
揚　
　
　

六
皿

　

四
、
な
ま
す　
　

六
皿

　

五
、
ぬ
た　
　
　

六
皿

　

六
、
赤
飯　
　
　

六
皿

　

七
、
味
噌
汁

　
　
　

夕
食　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
七
八
】

　
　

一
、
あ
じ
押
寿
司

　
　

二
、五
目
飯

　
　

三
、
吸
い
物

　
　
　

当
日
寄
贈
者

　
　
　

川
口
拾
生
殿　
　

清
酒
一
本

　
　
　

堀
尾
兵
蔵
殿　
　

清
酒
一
本

　
　
　

西
井
新
之
助
殿　

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
一
ケ
ー
ス

　
　
　

川
口
潮
殿　
　
　

猪
肉
約
１
ｋ
ｇ

　
　

経
費

　
　
　

金　

六
一
五
四
三
円

　
　
　

不
足
分
宿
本
負
担

　
　
　

宿
本

　
　
　
　

西
井
新
之
助

　
　
　
　

西
井
久
三

　
　
　
　

川
口
潮

　
　
　
　

川
面
巌

　
　
　
　

植
村
和
則

　
　
　
　

山
本
長
司

　
　
　

賽
銭　

二
二
〇
〇
円

日
時
平
成
元
年
参
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
【
七
九
】

　
　

定
式
祭
礼

　

会
場
公
民
館

　

出
席
者
二
十
参
名

毎
年
参
月
一
日
祭
行
う
も

都
合
に
よ
り
本
年
は
二
月
二
十
九
日

に
行
う

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

後
公
民
館
に
於
て
日
待

を
取
行
う

　
　

礼
供

　

一
、　
　

平

　

一
、　
　

な
ま
す

　

一
、　
　

味
噌
汁

　

一
、　
　

赤
飯

　

一
、　
　

か
し

　

本
膳
献
立　
　

昼

　

一
、
刺
身　
　
　

六
皿

　

一
、
煮
〆　
　
　

〃
〃

　

一
、
唐
揚　
　
　

〃
〃

　　

一
、
な
ま
す　
　

〃
〃　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
〇
】

　

一
、
ぬ
た　
　
　

〃
〃

　

一
、
寿
司　
　
　

〃
〃
（
七
皿
注
）

　

一
、
赤
飯　
　
　

参
升

　

一
、
味
噌
汁

　

夕
食

　

一
、
寿
司
・
五
目
飯
（
各
参
升
）

　

一
、
吸
物　

一
、
か
し

　

当
日
寄
贈
者
（
お
酒
・
ジ
ュ
ー
ス
）

　

西
井
新
之
助　
　

橋
本
梓

　

大
西
恭
平　
　
　

大
西
善
吾

　

川
口　

潮　
　

　
　

宿
本
当
番

　

杉
浦
勗　
　
　

別
当
幸
生

　

大
西
善
吾　
　

大
西
恭
平

　

植
村
公
雄　
　

堀
尾
兵
蔵　
　

　
　

経
費

　
　
　

一
、五
萬
壱
阡
八
百
圓

　
　
　

不
足
分
当
番
負
担

　
　
　

賽
銭
二
千
二
百
十
圓
十
参
百
六
十
円

平
成
二
年
二
月
二
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
【
八
一
】

　
　

定
式
祭
礼

　

会
場
公
民
館

　
　

出
席
者　

二
十
一
名

　

当
日
正
午
一
同
公
民
館
に

　

集
合
楠
の
宮
に
参
拝
後

　

日
待
を
取
り
行
ふ

　
　
　

礼
供

　

一
、　
　

平

　

一
、　
　

な
ま
す

　

一
、　
　

味
噌
汁

　

一
、　
　

赤
飯

　

一
、　
　

つ
ぼ
か
し

　
　

本
膳
献
立　
　

昼

　

一
、
刺
身　
　
　
　

六
皿

　

一
、
煮
〆　
　
　
　

六
皿

　

一
、
唐
揚　
　
　
　

六
皿

　

一
、
ぬ
た　
　
　
　

六
皿

　

一
、
寿
司　
　
　
　

六
皿
隻

　

一
、
赤
飯　
　
　
　

三
升

　

一
、
味
噌
汁

　
　

夕
食

　

一
、
鯵
手
こ
ね
す
し　

三
升

　

一
、五
目
飯　
　
　

 

一
升　
　
　
　
　
　
【
八
二
】　

　

一
、
吸
物
他
か
し

清
酒
五
本　

ビ
ー
ル
九
本　

ウ
イ
ス
キ
ー
二
本

　

当
日
寄
贈
者

　
　

文
友
會　
　
　

清
酒　

二
本

　
　

西
井
新
之
助　

清
酒　

一
本

　
　

宿
本
よ
り　
　

ウ
イ
ス
キ
ー
一
本

　

宿
本
当
番

　
　

橋
本
梓　
　
　

堀
尾
昌
弘

　
　

大
西
大
善　
　

川
口
利
幸

　
　

小
田
幸
志　
　

大
西
輝
雄

　

経
費

　
　

収
入　
　

五
〇
九
四
〇
円

　
　

支
出　
　

五
〇
九
四
一
円

　
　

賽
銭　
　

二
千
三
百
円

　

協
議
事
項

　
　

来
年
度
よ
り
諸
種
の
事
情

　
　

を
協
議
の
結
果
、

　
　

正
午
祭
礼
を
行
い
会
食
は

　
　

一
回
と
し
（
夕
食
）
毎
年
の

　
　

二
月
の
最
終
日
曜
日
に

　
　

行
ふ
事

平
成
三
年
二
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
【
八
三
】

　

第
十
五
回
定
式
祭
礼

　
　

會
場　

セ
ン
タ
ー
浜
島

　
　

総
員　
　

二
十
四
名

　
　

出
席
者　

二
十
一
名

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

(17)
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堀
尾
泰
功

　
　
　

山
本
長
司

　
　
　

川
面　

巌

昭
和
六
十
年
二
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　
【
七
一
】

　

定
式
祭
礼

　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝

　

後
直
ち
に
公
民
館
に
て

　

日
待
を
行
ふ

　

午
後
十
二
時
全
員
集
合

　

終
了
す
る

　
　
　
　

礼
供

　

一
、　
　
　

平

　

二
、　
　
　

な
ま
す

　

三
、　
　
　

味
噌
汁

　

四
、　
　
　

赤
飯

　
　
　
　

本
膳
献
立

　

一
、　
　
　

刺
身　
　

六
皿　

　

二
、　
　
　

煮
〆　
　

六
〃

　

三
、　
　
　

寒
天　
　

六
〃

　

四
、　
　
　

な
ま
す　

六
〃

　

五
、　
　
　

ぬ
た　
　

六
〃

　

六
、　
　
　

寿
司　
　

六
〃

　

七
、　
　
　

赤
飯

　

八
、　
　
　

味
噌
汁

　
　
　

夕
食　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
七
二
】

　
　
　
　
　

押
寿
司

　
　
　
　
　

五
目
飯

　
　

酒
魚
代
金

　
　
　
　
　

宿
本

　
　
　
　
　

別
当
幸
生

　
　
　
　
　

植
村
公
雄

　
　
　
　
　

大
西
善
吉

　
　
　
　
　

大
西
恭
平

　
　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
三
日　
　
　
　
　
【
七
三
】

　

定
式
祭
禮　
　

出
席
者
二
十
三
名

　
　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
之
宮
に
て
一
同
参
拝

　

後
公
民
館
に
於
て
日
待
を
行
い

　

夜
十
二
時
終
了
解
散
と
な
る

　

禮
供

　
　

一
、
平

　
　

二
、
な
ま
す

　
　

三
、
味
噌
汁

　
　

四
、
赤
飯

　

本
膳
献
立

　
　

一
、
刺
身　
　
　

六

　
　

二
、
煮
〆　
　
　

六

　
　

三
、
な
ま
す　
　

六

　
　

四
、
寿
し　
　
　

六　
　

夜

　
　

五
、
か
ら
あ
げ　

六

　
　

六
、
ぬ
た　
　
　

六

　
　

七
、
味
噌
汁

　
　

八
、
赤
飯

　
　

一
、
か
つ
を
手
こ
ね

　
　

二
、
さ
ん
ま
押
寿
し

　
　

三
、五
目
飯　
　
　
　
　

晝

　
　

四
、
吸
物

　
　

五
、
つ
け
も
の

　

当
日
の
寄
贈
者

　
　

清
酒　

一
本　

川
口
拾
生
殿

　
　

〃　
　

一
本　

川
口
潮
殿

　

ジ
ュ
ー
ス　

２
ケ
ー
ス　

西
井
新
之
助
殿
【
七
四
】

　

か
つ
を　
　
　
　
　
　
　

大
西
大
善
殿

　

経
費　
　
　
　

五
〇
一
七
〇
円

　
　

内
訳

　
　
　

会
費　
　

二
三
〇
〇
〇
円

　
　
　

不
足
金
は
宿
本
負
担
と
す
る

　
　

宿
本

　
　
　

橋
本
梓

　
　
　

堀
尾
昌
弘　
　

　
　
　

大
西
大
善

　
　
　

川
口
利
幸

　
　
　

小
田
幸
志

昭
和
六
十
二
年
三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
【
七
五
】

　

定
式
祭
礼

　
　
　
　

出
席
者
二
十
二
名

　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
一
同
参
拝

　

の
の
ち
公
民
館
に
お
い
て
日
待
を
行
い

　

夜
十
二
時
終
了

　
　
　
　

礼
供

　

一
、　
　
　

平

　

二
、　
　
　

な
ま
す

　

三
、　
　
　

味
噌
汁

　

四
、　
　
　

赤
飯

　
　
　
　

本
膳
献
立

　

一
、　
　
　

刺
身　
　

六
皿

　

二
、　
　
　

煮
〆　
　

六
皿

　

三
、　
　
　

唐
揚　
　

六
皿

　

四
、　
　
　

な
ま
す

　

五
、　
　
　

ぬ
た

　

六
、　
　
　

寿
司

　
　
　

七　
　
　
　

赤
飯　
　
　
　
　
　
　
【
七
六
】

　
　
　

八　
　
　
　

味
噌
汁

　
　
　
　
　

夕
食

　
　
　
　
　
　

押
寿
司

　
　
　
　
　
　

五
目
飯

　
　
　
　
　
　

吸
物

　
　

当
日
の
寄
贈
者

　
　
　

川
口
拾
生
殿　
　
　

清
酒
一
、

　
　
　

川
口
潮
殿　
　
　
　

清
酒
一
、

　
　
　

西
井
新
之
助　
　
　

ジ
ュ
ー
ス
一
、

　
　

経
費

　
　
　

金　

五
一
〇
四
八
円

　
　
　

不
足
分
宿
之
負
担

　
　
　

宿
本

　
　
　
　
　
　
　

中
村
勘
吾

　
　
　
　
　
　
　

大
西
輝
雄

　
　
　
　
　
　
　

植
村
房
廣

　
　
　
　
　
　
　

川
口
栄
紀

　
　
　
　
　
　
　

川
口
修
一

昭
和
六
十
三
年
三
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
【
七
七
】

　

定
式
祭
礼

　
　
　
　

出
席
者
二
十
三
名

　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
一
同

　

参
拝
後
公
民
館
に
於
て

　

日
待
ち
を
行
ふ

　

夜
十
二
時
終
了

　
　
　

礼
供

(16)
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会
ヒ
残
金　
　
　

三
二
〇
〇
円

　
　
　
　

賽
銭　
　
　
　
　

二
〇
五
〇
円

　
　
　
　

川
口
博
生
氏　
　

五
〇
〇
〇
円

　
　
　

右
合
計
一
〇
二
五
〇
円
也
を
貯
金

　
　
　

口
座
に
振
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

昭
和
五
十
七
年
三
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
【
六
五
】

　
　

定
式
祭
礼

　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
楠
の
宮
に
参
拝
後

　

直
に
公
民
館
に
て
日
待
を

　

行
う
午
後
十
二
時
終
了

　
　
　

礼
供

　

一
、　
　
　
　

平

　

二
、　
　
　
　

な
ま
す

　

三
、　
　
　
　

味
噌
汁

　

四
、　
　
　
　

赤
飯

　
　
　

本
膳
献
立

　

一
、　
　
　
　

刺
身　
　

六
皿

　

二
、　
　
　
　

煮
〆　
　

六

　

三
、　
　
　
　

寒
天　
　

六

　

四
、　
　
　
　

な
ま
す　

六

　

五
、　
　
　
　

ぬ
た　
　

六

　

六
、　
　
　
　

寿
司　
　

六

　

七
、　
　
　
　

赤
飯

　

八
、　
　
　
　

味
噌
汁

　
　
　

夕
食

　
　
　
　
　
　
　

押
寿
司

　
　
　
　
　
　
　

五
目
飯

　
　

酒
魚
代
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
六
】

　

金
弐
万
参
阡
円
也

　
　
　

出
席
者　

二
十
三
名

　
　

会
費　

一
人
当　

壱
阡
円

　
　

賽
銭　

壱
阡
六
百
五
拾
円

　
　
　

当
日
の
寄
贈
者

　

清
酒　

一
本　

堀
尾
兵
蔵
氏

　

清
酒　

一
本　

川
口
潮
氏

　
　

宿
本

　
　
　
　

中
村
勘
吾

　
　
　
　

植
村
房
廣

　
　
　
　

川
口
栄
紀

　
　
　
　

川
口
修
一

　
　
　
　

田
畑
忠
義

昭
和
五
十
八
年
参
月
拾
参
日　
　
　
　
　
　
【
六
七
】

　
　

定
式
祭
礼

　
　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝
後

　

直
に
公
民
館
に
て
日
待
を

　

行
う
午
後
十
二
時
終
了

　
　
　

礼
供

　
　

一
、　
　
　
　

平

　
　

二
、　
　
　
　

な
ま
す

　
　

参
、　
　
　
　

味
噌
汁

　
　

四
、　
　
　
　

赤
飯

　
　
　

本
膳
献
立

　
　

一
、
刺
身　
　
　

六
皿

　
　

二
、
煮
〆　
　
　

六
皿

　
　

参
、
寒
天　
　
　

六
皿

　
　

四
、
な
ま
す　
　

六
皿

　
　

五
、
ぬ
た　
　
　

六
皿

　
　

六
、
寿
司　
　
　

七
皿

　
　

七
、
赤
飯

　
　

八
、
味
噌
汁

　
　

夕
食　
　
　
　
　

押
寿
司　
　
　
　
　
【
六
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
目
飯

　
　
　

酒
魚
代
金

　
　
　

金
貳
万
七
阡
八
拾
圓
也

　
　

出
席
者
貳
拾
五
名

　
　

会
費
一
人
当
壱
阡
圓

　
　

計
貳
万
五
阡
圓
也

　
　

賽
銭
貳
阡
貳
百
圓
也

　
　
　

当
日
寄
付
者

　
　
　

川
口
博
生　
　
　

清
酒　

一
本

　
　
　

川
口
潮　
　
　
　

清
酒　

一
本

　
　
　

西
井
新
之
助　
　

ジ
ュ
ー
ス　

一
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
米
代　

一
二
〇
〇
円

　
　

宿
本

　
　
　
　

西
井
新
之
助

　
　
　
　

西
井
久
三

　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵

　
　
　
　

大
西
輝
雄

　
　
　
　

植
村
和
則

　
　

賽
銭
二
阡
二
百
圓
貯
金
に
振
込

　
　

精
算
書
別
紙
に
明
細
記
入

　
　

西
井
新
之
助
氏
よ
り
餅
米
代
寄
付

　
　

戴
き
貯
金
に
振
込
む
金
一
二
〇
〇
圓
也

昭
和
五
十
九
年
参
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
【
六
九
】

　

定
式
祭
礼

　

会
場　

公
民
館

　

当
日
正
午
楠
の
宮
参
拝

　

公
民
館
に
て
日
待
を
行
ふ

　

夜
十
二
時
に
て
終
了

　

礼
供

　
　

平

　
　

な
ま
す

　
　

味
噌
汁

　
　

赤
飯

　

本
膳
献
立

　
　

一
、
刺
身　
　
　

六
皿

　
　

二
、
煮
〆　
　
　

六
〃

　
　

三
、
寒
天　
　
　

六
〃

　
　

四
、
な
ま
す　
　

六
〃

　
　

五
、
ぬ
た　
　
　

六
〃

　
　

六
、
寿
司　
　
　

七
皿

　
　

七
、
赤
飯　
　
　

一
升
一
合

　
　

八
、
味
噌
汁

　

夕
飯

　
　

押
寿
司　
　

二
升
五
合

　
　

五
目
飯　
　

二
升

　

買
物
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
七
〇
】

　
　

酒　

魚　

そ
の
他　

金
額

　
　

計　

四
万
七
千
二
百
二
十
六
円
也

　
　

出
席
人
員　

二
十
六
名

　
　

会
費
一
人
当　

一
千
円
也

　
　

集
金
額　
　

二
万
五
千
円
也

　
　

賽
銭

　
　

当
日
寄
付
者　
　

　
　
　
　
　

清
酒　

一
本　

川
口
潮

　
　
　
　

一
金
二
千
円
也　

川
口
博
生

　
　

買
物
外
の
不
足
ハ
少
々
な
品

　
　

は
宿
本
達
が
持
よ
る

　
　

宿
本

　
　
　

杉
浦　

勗

　
　
　

中
島
保
拾

(15)
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二
、　
　
　
　
　
　

な
ま
す

三
、　
　
　
　
　
　

味
噌
汁

四
、　
　
　
　
　
　

赤
飯

　
　

本
膳
献
立
（
昼
）

一
、　
　
　
　
　
　

刺
身　
　

六
皿

二
、　
　
　
　
　
　

煮
〆　
　

六
皿

三
、　
　
　
　
　
　

酢
の
物　

六
皿

四
、　
　
　
　
　
　

寒
天　
　

六
皿

五
、　
　
　
　
　
　

す
し　
　

六
皿

六
、　
　
　
　
　
　

味
噌
汁

七
、　
　
　
　
　
　

な
ま
す

　
　

夕
食

一
、
寿
司

二
、五
目
飯

　

一
、
費
用
は
酒
、
魚
代
を
全
員　
　
　
　
　
【
六
〇
】

　
　
　

よ
り
徴
集
し
、
他
の
も
の
は

　
　
　

宿
本
に
て
出
費
す
る
事

　
　
　
　
　
　

清
酒　
　

六
本

　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル　

三
本

　
　
　
　

当
番

　
　
　
　
　
　

西
井
新
之
助

　
　
　
　
　
　

杉
浦
勗

　
　
　
　
　
　

山
本
長
司

　
　
　
　
　
　

川
面
巌

　
　
　
　
　
　

植
村
和
則

　

一
、
酒
、
魚
代
金

　
　
　

金
壱
万
四
阡
五
百
参
拾
円
也

　
　
　
　

出
席
者　
　

二
十
四
名

　
　
　
　

一
人
当
り　

六
百
六
拾
円

　
　
　
　
（
残
金
は
貯
金
へ
振
込
む
）

　

一
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ズ　

貳
□

　
　
　
　
　
　
　

西
井
新
之
助
氏
よ
り

　

一
、
清
酒　
　
　
　
　
　
　

貳
本

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵
氏
よ
り

昭
和
五
十
五
年
三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
【
六
一
】

　
　

定
式
祭
礼

　

会
場　

公
民
館

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝
後

直
に
公
民
館
に
於
て
日
待
を

行
ふ
午
後
十
二
時
終
了

　
　
　

礼
供

　

一
、　
　
　
　

平

　

二
、　
　
　
　

な
ま
す

　

三
、　
　
　
　

味
噌
汁

　

四
、　
　
　
　

赤
飯

　
　
　

本
膳
献
立

　

一
、　
　
　
　

刺
身　
　

六
皿

　

二
、　
　
　
　

煮
〆　
　

六
皿

　

三
、　
　
　
　

酢
の
物　

六
皿

　

四
、　
　
　
　

寒
天　
　

六
皿

　

五
、　
　
　
　

寿
し　
　

六
皿

　

六
、　
　
　
　

赤
飯

　

七　
　
　
　
　

味
噌
汁

　
　
　

夕
食

　

一
、　
　
　
　

寿
し

　

二
、　
　
　
　

五
目
飯

一
、
酒
魚
は
全
員
よ
り
徴
集

　
　

し
他
の
も
の
は
宿
本
に
て

　
　

出
費
す
る
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
二
】

　
　
　
　
　
　

酒　
　
　

七
本

　
　
　
　
　

当
番

　
　
　
　
　
　
　

別
當
幸
生

　
　
　
　
　
　
　

植
村
公
雄

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
泰
功

　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
吾

　
　
　
　
　
　
　

大
西
恭
平

　

一
、
酒
魚
代
金

　
　
　
　

金
二
万
一
千
二
百
円
也

　
　
　
　

出
席
者
二
十
五
名

　
　
　
　

一
人
当
り
千
円
づ
つ
集
め
て

　
　
　
　

残
金
は
貯
金
え
振
込
む

　

一
、
西
井
新
之
助
氏
ヨ
リ

　
　
　

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
四
□
戴
く

昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日
（
日
曜
日
）　
　
　
【
六
三
】

　
　

定
式
祭
礼　
　

出
席
二
十
五
名

　
　

会
場　

公
民
館

　
　

決
議
事
項

　

※
講
員
の
合
議
に
依
り
来
年

　
　

度
（
昭
和
五
十
七
年
）
以
降
、
開
講

　
　

日
を
三
月
の
第
一
日
曜
日
と
定
む

　
　
　
　

昭
和
五
十
六
年
宿
本

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
梓

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
昌
弘　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
西
大
善

　
　
　
　
　
　
　

川
口
利
幸

　
　
　
　
　
　
　

小
田
幸
志

　
　

当
日
正
午
よ
り
氏
神
様
に
参

　
　

拝
後
直
に
日
待
を
取
行
い
午

　
　

後
十
二
時
終
了

　
　
　
　

禮
供

　
　

一
、　
　
　

平

　
　

二
、　
　
　

酢
の
も
の

　
　

三
、　
　
　

味
噌
汁

　
　

四
、　
　
　

赤
飯

　
　
　

本
膳
献
立

　
　

一
、　
　
　

刺
身　
　
　

六
皿

　
　

二
、　
　
　

煮
〆　
　
　

六

　
　

三
、　
　
　

酢
の
物　
　

六

　
　

四
、　
　
　

ぬ
た　
　
　

六

　
　

五
、　
　
　
　

鶏
肉
か
ら
揚　
　

六　
　
【
六
四
】

　
　

六
、　
　
　
　

野
菜
サ
ラ
ダ
盛
合
せ　

六

　
　

七
、　
　
　
　

寿
司　
　
　
　
　
　

六

　
　

八
、　
　
　
　

味
噌
汁　

　
　
　
　

夕
食

　
　

一
、　
　
　
　

押
寿
司

　
　

二
、　
　
　
　

手
こ
ね
寿
司

　
　

三
、　
　
　
　

五
目
飯

　
　
　
　
　
　

外
に
漬
物

　

※
費
用
は
、
酒
刺
身
代
を
全
員

　
　

よ
り
徴
集
し
他
の
も
の
は
宿

　
　

本
に
て
負
担

　
　
　

清
酒　
　

一
級　
　
　
　

六
本

　
　
　

サ
ン
ト
リ
ー
オ
ー
ル
ド　

二
本

　
　
　

酒
魚
代
金

　
　

一
、
金
貳
万
貳
千
八
百
円
也

　
　
　
　

金
一
人
当
た
り
一
〇
〇
〇
円
を
徴
集

　
　
　
　

残
金
は
貯
金
に
振
込
む

　
　
　
　
　

当
日
の
寄
贈
者

　
　

一
、
金　
　

五
〇
〇
〇
円　
　
　
　
　

川
口
博
生

殿
　
　

一
、
サ
ン
ト
リ
ー
オ
ー
ル
ド　

一
本

　
　
　
　

ビ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

五
本　

大
西
大
善

殿
　
　
　
　

魚
（
ス
ズ
キ
）　
　
　
　

一
本

　
　

一
、
清
酒　
　
　
　
　
　
　
　

一
本　

川
口
潮
殿

　
　

一
、
清
酒　
　
　
　
　
　
　
　

一
本　

橋
本
梓
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昭
和
五
拾
貳
年
七
月
二
十
九
日

　
　
　

場
所　
　

南
張
公
民
館

　
　

人
員

　
　
　

旧
山
組　
　

一
四
名

　
　
　

新
山
組　
　

二
七
名

　
　
　
　
　

計　
　

四
一
名

　
　

収
支
之
部

　
　
　

酒
代　
　
　

五
本　
　
　
　
　

七
〇
〇
〇

　
　
　

ビ
ー
ル
代　

三
ケ
ー
ス　
　
　

一
一
四
〇
〇

　
　
　

寿
司
代　

一
名
五
〇
〇　
　
　

三
三
五
〇
〇

　
　
　

仕
出
代　

一
名
一
〇
〇
〇　
　

四
七
〇
〇
〇

　
　
　

つ
ま
み
代　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
〇

　

計　

九
萬
参
阡
九
百
圓
也

新
山
名
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
四
】

　
　
　
　

川
口
博
生

　
　
　
　

西
井
新
之
助

　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵

　
　
　
　

西
井
久
三

　
　
　
　

大
西
輝
夫

　
　
　
　

中
村
勘
吾

　
　
　
　

別
当
幸
生

　
　
　
　

橋
本
梓

　
　
　
　

杉
浦
勗

　
　
　
　

中
島
保
拾

　
　
　
　

植
村
公
雄

　
　
　
　

川
口
潮

　
　
　
　

山
本
長
司

　
　
　
　

堀
尾
泰
功

　
　
　
　

大
西
恭
平

　
　
　
　

大
西
善
吾

　
　
　
　

大
西
大
善

　
　
　
　

川
面
巌

　
　
　
　

堀
尾
昌
弘

　
　
　
　

川
口
利
幸　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
五
】

　
　
　
　

小
田
幸
志

　
　
　
　

植
村
房
宏

　
　
　
　

植
村
和
則

　
　
　
　

川
口
栄
紀

　
　
　
　

川
口
修
一

　
　
　
　

田
畑
忠
義

　
　
　
　

西
井
規
雄

　

下
向
日
待

　
　
　

旧
山
組
よ
り
頂
く

　
　

ビ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
本

　
　

フ
ァ
ン
タ
ホ
ー
ム
サ
イ
ズ　

十
二
本

　
　

コ
カ
コ
ー
ラ
ホ
ー
ム
サ
イ
ズ　

十
本

　
　

区
長
堀
尾
良
一
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　

清
酒　
　
　
　
　
　

一
本

　
　

代
理
者
堀
尾
光
太
郎
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　

清
酒　
　
　
　
　
　

一
本

　
　
　
　
　

川
口
博
生
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル　
　
　
　

二
十
本

　
　
　
　
　

西
井
新
之
助
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル　
　
　
　

二
十
本

　
　
　
　
　

大
西
大
善
氏
よ
り

　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル　
　
　
　

二
十
本

　
　

会
場　
　

公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
六
】

日
時　

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
日

　
　

定
式
祭
礼

註　

毎
年
三
月
一
日
な
る
も
都
合
に
依
り

　
　

今
年
は
三
月
十
日
に
定
む

　
　

当
日
集
合
は
正
午
楠
之
宮
に
参
拝

　
　

後
直
ち
に
公
民
館
に
於
て
日
待
を
行
う

　
　
　
　
　

当
日
の
礼
供

　
　

一
、　
　
　
　

平

　
　

二
、　
　
　
　

な
ま
す

　
　

三
、　
　
　
　

味
噌
汁

　
　

四
、　
　
　
　

赤
飯

　
　
　
　
　

本
膳
献
立

　
　

一
、　
　
　
　

刺
身　
　

六

　
　

二
、　
　
　
　

煮
〆　
　

六

　
　

三
、　
　
　
　

酢
の
物　

六

　
　

四
、　
　
　
　

寒
天　
　

六

　
　

五
、　
　
　
　

す
し　
　

六

　
　

六
、　
　
　
　

赤
飯

　
　

七
、　
　
　
　

吸
物

　
　
　
　
　

夕
食

　
　

一
、　
　
　
　

す
し

　
　

二
、　
　
　
　

五
目
飯

　
　

　

一
、
酒
魚
は
徴
集
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
【
五
七
】

　
　
　

他
の
も
の
は
宿
本
に
て
出
費

　
　
　

す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

酒　
　
　

三
本

　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ー
ル　

二
十
本

　

一
、
宿
本
は
五
名
一
組
と
し
て

　
　
　

当
番
制
と
す
る

　
　
　

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
日

　
　
　

当
番　
　

川
口
博
生

　
　
　
　
　
　
　

西
井
新
之
助
（
中
島
保
拾
）

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
兵
蔵

　
　
　
　
　
　
　

西
井
久
三

　
　
　
　
　
　
　

大
西
輝
男

　
　

五
十
四
年　

中
村
勘
吾

　
　
　
　
　
　
　

山
本
長
司

　
　
　
　
　
　
　

川
面
巌

　
　
　
　
　
　
　

植
村
和
則

　
　
　
　
　
　
　

中
島
保
拾

　
　

五
十
五
年　

別
当
幸
生

　
　
　
　
　
　
　

植
松
公
雄

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
泰
功

　
　
　
　
　
　
　

大
西
恭
平

　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
吾

　

五
十
六
年　

橋
本
梓　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
八
】

　
　
　
　
　
　

大
西
大
善

　
　
　
　
　
　

堀
尾
昌
弘

　
　
　
　
　
　

川
口
利
幸

　
　
　
　
　
　

川
田
幸
志

　

五
十
七
年　

杉
浦
勗
（
勘
吾
）

　
　
　
　
　
　

植
村
房
宏

　
　
　
　
　
　

川
口
栄
紀　
　

　
　
　
　

 　

  

田
畑
忠
義

　
　
　
　
　
　

川
口
修
一

　

酒
魚
代

　
　
　

金
壱
萬
貳
阡
百
九
拾
圓
也

　

一
人
当
り　
　

金
五
百
圓
也

　

出
席
者　
　
　

二
十
五
名

昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
【
五
九
】

　
　

定
式
祭
礼

　

会
場　

公
民
館

当
日
正
午
楠
の
宮
に
参
拝
後

直
に
公
民
館
に
於
て
日
待
を

行
ふ
、
午
後
十
二
時
終
了

　
　

礼
供

一
、　
　
　
　
　
　

平
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計　
　
　
　
　
　

五
三
四
〇
円

　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　

五
名
に
て
割
勘
定

　
　
　
　

一
人
当
り　

一
〇
六
八
円
也

　
　
　
　

欠
席　

川
口
一
弥
氏

　

ろ
組

　
　
　

中
村
官
市
氏
宅

　
　
　

不
記

昭
和
四
十
九
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
四
八
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

岩
田
元
男
氏

　

ろ
組　

岩
田
道
夫
氏

　

で
有
る
が
合
同

　

公
民
館
に
て
お
日
待
を

　

行
ふ

　

両
組
合
計

　
　

酒
二
升　
　
　
　

壱
阡
九
百
六
十
円

　
　

さ
し
み　
　
　
　

四
阡
一
百
六
十
円

　
　

煮
魚　
　
　
　
　

壱
阡
八
百
九
十
円

　
　

さ
ん
ま　
　
　
　

四
百
円

　

両
組
合
計
金

　
　
　

八
阡
四
百
五
十
円
也

　
　
　

十
三
名
に
て
割
勘
定

　
　
　

一
人
当　
　

八
百
五
十
円
也
×　
　
　
　
　

昭
和
五
拾
年
参
月
弐
日　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
九
】

　
　

定
式
祭
礼

　

宿
本　

大
西
政
千
代

　
　
　
　

川
口
一
弥

　

合
同
に
て
公
民
館
に
て

　

御
日
待
を
行
ふ

　

・
酒
二
升　
　
　

貳
阡
参
百
六
拾
円

　

・
さ
し
み　
　
　

参
阡
五
百
参
拾
円

　

・
さ
ん
マ　
　
　

八
百
四
拾
円

　

・
煮
魚　
　
　
　

壱
阡
八
百
円

　

両
組
計
「
八
阡
五
百
参
拾
円
」

　

十
三
名
に
て
割
勘
定

　
　
　

一
人
当　

七
百
円
也

● 

明
五
拾
壱
年
度
よ
り

　

参
月
第
一
日
曜
日
と
す
る

● 

米
の
持
参
を
無
し
と

　

す
る

昭
和
五
十
一
年
一
月

　
　

杉
浦
清
也
氏　

死
亡

昭
和
五
十
一
年
三
月
七
日
（
日
曜
日
）　
　
　
【
五
〇
】

　
　

定
式
祭
礼

　

今
回
よ
り
毎
年
参
月
の
第
一
日
曜
日
と
定
む

　

右
の
通
り
執
行
す
べ
き
と
こ
ろ
都
合

　

に
よ
り
左
記
の
如
く
定
式
祭
礼
を

　

行
う

　
　
　

会
場　

公
民
館

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
二
日

　
　
　

宿
本　
　
　

山
本
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
郎

　

一
、
清
酒
弐
升　
　
　
　

弐
阡
六
百
六
拾
円

　

二
、
鰹
（
三
本
）　
　
　

参
阡
九
百
五
十
円

　

三
、
煮
魚　
　
　
　
　
　

弐
阡
四
百
弐
拾
五
円

　

四
、
す
し
用
あ
じ　
　
　

壱
阡
四
百
拾
円

　

五
、
〃　
　

さ
ん
ま　
　

六
百
円

　
　
　
　
　

合
計　

壱
万
壱
阡
弐
拾
円
也

　

宿
本
を
除
く
十
二
名
に
て
割
勘
定
と
す

　

一
人
当
九
百
拾
八
円
也
な
れ
ど
も

　

金
壱
阡
円
也
と
す
る

　

翌
伍
拾
弐
年
度
よ
り
三
月
二
日
と
す
る

　
　

当
日
の
献
立

　

１
．
煮
〆　
　
　
　
　

四

　

２
．
膾
又
ハ
ヌ
タ　
　

四

　

３
．
寒
天　
　
　
　
　

四

　

４
．
煮
魚　
　
　
　
　

六

　

５
．
刺
身　
　
　
　
　

六

　

礼
供

　

１
．
平　
　
　

４
．
味
噌
汁

　

２
．
ツ
ボ　
　

５
．
赤
飯

　

３
．
ナ
マ
ス

昭
和
五
拾
弐
年
三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
【
五
一
】

　
　

定
式
祭
礼

　

注　

本
年
よ
り
三
月
二
日
と
定
む
れ
ど

　
　
　

も
都
合
に
依
り
本
日
行
ふ

　
　
　

会
場　
　

公
民
館

　
　
　
　
　

宿
本　
　

正
木
欽
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
当
博　

　

一
、
清
酒
二
升　
　

一
、
金　

弐
阡
六
百
六
十
円

　

一
、
刺
身　
　
　
　

一
、四
阡
五
百
円

　

一
、
ム
ツ　
　
　
　

一
、三
阡
円

　

一
、
イ
カ　
　
　
　

一
、六
百
円

　

一
、
サ
ン
マ　
　
　

一
、
壱
千
五
百
円

　

一
、
か
し
わ　
　
　

一
、
弐
百
八
十
円

　
　
　
　

合
計　
　

壱
万
弐
阡
五
百
四
十
円

　
　

宿
本
を
除
く
十
名
に
て
割
勘
定

　
　

と
し
て
山
本
一
郎
氏
ハ
五
百
円
お
願
い

　
　

し
四
十
円
は
宿
本
に
て
負
担
し
て

　
　

頂
き
し
為

　
　

一
人
当
り
壱
千
弐
百
円
と
す
る

　

昭
和
五
拾
参
年
度
よ
り

　
　

三
月
一
日
午
後
一
時
と
す
る

富
士
参
り
決
算　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
二
】

昭
和
五
拾
貳
年
七
月

収
入
之
部

会
費　
　
　
　
　

二
十
七
名
分
（
一
名
三
〇
〇
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
一
〇
〇
〇
〇

餞
別　
　
　
　
　

二
名　
　

区
長　
　

堀
尾
良
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

西
井
保
三
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
〇
〇

合
計
金　
　
　
　

八
拾
五
萬
圓
也

支
出
之
部

日
本
旅
行
社　
　

二
十
七
名
分
（
一
名
三
二
〇
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
六
〇
〇
〇
〇

運
転
手
寸
志　
　

三
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〇
〇
〇

土
産　
　
　
　
　

二　

四
二
〇
〇

宴
会
費　
　
　
　
　
　

一
二
二
三
八
五

強
力　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
〇

鉛
筆　
　
　
　
　
　
　

四
六
六
〇

電
話
代　
　
　
　
　
　

八
〇
〇

合
計
金　
　
　
　

壱
百
貳
萬

　
　
　
　
　
　
　

壱
阡
四
拾
五
圓
也

　
　

差
引
不
足
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
三
】

　
　
　
　

金　

拾
七
萬
壱
阡
四
拾
五
圓

　
　

不
足
分
徴
収
（
一
名　

一
〇
〇
〇
〇
）

　
　
　
　
　
　

二
七
〇
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　

不
足
額　
　

一
七
一
〇
四
五

　
　
　
　
　
　
　

下
向
日
待　

九
三
九
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
費

　
　
　
　
　
　
　

貯
金　
　
　

五
〇
五
五

　
　

下
向
日
待
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他
に
白
米
五
合

　

ろ
組
宿
本

　
　
　

別
當　

博

　

三
十
九
年
度
宿
本

　
　

い
組　

正
木
欽
一

　
　

ろ
組　

正
木
俊
一

昭
和
三
九
年
三
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組
宿
本　

正
木
欽
一

　

ろ
〃　
　
　

川
口
忠
良

　

一
、
酒
代　
　

六
七
五
円

　

一
、
魚
代　
　

七
〇
〇
円

　

合
計　
　
　
　

一
三
七
五
円

　
　

他
に　
　

白
米　
　

五
合　
　
　
　
　
【
四
二
】

　

右
之
金
額
は
宿
本
を
除
き
七
名

　
　

割
勘
定　

一
名
宛　

二
〇
〇
円
也

　

昭
和
四
拾
年
三
月
二
日

　
　
　

定
式
祭
礼

　
　

い
組　

岩
田
一
夫
宅

　
　

ろ
組　

中
村
官
市
〃

　
　
　

会
費　

弐
百
円
也

　

昭
和
四
拾
壱
年
三
月
二
日

　
　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

植
村
誠
一
宅

　

ろ
組　

柳
生
勝
敏
宅

　

一
、
酒
代　

七
百
十
円
也

　

一
、
魚
代　

壱
阡
円
也

合
計
金　

壱
阡
七
百
拾
円
也

　
　

他
に
白
米
五
合

　

右
之
金
額
は
宿
本
を
除
く

　

七
名
割
勘
定
一
名
宛

　
　
　
　
　

金
弐
百
五
拾
円
也

　

四
拾
弐
年
度
宿
本

　
　

岩
田
元
男
君

　
　

世
古
勝
三
君

昭
和
四
拾
弐
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
四
三
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

岩
田
元
男
君
宅

　

ろ
組　

岩
田
道
生
君
宅

　

一　

酒
代
金　

七
百
四
拾
五
円
也

　

一　

魚
代
金　

弐
阡
参
拾
円
也

　

合
計
金　

弐
阡
七
百
七
拾
五
円
也

　
　

他
に
白
米
五
合

　

右
之
金
額
は
宿
本
を
除
く

　

七
名
割
勘
定
一
名
宛

　
　
　

金
四
百
円
也

昭
和
四
十
三
年
度
宿
本

　

い
組　

川
口
一
弥
君
宅

　

ろ
組　

大
西
政
千
代
君
宅

昭
和
四
十
参
年
三
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

川
口
一
弥
君
宅

　

ろ
組　

大
西
政
千
代
君
宅

　

一
金
酒
魚
代
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
四
】

　

合
計
金　

弐
阡
弐
百
円
也

　
　

他　

白
米
五
合

　

右
之
金
額
は
宿
本
を
除
く

　

六
名
割
勘
定
一
名
宛

　

金
四
百
円
也

昭
和
四
拾
四
年
三
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

小
田
直
氏
宅

　

ろ
組　

山
本
一
郎
氏
宅

　

酒
魚
代

　

い
、
ろ
組
合
計
六
阡
弐
百
六
拾
円
也

　

他
に
白
米
五
合

　

右
金
額
宿
本
を
除
き
割
勘
定

昭
和
四
拾
五
年
三
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

杉
浦
清
也
様
宅

　

ろ
組　

別
當
博
様
宅

い
組
酒
魚
代
含
み
三
阡
百
四
拾
四
円

□
□
酒
一
升
八
三
〇
円
魚
代
二
阡
四
百
十
四
円

岩
田
一
夫
氏
昨
年
九
月
死
亡
に
付

欠
席
す

昭
和
四
十
六
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
四
五
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

大
西
善
郎
様
宅

　

ろ
組　

川
口
忠
良
〃

（
い
組
）
酒
代
一
升　
　
　
　

八
九
〇
円
也

　
　
　
　

煮
魚
代　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
円
也

　
　
　
　

刺
身　
　
　
　
　
　

一
一
四
〇
円
也

　
　
　
　

ア
ジ
代　
　
　
　
　

五
〇
〇
円
也

　
　
　
　

計　
　
　

三
五
三
〇
円
也

　
　
　
　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　
　
　
　

六
名
に
て
割
勘
定

　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
当
り　

五
八
八
円
也

（
ろ
組
）

　
　
　
　

酒
代
一
升　
　
　
　

八
九
〇
円
也

　
　
　
　

煮
魚
代　
　
　
　
　

一
一
一
〇
円
也

　
　
　
　

刺
身　
　
　
　
　
　

一
六
二
〇
円
也

　
　
　
　

ア
ジ
代　
　
　
　
　

六
百
五
十
円

　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　

四
二
七
〇
円
也

　
　
　
　

八
名
に
て
割
勘
定

　
　
　
　
　
　
　
　

一
人
あ
た
り
五
三
四
円

昭
和
四
拾
七
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
四
六
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

正
木
欽
一
様
宅

　

ろ
組　

柳
生
勝
敏
様
宅

（
い
組
）
酒
代
一
升　
　
　

八
九
〇
円
也

　
　
　
　

煮
魚　
　
　
　
　

九
九
〇
円
也

　
　
　
　

刺
身　
　
　
　

一
三
〇
〇
円
也

　
　
　
　

鯵　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
円
也

　
　
　
　

計　
　
　
　
　

三
四
八
〇
円
也

　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　

六
名
に
て
割
勘
定

　
　
　
　

一
人
当
り　
　

五
八
〇
円
也

（
ろ
組
）
酒
代
一
升　
　
　

八
九
〇
円
也

　
　
　
　

煮
魚　
　
　
　

一
一
三
〇
円
也

　
　
　
　

刺
身　
　
　
　

一
四
五
〇
円
也

　
　
　
　

鯵　
　
　
　
　
　

四
〇
〇
円
也

　
　
　
　

計　
　
　
　
　

三
八
七
〇
円

　

八
名
に
て
割
勘
定

　
　
　
　

一
人
当
り　
　

四
八
五
円
也

　

昭
和
四
十
七
年
十
二
月

　
　
　

小
田
直
氏　

死
亡

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
四
七
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

植
村
誠
一
氏
宅

　

ろ
組　

中
村
官
市
氏
宅

　

い
組　

酒
代
一
升　
　
　

八
百
九
十
円
也

　
　
　
　

煮
魚　
　
　
　
　

一
六
五
〇
円

　
　
　
　

刺
身　
　
　
　
　

二
三
五
〇
円

　
　
　
　

ア
じ
代　
　
　
　
　

四
五
〇
円

(11)
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割
勘
定　

各
六
拾
円
宛　

　

講
員　

八
名

（
い
組
）　

小
田　

直

　
　
　
　
　

杉
浦
清
也

　
　
　
　
　

大
西
善
郎

　
　
　
　
　

正
木
欽
一

　
　
　
　
　

岩
田
一
夫

　
　
　
　
　

植
村
誠
一

　
　
　
　
　

岩
田
元
男

　
　
　
　
　

川
口
一
弥

　

講
員　

九
名

（
ろ
組
）　

山
本
一
郎

　
　
　
　
　

別
當　

博

　
　
　
　
　

正
木
俊
一

　
　
　
　
　

川
口
忠
良

　
　
　
　
　

中
村
官
市　
　

　
　
　
　
　

世
古
勝
三

　
　
　
　
　

柳
生
勝
敏

　
　
　
　
　

岩
田
道
生

　
　
　
　
　

大
西
政
千
代

昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
三
五
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組　

宿
本

　
　
　
　

川
口
一
弥

　
　

１
．
酒
（
一
升
）　

四
九
〇
円

　
　

２
．
魚
代　
　
　
　

一
五
〇
円

　
　

合
計　
　
　
　
　
　

六
四
〇
円

　
　
　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　
　
　

講
員
七
名
に
割
勘
定

　
　
　

一
人　
　
　
　
　

一
〇
〇
円
也

　

ろ
組　

宿
本

　
　
　
　

岩
田
道
生

　
　

回
章　
　

控　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
六
】

明
四
月
二
日
は
冨
士
講
定
式

祭
禮
相
営
□
講
員
諸
氏
の

家
運
隆
盛
と
家
業
の

繁
栄
を
御
祈
願
い
た
す
為
め

当
日
正
午
よ
り
宿
本
岩
田
元
男
宅
へ

御
参
集
相
成
為
御
案
内
申
上
け
ま
し
た

　

い
組
講
員
順
番
ニ
御
願
□
□

　
　
　
　

小
田
直
殿

　
　
　
　

杉
浦
清
也
殿

　
　
　
　

大
西
善
郎
殿

　
　
　
　

正
木
欽
一
殿

　
　
　
　

岩
田
一
夫
殿

　
　
　
　

植
村
誠
一
殿

　
　
　
　

川
口
一
弥
殿

　

宿
本　

岩
田
元
男

昭
和
参
拾
四
年
度　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
七
】

　
　

い
組
宿
本
岩
田
元
男
君
宅

　

酒
代
一
升　
　

四
百
九
拾
五
円
也

　

魚
代
（
さ
ハ
ら
）
弐
百
円
也

　

計　

六
百
九
拾
五
円
也

　

講
員
（
い
組
）
八　

宿
本
を
除
き

　

割
勘
定　

各
壱
百
円
也

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
三
八
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組
宿
本

　
　
　

小
田
直

　

１
．
酒
（
一
升
）　
　

五
〇
〇
円

　

２
．
魚
代　
　
　
　
　

三
四
〇
円

　
　

合
計　
　
　
　
　
　

八
四
〇
円

　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　

講
員
六
名
に
割
勘
定

　
（
川
口
一
弥
君
都
合
ニ
ヨ
リ
欠
席
）

　

一
人　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
円
也

　

ろ
組
宿
本

　
　
　

大
西
政
千
代

　

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
【
三
九
】

全
講
員
合
議
の
上

右
の
通
り
定
め
る

　

一
、
期
日
の
変
更

　
　
　

昭
和
三
十
七
年
度
以
降
は

　
　
　

毎
年
三
月
二
日
を
定
例

　
　
　

祭
日
と
定
め
る

　

一
、
献
立

　
　
　

１
．
煮
〆

　
　
　

２
．
酢
合
（
ナ
マ
ス
）

　
　
　

３
．
シ
タ
シ

　
　
　

４
．
煮
ザ
カ
ナ

　
　
　

５
．
刺
身

　

一
、
会
計

　
　
　

左
の
も
の
に
就
い
て
は
宿
本
を
除
き
割
勘
定
と
す

一
、
夕
食
ノ
サ
カ
ナ
代

　
　
　

一
、
煮
ザ
カ
ナ

　
　
　

一
、
刺
身

　
　
　

一
、
酒
代
（
一
升
）

　
　
　

一
、
白
米
（
各
自
五
合
持
参
）

　

昭
和
三
十
七
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
【
四
〇
】

定
式
祭
礼

　

い
組
宿
本

　
　
　

杉
浦
清
也

　

一
、
酒
代
一
升　
　
　
　

五
三
〇
円

　

二
、
魚
代　

煮
サ
カ
ナ　

三
五
〇
円

　
　
　
　
　
　

五
目
出
し

　

三
、
サ
シ
ミ　
　
　
　
　

五
〇
〇
円

　

合
計　

一
三
八
〇
円

　

右
金
額
を
宿
本
を
除
き

　

講
員
七
名
に
割
勘
定

　

一
人　
　
　
　

二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

及
白
米
五
合

　

ろ
組　

山
本
一
郎

　

い
組　

八
名

　

ろ
組　

九
名　

　

昭
和
三
十
八
年
度
宿
本

　
　
　

い
組　
　

大
西
善
郎

　
　
　

ろ
組　
　

別
當　

博

　

集
会　

午
後
一
時

　

昼　
　

茶
菓
子

　

夕
食　
「
チ
ラ
シ
す
し
お
よ
び
五
目
飯
」

昭
和
三
八
年
三
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
一
】

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組
宿
本

　
　
　

大
西
善
郎

　

一
、
酒
代　
　
　
　

五
三
〇
ー

　

一
、
刺
身
魚
代　
　

四
五
〇
ー

　

一
、
煮
魚
代　
　
　

三
六
〇
ー

　

一
、
夕
食
だ
し
代　

一
三
〇
ー

　
　
　
　

合
計　
　
　

一
四
七
〇
ー

　

右
金
額
を
宿
本
を
除
く

　

六
名
（
一
名
欠
席
）
に
て

　

割
勘
定

(10)
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定
式
祭
礼

　

宿
本　

イ
組　

川
口
一
弥

　
　
　
　

ロ
組　

岩
田
道
生

　

講
員　

拾
八
名　

イ　

十
名

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ　

八
名

　

酒
代
（
イ
組
五
合
）

　

一
金　

弐
百
四
十
弐
円
五
十
銭
也

　

魚
代

　

一
金　

四
百
円
也

　

ロ
組

　

酒
代

　
　

一
金　

二
百
四
拾
弐
円
五
十
銭
也

　

魚
代

　

一
金　

四
百
円
也

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
九
】

　
　

定
式
祭
礼

　

宿
本　
　

大
西
政
千
代
君
宅

　

講
員　

十
八
名

　

一　

酒
代　
　
　

一
金
壱
阡
三
百
円

　

一　

魚
代　
　
　

一
金
壱
阡
弐
百
円

　

一　

茶
菓
子
代　

一
金
九
百
五
十
円

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

い
組
宿
本　

小
田
直
宅

　

講
員
九
名

　
　

小
田
直

　
　

小
田
保
太
郎

　
　

杉
浦
清
也

　
　

大
西
善
郎

　
　

正
木
欽
一

　
　

岩
田
一
夫

　
　

植
村
誠
一

　
　

岩
田
元
男

　
　

川
口
一
弥

　

一　

酒
代　

一
金
弐
百
参
拾
弐
円
五
十
壱
阡

　

一　

魚
代　

一
金
六
百
円
也

　

ろ
組
宿
本

　
　

山
本
一
郎
宅

　

講
員
九
名

　
　

山
本
一
郎

　
　

別
當
博

　
　

正
木
俊
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
〇
】

　
　

川
口
忠
良

　
　

中
村
官
市　
　

　
　

柳
生
晴
數

　
　

岩
田
道
生

　
　

□
□
勝
三

　
　

大
西
政
千
代

　

一　

酒
代　

一
金
弐
百
参
拾
弐
円
五
十
銭
也

　

一　

魚
代　

一
金
六
百
円
也

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日

　

定
式
祭
礼

　
　

宿
本　

イ
組　

杉
浦
清
也

　
　
　
　
　

ロ
組　

別
当
博

　
　

講
員
十
八
名　

イ
組
九
名

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
組
九
名

　
　

酒
代　

イ
組
一
升

　
　

一
金　

四
百
八
拾
五
円
也

　
　

魚
代　

　
　

一
金　

弐
百
拾
五
円
也

　
　

酒
代　

ロ
組

　
　

一
金

　
　

魚
代

　
　

一
金

昭
和
三
拾
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
一
】

　

定
式
祭
礼

　
　

宿
本　

イ
組　

大
西
善
郎

　
　
　
　
　

ロ
組　

正
木
俊
一

　
　

イ
組

　
　

酒
代　

一
升　

四
百
八
拾
五
円

　
　

魚
代　

参
百
六
拾
七
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
（
宿
本
を
除
く
）

　
　

ロ
組

　
　

酒
代　

五
合　

弐
百
四
拾
五
円

　
　

魚
代　

参
百
六
拾
七
円
五
拾
銭

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

　

定
式
祭
礼

　
　

宿
本　

イ
組　

正
木
欽
一

　
　
　
　
　

ロ
組　

川
口
忠
良

　
　

イ
組

　
　

酒
代　

一
升　

四
百
八
拾
五
円

　
　

魚
代　

五
百
四
拾
円
也

　
　
　
　
　
　
（
宿
本
を
除
く
）

　
　

ロ
組　

酒
五
合　

弐
百
四
拾
五
円　
　
【
三
二
】

　
　
　
　
　

魚
代　

五
百
四
拾
円
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
宿
本
を
除
く
）

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

　

定
式
祭
礼

　
　

宿
本　

イ
組　

岩
田
一
夫

　
　
　
　
　

ロ
組　

中
村
官
市

　
　

イ
組

　
　
　

酒
代　

四
百
八
拾
五
円

　
　
　

魚
代　

二
百
円

　
　
　
　
　
　
（
宿
本
を
除
く
）

　
　

ロ
組

　
　
　

酒
代　

五
合　

弐
百
四
拾
五
円

　
　
　

魚
代　

弐
百
円

　
　
　
　
　
　
（
宿
本
を
除
く
）

昭
和
三
十
三
年
四
月
弐
日　
　
　
　
　
　
　
【
三
三
】

　

定
式
祭
礼

　

宿
本
（
い
組
）　

植
村
誠
一

　

酒
一
升
代　

四
百
九
拾
五
円

　

魚
代　
　
　

弐
百
円

　
　
　

計　
　

六
百
九
拾
五
円

　

講
員
（
い
組
）　

八
名　

宿
本
を
除
き

　

割
勘
定　
　
　

各
壱
百
円
宛

　
（
ろ
組
）
宿
本　

世
古
勝
三

　
　

酒
五
合
代　

二
百
伍
拾
円
也

　
　

魚
代　
　
　

百
八
拾
円
也

　
　
　
　

計　

四
百
参
拾
円
也

　
　

割
勘
定　

各
五
拾
五
円
也

昭
和
参
拾
四
年
四
月
二
日

　

定
式
祭
礼

　

い
組　

宿
本　

岩
田
元
男

　
　

酒
一
升
代　
　

四
百
九
拾
五
円
也

　
　

魚
代
（
さ
ハ
ら
）
弐
百
円
也

　
　
　
　

計　
　

六
百
九
拾
五
円
也

　
　

講
員
（
い
組
）　

八
名　

宿
本
を
除
き

　
　

割
勘
定　
　
　

各
壱
百
円
宛

　

ろ
組　

宿
本　

柳
生
勝
敏　
　
　
　
　
　
【
三
四
】

　
　

酒
五
合
代　
　
　

二
百
五
拾
円
也

　
　

魚
代
（
さ
ハ
ら
）　

二
百
円
也

　
　
　

計　

四
百
五
拾
円
也

　

講
員
（
ろ
組
）　

九
名　

宿
本
を
除
き

(9)
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講
員
二
十
一
名　

大
西
＝
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
＝
十
一
名

　
　

酒
代
各
五
合

　
　
　

計
一
升
代
二
円
十
銭

　

右
ノ
通
リ　

　

追
記

　
　

下
向
日
待
ノ
魚
代
十
五
銭
先
送
リ

　

昭
和
十
九
年
四
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

宿
本　

イ　

正
木
欽
一

　
　
　
　

ロ　

大
西
守

　
　

講
員
二
十
一
名　
　

イ　

十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ　

十
一
名

　
　

酒
代
（
各
五
合
）

　
　
　
　

合
計
三
円
二
十
銭

　
　
　

イ
・
・
・
・
一
円
六
十
銭

　
　
　

ロ
・
・
・
・
一
円
六
十
銭

　
　

魚
代
（
肴
ノ
煮
魚
代
）

　
　
　

イ
・
・
・
・
三
円
十
銭

　
　
　

ロ
・
・
・
・
三
円
八
十
銭

　

砂
糖
代　

一
人
当
り
五
銭
宛
宿
本
宅
□
□
各
自

　
　
　
　
　

受
入

昭
和
貳
拾
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
四
】

　
　

定
式
祭
礼

宿
本　

イ
組　

杉
浦
清
也

　
　
　

ロ
組　

別
当　

博

　

講
員
廿
一
名

　
　
　

イ
組　

十
名
（
宿
本
共
）

　
　
　

ロ
組　

十
一
名
（
〃
）

　

酒
代
（
各
五
合
）
宿
本
ハ
除
く

　
　
　

合
計　

四
円
八
拾
銭

　
　

イ
・
・　

二
円
四
拾
銭

　
　

ロ
・
・　

二
円
四
拾
銭

　

魚
代　

五
円
二
十
五
銭

　
　

イ
・
・　

二
円
五
拾
銭

　
　

ロ
・
・　

二
円
七
十
五
銭

　

右
之
通
り

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

宿
本　

イ
組　

岩
田
一
夫　

　
　
　

ロ
組　

川
口
徳
三

　

講
員　

十
九
名　

イ
組　

九
名

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
組　

十
名

　

酒
代
（
五
合
）

　
　

金
拾
壱
円
伍
拾
銭

　

魚
代

　
　

イ
組　
　

弐
拾
八
円

　
　

ロ
組　
　

四
拾
円

昭
和
弐
拾
弐
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
五
】

　

定
式
祭
礼

宿
本　

イ
組　

植
村
誠
一

　
　
　

ロ
組　

川
口
忠
良

　

講
員　

十
九
名　

イ
組　

十
名
（
宿
本
除
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
組　

九
名
（
〃
）

　

酒
代　

イ
組
（
五
合
）

　
　
　

一　

金
弐
拾
壱
円
伍
拾
銭
也

　

魚
代　

イ
組
（
壱
貫
）

　
　
　

一　

金
壱
百
円
也

　

酒
代　

ロ
組
（
五
合
）

　
　
　

一　

金
弐
拾
壱
円
伍
拾
銭
也

　

魚
代　

ロ
組
（
壱
貫
）

　
　
　

一　

金
壱
百
円
也

昭
和
弐
拾
参
年
四
月
二
日

　

定
式
祭
礼

宿
元　

イ
組　

小
田
保
一　

　
　
　

ロ
組　

正
木
俊
一

　

講
員　

貳
拾
壱
名　

イ
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
組

　

酒
代　

イ
組

　
　

一
金
参
百
五
拾
円

　

魚
代　

イ
組

　
　

一
金
参
百
拾
円

　

酒
代　

ロ
組

　
　

一
金
参
百
伍
拾
円

　
　

魚
代　

ロ
組　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
六
】

　
　
　

一
金
参
百
拾
円

　

右
之
通

　
　

肴
代
は
宿
元
除
く

　

イ
組　
　
　
　
　
　

ロ
組

　

岩
田
元
雄　
　
　

×
川
口
徳
三

　

山
本
勝
三　
　
　
　

岩
田
道
男

　

岩
田
一
夫　
　
　
　

柳
生
勝
利

　

植
村
誠
一　
　
　
　

大
西
政
千
代

　

正
木
欽
一　
　
　
　

中
村
堪
一

　

杉
浦
清
也　
　
　
　

別
當
博

×
小
田
保
一　
　
　
　

山
本
一
郎

　

小
田
直　
　
　
　

×
川
口
甚
一

　

川
口
一
弥　
　
　
　

正
木
俊
一

　

大
西
善
郎　
　
　

×
大
西
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
義
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
忠
良

　

右
昭
和
貳
拾
参
年
四
月
二
日

　

日
待
出
席
人
名
但
宿
元
共

　

イ
組　
　
　
　
　
　

ロ
組

　

拾
名　
　
　
　
　
　

八
名

昭
和
弐
拾
四
年
四
月
弐
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
七
】

　
　

定
式
祭
礼

　

宿
本　

イ
組　

山
本
勝
三

　
　
　
　

ロ
組　

中
村
官
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宿
本
共
）

　

講
員
拾
八
名　

イ
組　

拾
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宿
本
共
）

　
　
　
　
　
　
　

ロ
組　

八
名

　

酒
代
（
イ
組
）（
五
合
）

　
　

一
金
参
百
七
拾
八
円
五
拾
銭
也

　

魚
代
（
イ
組
）

　
　

一
金
四
百
六
拾
七
円
五
拾
銭
也

　

酒
代
ロ
組
（
五
合
）

　
　

一
金
参
百
七
拾
八
銭
五
拾
銭
也

　

魚
代
（
ロ
組
）

　
　

一
金
四
百
六
拾
七
円
五
拾
銭
也

昭
和
弐
拾
五
年
四
月
二
日

　
　

定
式
祭
礼

　

宿
本　

イ
組　

岩
田
広
男

　
　
　
　

ロ
組　

柳
生
勝
敏

　

講
員
拾
八
名　

イ
組
宿
本
共　

拾
名

　
　
　
　
　
　
　

ロ
組
〃　
　
　

八
名

　

酒
代
（
イ
組
五
合
）

　
　

一
金
三
百
弐
拾
円
也

　

魚
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
八
】

　

一
金
参
百
五
拾
円
也

　

ロ
組
酒
代

　

一
金
参
百
弐
拾
円
也

　
　
　

魚
代

　

一
金
参
百
五
拾
円
也

昭
和
弐
六
年
四
月
二
日

(8)
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右
ハ
丗
九
年
度
繰
越
金

一　

金
六
厘
五
毛

　
　
　

右
ハ
四
十
年
度
繰
越
金

明
治
四
拾
壹
年
度

　
　
　

宿
本　
　

大
西
政
之?

　
　
　
　
　
　
　

岩
田
市
次
郎

改
前
年
度
繰
越
金
を

明
治
四
拾
壱
年
度
ニ
於
テ

諸
雑
費
拂
フ

右
之
通
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
六
】

　

冨
士
講
費

一　

金
四
円　
　
　
　

肴
代

一　

金
壱
円
伍
拾
銭　
　

酒
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
升
）

　
　

計
金
五
円
伍
拾
銭

　
　

一
人
割　

四
拾
銭

　

昭
和
四
年
四
月
弐
日

　
　

宿
本　

岩
田
謙
一

　
　
　
　
　

中
村
寛
也

　
　

冨
士
講
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
七
】

一　

金
四
円
伍
拾
銭　
　

魚
代

一　

金
一
円
伍
拾
銭　
　
（
酒
一
升
代
）

　
　
　

計
金
六
圓
也

　
　

昭
和
五
年
四
月
二
日

　
　
　
　

宿
本　
　

小
田
静
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
一
角

　
　

冨
士
講
費

一　

金
四
円
也　
　
　
　

魚
代

一　

金
壱
円
参
拾
銭
也　

酒
代

　
　
　

計
金
五
円
参
拾
銭
也

　
　

昭
和
六
年
四
月
弐
日

　
　
　
　

宿
本　
　

川
口
勇
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

別
當
正
生

　
　

冨
士
講
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
八
】

一　

金
貳
円
参
拾
銭
也　
　

魚
代　
　
　

　
　
　

七
拾
八
銭
也　
　
　

酒
代

　
　

計
金
参
円
八
銭
也

　
　
　

昭
和
七
年
四
月
二
日

　
　
　
　

宿
本　
　

大
西
庫
司

　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
正
彦

　
　

冨
士
講
費
（
下
向
日
待
）

一　

金
参
円
四
拾
銭
也　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚
代

一　

金
壱
円
参
拾
銭
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
酒
代

　
　

計
四
円
七
拾
銭
也

　
　
　

昭
和
七
年
七
月
廿
九
日

　
　
　
　

宿
本　
　

西
井
幸
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

西
井
隆　
　

　
　
　

昭
和
八
年
四
月
二
日

　
　
　
　
　

宿
本

　
　
　
　
　
　

川
面
権
衛

　
　
　
　
　
　

川
口
弥
一

　

昭
和
十
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
九
】

　
　
　
　

宿
本

　
　
　
　
　

橋
本
又
司

　
　
　
　
　

大
西
善
志

　
　

講
員　

西
井
幸
之
助

　
　
　
　
　

西
井　

澄

　
　
　
　
　

堀
尾
光
太
郎

　
　
　
　
　

植
村
厳
一

　
　
　
　
　

小
田
楠
彦

　
　
　
　
　

西
井
小
一

　
　
　
　
　

堀
尾
郁
朗

　
　
　
　
　

正
木
畄
吉

　
　
　
　
　

別
当
純
吉

　
　
　
　
　

大
西
楠
寿

　
　

講
費
肴
料

　

昭
和
十
一
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
〇
】

　
　
　

宿
本

　
　
　
　

堀
尾
光
太
郎

　
　

講
費
肴
料

　
　
　

四
円
十
銭

　

昭
和
拾
三
年
四
月
二
日

　
　
　

宿
本　
　

植
村
厳
一

　
　

講
員　
　
　

西
井
幸
之
助

　
　
　
　
　
　
　

西
井
澄

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
光
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

小
田
楠
彦

　
　
　
　
　
　
　

堀
尾
郁
郎

　
　
　
　
　
　
　

西
井
小
一

　
　
　
　
　
　
　

別
當
純
吉

　
　
　
　
　
　
　

大
西
楠
寿

　
　
　
　
　
　
　

正
木
留
吉

　

講
費
肴
料

　
　

一　

金
二
円
拾
銭
也

　

昭
和
拾
三
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
一
】

　
　
　
　

宿
本　

堀
尾
郁
朗

　
　
　

魚
代　
　

二
円
四
拾
銭
也

　
　
　

酒
代　
　

八
拾
銭
也

　

昭
和
拾
四
年
四
月
二
日

　
　
　
　

宿
本　

小
田
楠
彦

　
　
　

魚
代　
　

二
円
六
拾
銭
也

　
　
　

酒
代　
　

八
拾
銭
也

（
三
行
墨
消
し
）

　

昭
和
拾
五
年
四
月
二
日

　
　
　
　

宿
本　

別
当
純
吉

　
　
　

魚
代　

三
円
十
銭

　
　
　

酒
代　

一
円
三
〇
銭

　

昭
和
拾
六
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
二
】

　
　
　

宿
本　

大
西
楠
寿

　
　

魚
代　
　

二
円
也

　
　

酒
代　
　

一
円
二
拾
銭
也

　
　
　

合
計
三
円
二
拾
銭
也

　

昭
和
十
七
年
四
月
二
日

　
　
　

宿
本　

正
木
留
吉

　
　

魚
代　
　

三
円
五
十
銭

　
　

酒
代　
　

六
十
九
銭

　

昭
和
十
七
年
七
月
廿
九
日

　
　

下
向
ノ
日
待

　
　
　

宿
本　

小
田
直

　
　
　

同　
　

山
本
一
郎

　
　
　

講
員
各
拾
名

　
　

酒
代　
　

二
円
五
十
三
銭
（
二
軒
分
）

　
　

魚
代　
　

四
円
三
十
四
銭

　
　
　

合
計
金　

六
円
八
十
七
銭
也

　

昭
和
十
八
年
四
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
【
二
三
】

　
　

定
式
祭
礼　
　

宿
本

　
　
　
　
　

大
西
善
郎

　
　
　
　
　

川
口
甚
一
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一　

金
壱
円
貳
拾
八
銭

　
　
　

右
ハ
酒
四
升
代
拂

一　

金
貳
拾
銭

　
　
　

右
ハ
晦
日
日
待
ノ
宿
本
へ
席
料
ト
シ
テ

　
　
　
　
　

鈴
木
茂
平
殿
へ
拂

　

明
治
三
拾
壱
年
五
月
晦
日
改
メ

　
　
　
　

差
引
繰
越
金

一　

金
四
銭
五
厘

　
　

明
治
三
拾
壱
年
冨
士
参
詣
ニ
付
下
向
日
待

　
　

之
節
右
之
金
子
酒
代
エ
使
用
ス

　

丗
一
年
旧
六
月
廿
一
日

一　

金
六
拾
四
銭　
　
　
　

酒
貳
升
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
治
郎
殿
へ
拂

　
　

右
ハ
下
向
山
之
迎
ニ
付
古
山
社
中
ヨ
リ
拂

　

丗
一
年
六
月
廿
一
日

一　

金
九
拾
六
銭　
　
　
　

酒
三
升
代

　
　

右
ハ
下
向
日
待
ニ
付
新
山
ヨ
リ
政
吉
殿
ニ
拂

　

丗
一
年
旧
六
月
廿
一
日

一　

金
伍
拾
銭　
　
　
　
　

席
料
ト
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呈
ス

　
　

右
ハ
下
津
浦
新
山
下
向
日
待
ニ
付

　
　

當
講
社
ヨ
リ
氣
付
並
ニ
席
料
ト
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿
本
政
吉
殿
エ
呈
ス

一　

金
五
厘

　
　

右
ハ
参
拾
壱
年
度
残
金
先
送
ル

丗
壱
年
旧
六
月
廿
一
日
改
メ

　
　
　
　
　

請
之
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
◯
】

明
治
参
拾
壱
年
度
繰
越
金
及

　

参
拾
貳
年
度
五
月
廿
八
及
晦
日

　

御
幤
料
及
賽
銭
受
取

計
金
壱
円
二
拾
壱
銭
三
厘

　
　
　
　
　

拂
之
部

一　

金
壱
円
九
拾
八
銭

　
　

右
酒
六
升
代
會
社
拂

一　

金
四
拾
銭

　
　

右
ハ
晦
日
日
待
ノ
宿
本
ヘ
席
料
ト
シ
テ

　
　

大
西
善
之
輔
殿
小
田
彦
市
殿
両
家
ヘ
拂

一　

金
壱
銭
也

　
　

右
ハ
酒
八
寸
代
堀
尾
清
六
殿
ヘ
拂

　
　

是
ハ
西
井
貞
三
ヨ
リ
進
呈
ス

一　

明
治
三
拾
二
年
度
ハ
繰
越
金
一
毛
モ
無
シ

　
　
　
　
　

請
之
部

明
治
参
拾
参
年
度
五
月
廿
八
日
及

晦
日
御
幤
料
及
賽
銭
金

計
金
壱
円
五
拾
銭
三
厘

　
　
　
　
　

拂
之
部

一　

金
貳
円
貳
拾
八
銭　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
一
】

　
　

右
ハ
廿
八
日
晦
日
御
酒
代
六
升
会
社
ヘ
拂

　
　

總
合
計
金
貳
円
参
拾

　
　

銭
二
厘
五
毛

　
　

外
ニ
四
拾
銭

　
　

右
ハ
晦
日
之
宿
本
ヘ
席
料
ト
シ
テ

　
　

正
木
桶
平
山
本
典
三
郎

　
　

両
君
ヘ
拂

　
　

二
口
〆
二
円
七
拾
銭
二
厘
五
毛

　

差
引
不
足
金
一
円
二
拾
銭

　

残
差
引

　
　
　

金
二
厘
過
剰
金

　

明
治
三
十
五
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
二
】

　
　
　
　

五
月
廿
八
日

　
　
　

勘
定
書

一　

弐
円
四
十
銭　
　
　

酒
六
升
代

一　

四
十
銭　
　
　
　
　

席
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晦
日
□
二
人
分

一　

十
八
銭　
　
　
　
　

紙
四
帳
代

　
　

〆
弐
円
九
十
八
銭

　
　
　
　
　
　
　

岩
田
楠
□

　
　
　
　
　
　
　

西
尾
楠
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

中
島
楠
蔵

　
　
　
　
　
　
　

西
井
楠
二
郎

右
之
通
リ

　

金
六
厘　
　
　
　
　

過
剰
金

　
　

翌
年
ヘ
繰
越
ス

　

明
治
三
十
六
年

　
　
　
　

五
月
二
十
八
日

　
　
　

勘
定
書

一　

金
九
十
九
銭　
　
　

酒
二
升
二
合
代　
【
一
三
】

　
　
　
　
　
　

西
井
徳
平

　
　
　
　
　
　

山
本
新
太
郎

　
　
　
　
　
　

大
西
善
松

　
　
　
　
　
　

橋
本
初
太
郎

　

右
之
通
リ

　
　

昨
年
度
ノ
過
剰
金
六
厘
翌

　
　

年
ヘ
繰
越
ス

明
治
三
十
七
年
五
月
廿
八
日

　
　
　

勘
定
書

一　

金
壱
円
拾
五
銭
参
厘

　
　
　
　
　
　
　

御
幤
料
其
他

外
ニ

一　

金
六
厘　
　

前
年
繰
越
金

合
計
金
壱
円
十
五
銭
九
厘
也

　
　

右
□
過
金

　
　
　
　

宿
本　

岩
田
市
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

□
□
藤
次
郎

明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
八
日　
　
　
　
　
【
一
四
】

　
　

勘
定
書

　
　
　

収
入

一　

金
伍
拾
銭

　
　
　

内
九
厘
切

　
　
　
　

御
幤
料

一　

金
伍
拾
銭

　
　
　

浜
垢
離
日
待
地
下
酒
代

一　

金
壱
円
十
五
銭
九
厘

　
　
　

前
年
度
繰
越
金

　

合
計
貳
円
拾
五
銭
九
厘

　
　
　

支
出

一　

金
貳
拾
参
銭

　
　
　

十
八
日
浜
垢
離
日
待
酒
代

一　

金
四
拾
六
銭

　
　
　

揚
垢
離
酒
代

一　

金　
　
　
　
　
　

雑
費

　

合
計
六
拾
九
銭

　

差
引
壹
円
四
拾
六
銭

　
　

右
正
ニ
過
金

　
　
　
　

宿
本　
　

川
面
権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
善
次
郎

右
之
過
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
五
】

　

翌
年
へ
繰
越
ス

明
治
丗
九
年
三
月
七
日

　

富
士
講
費

一　

金
壱
円
四
拾
六
銭

　
　
　

右
ハ
御
造
榮
ニ
付
仕
拂

　
　
　

但
シ
丗
八
年
度
ヨ
リ
ノ
繰
越
金

一　

金
六
銭

(6)



紀　要

70

【
翻
刻
】

（
記
載
事
項
解
読
で
き
ず
）　
　
　
　
　
　
　
【
表
紙
】

宿
本
当
番
は
か
な
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
】

　
　

其
の
年
の
祭
礼
の
件
こ
の
帳
簿

　
　

に
記
帳
し
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

係
よ
り

　
　
　
　

廿
八
年
度
受
之
部　
　
　
　
　
　
　
【
二
】

一　

金
四
拾
八
銭
七
厘

　
　

三
十
七
年
度
精
算
繰
越
金　

一　

金
壱
円
八
拾
六
銭
六
厘

　
　

右
ハ
揚
垢
離
御
幣
料
及
賽
銭
□
□

　

計　

金
貳
円
三
拾
五
銭
三
厘

　
　
　
　

同
拂
之
部

一　

金
壱
円
六
拾
八
銭

　
　

右
酒
八
升
代
岩
田
□
□
拂

一　

金
貳
銭

　
　

右
ハ
御
幣
用
半
紙
廿
枚
代

　
　

中
村
勘
□
□
拂

一　

金
四
拾
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
】

　
　

右
ハ
五
月
晦
日
日
待
宿
本
席
料

　
　

当
番
正
木
安
吉
、
大
西
政
吉
両
氏
ニ
拂

　
　

計
金
貳
円
拾
銭

　

受
拂
当
年
残
金

　
　

金
貳
拾
五
銭
三
厘

　
　
　
　
　

正
繰
越
金

　

明
治
二
十
八
年
旧
五
月
二
十
八
日

一　

金
貳
拾
三
銭
六
厘

　
　

右
同
年
閏
五
月
二
十
八
日
□
日
待
極
月

　
　

ニ
付
酒
饌
料
前
借
ス

　

受
拂
計

　
　
　

残
金
壱
銭
七
厘

　
　
　
　
　
　
　

過
剰
金

　

明
治
二
十
八
年
舊
五
月
二
十
八
日

同
年
旧
六
月
十
三
日
冨
士
登
詣
下
向
ニ
付　
　
【
四
】

出
迎
御
酒
料
受
拂
記

一　

金
拾
八
銭
弐
厘

　
　

右
酒
壱
升
代

　
　

出
□
古
山
總
人
口
之
廿
四
名

　
　

壱
名
ニ
付
金
七
厘
五
毛
宛
報
集

　
　

□
□
ス

同
年
同
月
十
六
日
下
向
日
待
受
拂

記
　
　
　

受
之
部

一　

金
八
銭
五
厘

　
　

右
同
年
五
月
廿
八
日
過
剰
金
及
下
向
日
待
賽
銭
共

一　

金
壱
円
廿
五
銭
四
厘

　
　

右
講
社
中
四
十
四
名
壱
名
ニ
付

　
　

弐
拾
八
厘
五
毛
宛
報
集
ス

　

計
金
壱
円
三
拾
三
銭
九
厘

　
　

同
拂
之
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
】

一　

金
八
拾
四
銭

　
　

右
酒
四
升
代

一　

金
九
銭
五
厘

　
　

右
該
□
簿
代

一　

金
四
拾
銭

　
　

右
下
向
日
待
両
度
席
料

　

計
金
壱
円
参
拾
三
銭
五
厘

　

差
引

　

金
四
厘　
　
　

過
剰
金

　
　

外
ニ
壱
銭
賽
銭
追
加
ス

一　

金
弐
銭
四
厘

　
　

右
ハ
明
治
廿
八
年
旧
九
月
二
十
一
日
悪
病
除
去
折

　
　

講
臨
付
日
待
之
際
各
組
ヨ
リ
徴
集
ノ
過
剰
金

　

明
治
貳
拾
九
年
受
ノ
分　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
】

一　

金
三
銭
一
厘

　
　
　

右
ハ
廿
八
年
度
繰
越
金
也

一　

金
壱
円
八
拾
銭

　
　
　

右
ハ
本
年
御
幤
料
乃
賽
銭

一　

金
三
拾
八
銭

　
　
　

右
ハ
社
中
ヨ
リ
集
メ
金

　
　
　

但
シ
三
十
八
名
乃
□
一
人
前
ニ
付
壱
銭
宛
ツ
メ

　

計
金
貳
円
拾
八
銭

　
　
　

同
拂
ノ
部

一　

金
四
拾
銭

　
　
　

右
ハ
五
月
晦
日
両
宿
席
料
ニ
拂
フ

一　

金
壱
円
七
拾
六
銭

　
　
　

右
ハ
酒
代
ニ
拂
フ

　

計
金
貳
円
拾
六
銭

　
　
　
　

指
引
廿
八
年
度
繰
越
金
者　
　
　
　
【
七
】

　
　
　
　

金
五
銭
壱
厘
過
剰
金

一　

金
参
銭
四
厘
五
毛

　
　

右
ハ
明
治
廿
九
年
六
月
廿
八
日
當
区
悪

　
　

疫
退
散
ニ
付
願
杲
之
日
待
酒

　
　

肴
料
徴
集
金
之
過
剰

明
治
三
拾
年
受
拂
ノ
記

　
　

受
ノ
部

一　

金
三
銭
四
毛

　
　

右
ハ
廿
九
年
六
月
ノ
繰
越
金
受
取

一　

金
四
拾
貳
銭

　
　

右
ハ
総
目
□
割
六
金
一
人
壱
銭
四
毛
宛
受
取

一　

壱
円
拾
六
銭

　
　

右
ハ
三
拾
年
度
五
月
廿
八
日
乃
晦
日

　
　
　

御
幤
料
乃
賽
銭
受
取

　

計
金
壱
円
六
拾

　
　
　

壱
銭
四
厘
四
毛

　
　

拂
ノ
部

一　

金
壱
円
拾
六
銭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
】

　
　

右
ハ
五
月
廿
八
日
晦
日
両
日
ニ
要
ス
ル

　
　
　

御
酒
代
拂

一　

金
五
銭

　
　

右
ハ
廿
八
日
ニ
要
ス
ル
紙
一
丈
代
拂

一　

金
四
拾
銭

　
　

右
ハ
晦
日
日
待
宿
本
政
吉　

十
郎

　
　
　

両
家
へ
払

　

計
金
壱
円

　
　
　

六
拾
壱
銭

　

差
引
繰
越
金

　
　

五
厘
也

　

明
治
参
拾
壱
年
受
拂
之
記

　
　
　

受
ノ
部

一　

金　

五
厘

　
　

明
治
三
拾
年
五
月
三
拾
日
ノ
繰
越
金
受
取

　

計
一　

金
壱
円
五
拾
貳
銭
五
厘

　
　

右
ハ
三
十
壱
年
度
五
月
廿
八
乃
晦
日

　
　
　
　

御
幤
料
乃
賽
銭
受
取

　
　
　
　

拂
之
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
】
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資
料
「（
南
張
富
士
講
帳
簿
）」（
一
四
五
頁
・
表
紙
お
よ
び
裏
表
紙
除
く
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
記
載
事
項
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
大
き
く
分
け
る
と
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
 

① 
講
行
事
（
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
日
待
（
定
式
祭
礼
）
お
よ
び
、
不
定
期
に
お
こ
な
わ

れ
る
富
士
山
へ
の
参
詣
と
そ
れ
に
と
も
な
う
下
向
日
待
）
の
参
加
者
、
行
事
内
容
、
歳

入
歳
出
に
関
す
る
こ
と
。

　

②
講
の
規
約
に
関
す
る
こ
と
。

　

③
講
の
メ
ン
バ
ー
の
加
入
・
脱
退
に
関
す
る
こ
と
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
南
張
富
士
講
帳
簿
の
大
部
分
を
占
め
る
記
録
で
あ
る
。

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
記
録
は
欠
落
し
て
い
る
も
の

の
、
明
治
二
八
年
か
ら
平
成
二
〇
年
ま
で
の
講
の
行
事
に
か
か
わ
る
収
入
の
内
訳
、
歳
出
の

内
訳
が
確
認
で
き
る
。
特
に
、
歳
出
の
内
訳
と
そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
ど
の
よ

う
な
行
事
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
祭
礼
で
ど
の
よ
う
な
食
事
が
供
さ
れ
て
い

た
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
定
式
祭
礼
の
開
催
場
所
が
、
講
員
の
中
か
ら
順
番
で
選
ば
れ
た
宿
本
宅
か
ら
公
会

堂
、
宿
泊
施
設
へ
と
変
遷
す
る
と
と
も
に
、
集
落
内
の
大
日
如
来
を
祀
る
「
浅
間
さ
ん
」
へ

の
参
拝
や
水
垢
離
の
行
事
が
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
以
降
実
施
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
り
、

集
落
の
氏
神
で
あ
る
楠
宮
八
柱
神
社
へ
の
参
拝
の
み
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
以
降
に
は
、
氏
神
へ
の
参
拝
に
加
え
て
、
伊
勢
神
宮
へ
の

参
拝
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
（
九
四
頁
）、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
か
ら

祭
礼
へ
の
女
性
の
参
加
者
の
名
前
が
確
認
で
き
る
な
ど
（
一
一
四
頁
）、
南
張
富
士
講
の
日

常
的
な
行
事
に
お
け
る
富
士
山
へ
の
信
仰
が
次
第
に
薄
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
②
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
も
の
を
中
心
に
、
講
に
関
わ
る
取
り
決
め
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
水
垢
離
を
と
も
な
う
日
待
の
行
事
に
関
し
て
は
、
厳
し
く
身
を
清
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
村
山
の
修
験
者
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
富
士
山
信
仰
の
姿

が
残
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
一
二
三
頁
か
ら
一
二
九
頁
な
ど
）。
ま
た
、
日
露
戦
争

の
引
き
金
と
な
る
日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
交
断
絶
を
受
け
て
、
定
式
祭
礼
の
会
食
を
簡
素
な
も

の
と
す
る
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
講
が
当
時
の
社
会
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
八
頁
か
ら
一
一
九
頁
）。

　

最
後
に
③
で
あ
る
が
、
南
張
富
士
講
の
メ
ン
バ
ー
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て
の
記
録
で

あ
る
（
一
三
三
頁
か
ら
一
四
四
頁
）。
南
張
富
士
講
帳
簿
に
は
一
一
三
年
間
の
間
に
、
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
／
乙
未
）、明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
／
戊
戌
）、明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇

／
庚
戌
）、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
／
庚
申
）、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
／
壬
申
）、
昭
和

一
七
年
（
一
九
四
二
／
壬
午
）、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
／
丁
巳
）
の
計
七
回
の
富
士
山

へ
の
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
加
入
・
脱
退
の
記
録
を
見
れ

ば
、
富
士
山
へ
の
参
詣
を
終
え
た
講
員
が
新
山
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
集
団
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
講
員
は
古
山
と
し
て
日
待
の
宿
元
を
行
っ
た
後
に
講
を
抜
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を

と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
最
後
の
富
士
山
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
た
昭
和
五
二

年
以
降
は
、
参
詣
を
終
え
た
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
加
入
が
な
く
、
こ
の
時
の
参
詣
者
が
新
山

と
し
て
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
ま
で
講
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
南
張
富
士
講
帳
簿
に
は
、
当
地
の
富
士
講
に
関
わ
る

様
々
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
変
容
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
さ
ら
な

る
分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
南
張
富
士
講
の
変
容
の
背
景
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
聞
き

取
り
調
査
な
ど
か
ら
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
南
張
富
士
講

帳
簿
が
含
ま
れ
て
い
た
資
料
群
に
は
、
明
治
六
年
に
南
張
の
大
日
如
来
を
祀
る
「
浅
間
さ
ん
」

を
造
営
し
た
際
の
記
録
や
、
江
戸
時
代
の
年
記
を
持
つ
各
種
記
録
類
が
含
ま
れ
る
。
こ
う
し

た
記
録
も
あ
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伊
勢
・
志
摩
地
方
に
お
け
る
富
士
山
信
仰
の

研
究
成
果
の
蓄
積
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
聞
き
取
り
調
査
や
写
真
撮
影
の
み
な
ら
ず
、

本
稿
へ
の
掲
載
を
快
く
お
許
し
い
た
だ
い
た
堀
尾
兵
蔵
氏
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
江

崎
満
氏
（
鳥
羽
郷
土
史
会
）、
﨑
川
由
美
子
氏
（
志
摩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。

　
翻
刻
凡
例

・【　
　

】
内
の
数
字
は
、
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

・
解
読
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
、
□
で
示
し
た
。

(4)
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本
稿
は
、
三
重
県
志
摩
市
浜
島
町
南
張
地
区
に
お
い
て
組
織
さ
れ
て
い
た
富
士
講
（
以
下

南
張
富
士
講
と
表
記
）
に
つ
い
て
、
元
講
員
の
お
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
南
張
富
士
講
に
関
係

す
る
資
料
群
「
南
張
富
士
講
書
類
」
の
う
ち
、「（
南
張
富
士
講
帳
簿
）」
を
翻
刻
に
て
紹
介
し
、

簡
単
な
解
説
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。

　

噴
火
を
鎮
め
る
た
め
の
遥
拝
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
は
、
登
山

道
の
拠
点
と
な
る
信
仰
施
設
と
関
係
を
も
つ
宗
教
者
に
よ
り
異
な
る
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ

の
中
で
も
、
中
世
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
表
口
（
大
宮
・
村
山
口
）
の
村
山
興
法
寺
で

は
、
大
鏡
坊
・
辻
之
坊
・
池
西
坊
の
村
山
三
坊
を
中
心
と
す
る
修
験
者
（
村
山
修
験
）
が
活

発
に
活
動
し
て
い
た
。

　

特
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
村
山
三
坊
か
ら
各
地
に
先
達
が
免
許
さ
れ
、
先
達
の
免
許
を
得

た
修
験
者
た
ち
は
、
先
達
所
と
い
わ
れ
る
担
当
地
域
の
人
々
を
引
導
し
て
富
士
参
詣
に
訪
れ

て
い
た
。
ま
た
、
村
山
の
修
験
者
は
各
地
を
檀
廻
し
て
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
を
広
め
、
富

士
参
詣
を
勧
め
た
と
さ
れ
る
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
、『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』、

二
〇
〇
五
：
九
三
）。

　

そ
の
活
動
範
囲
は
、
遠
く
紀
伊
半
島
や
関
西
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、
各
地
で
参
詣
前
に
精

進
潔
斎
を
お
こ
な
う
垢
離
場
や
、
富
士
山
の
本
地
仏
で
あ
る
大
日
如
来
な
ど
を
祀
る
「
浅
間

さ
ん
」
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
先
達
を
中
心
と
す
る
富
士
講
が
組
織
さ
れ
、
富

士
山
へ
の
参
詣
や
富
士
垢
離
（
参
詣
前
の
精
進
潔
斎
で
あ
る
と
と
も
に
、地
域
に
よ
っ
て
は
、

地
元
で
の
垢
離
の
み
で
参
詣
と
同
様
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
）
の
行
事
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
明
治
の
神
道
化
政
策
・
修
験
道
禁
止
等
に
よ
り
、
多
く
の
場

所
で
村
山
を
拠
点
と
す
る
富
士
講
は
衰
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
重
県
の
伊
勢
・
志
摩
地
方
で
は
現
在
で
も
富
士
山
へ
の
参
詣
や
富
士

垢
離
を
行
っ
て
い
る
場
所
や
、
行
事
自
体
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
富
士
講
に
関
わ

る
文
書
や
資
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
事
例
は
江
戸
時
代
か

ら
の
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
富
士
山
や
村
山
と
の
つ

な
が
り
は
希
薄
と
な
り
、
さ
ら
に
、
行
事
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
よ
り
異
な
る
展
開

を
経
て
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
現
在
の
伊
勢
・
志
摩
地
域
の
富
士
講
を
、

従
来
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
富
士
山
信
仰
の
一
つ
の
形
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
富

士
山
や
村
山
と
の
関
連
性
や
、
行
事
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
き
た
の
か
と
い
う

こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
三
月
に
、
伊
勢
・
志

摩
地
域
に
お
け
る
富
士
講
に
関
わ
る
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
三
重
県
志
摩
市

浜
島
町
南
張
地
区
で
あ
る
。
南
張
の
人
々
に
よ
る
富
士
参
詣
の
記
録
と
し
て
、
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
に
お
け
る
富
士
山
へ
の
道
者
（
参
詣
者
）
を
記
し
た
「
駿
州
富
士
大
宮
本
宮

道
者
帳
」
に
、志
州
南
針
（
張
）
の
人
物
四
人
の
名
が
確
認
で
き
る
（
浅
間
神
社
社
務
所
編
、

『
浅
間
文
書
纂
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
四
：
五
二
七
）
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
初
期
か

ら
当
地
で
富
士
講
が
組
織
さ
れ
、
富
士
山
へ
の
参
詣
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
現
地
で
の
調
査
の
結
果
、
南
張
富
士
講
で
は
、
昭
和
五
二
年
ま
で
富
士
参
詣
を

お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、地
元
で
の
行
事
で
あ
る
富
士
垢
離（
南

張
で
は
日
待
ち
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
三
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

と
と
も
に
、
講
員
の
中
で
引
継
ぎ
さ
れ
て
き
た
南
張
富
士
講
に
関
係
す
る
史
料
群
「
南
張
富

士
講
書
類
」
一
三
二
点
や
、
富
士
山
を
描
い
た
掛
軸
（
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
当
地
の

徳
林
寺
と
い
う
寺
院
の
住
職
か
ら
講
の
メ
ン
バ
ー
へ
譲
ら
れ
た
も
の
）
が
遺
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
「
南
張
富
士
講
書
類
」
の
中
に
は
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
平
成
二
〇
年

（
二
〇
〇
八
）
ま
で
の
一
一
三
年
間
に
お
よ
ぶ
講
に
か
か
わ
る
様
々
な
事
項
を
書
き
留
め
た

井
上 

卓
哉
　

南
張
富
士
講
帳
簿
の
翻
刻
と
解
説

(3)
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＜富士山かぐや姫ミュージアム（富士市立博物館）＞　
◇所 在 地　　〒 417-0061 静岡県富士市伝法 66 番地の２  TEL 0545-21-3380　FAX 0545-21-3398
◇開館時間　　夏期（４月～ 10 月）９:00 ～ 17:00　／　冬期（11 月～３月）９:00 ～ 16:30
◇休 館 日　　月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、12 月 28 日～翌年１月４日まで
◇観 覧 料　　無料
◇交 通　　Ｊ Ｒ 線：ＪＲ東海道本線富士駅・吉原駅、東海道新幹線新富士駅から車で 20 分
　　　　　　　路線バス：吉原中央駅③番線で乗車、「広見団地入口」下車、徒歩３分
　　　　　　　高速バス：富士 IC「東名富士」下車、徒歩 20 分
　　　　　　　 車 ：西富士道路「大淵・広見インター」降りて東へ１分、駐車場あり
＜富士市立歴史民俗資料館（博物館分館）＞
◇所 在 地　　〒 417-0061 静岡県富士市伝法 86 番地の７  TEL･FAX は博物館に同じ
　　　　　　　博物館より北へ徒歩３分  ＊広見公園歴史ゾーン ( 博物館に隣接 ) に屋外展示
◇開館時間・休館日・お問い合わせ先は博物館に同じ
◇観 覧 料　　無料　　
＜富士市立富士川民俗資料館（博物館分館）＞
◇所 在 地　　〒 421-3305 静岡県富士市岩淵８- １  TEL･FAX は博物館に同じ
◇開 館 日　　土・日・祝日（開館時間は博物館と同じ）
◇観 覧 料　　無料（屋外からのみ御覧いただけます）
◇お問い合わせ先は博物館に同じ
◇交　　　通　　Ｊ Ｒ 線：ＪＲ東海道本線富士川駅から徒歩 15 分
　　　　　　　高速バス：東名富士川 SA「東名富士川」下車、徒歩 15 分
　　　　　　　 車 ： 東名高速道路富士 IC 降りて南西へ約 30 分、または、東名富士川 SA スマー

ト IC 降りて南西へ 2 分、駐車場あり
＜小休本陣常盤家住宅主屋（国登録有形文化財）＞
◇所 在 地　　〒 421-3305 静岡県富士市岩淵 455  TEL･FAX は博物館に同じ
◇開 館 日　　土・日・祝日（開館時間は９：00 ～ 16：00）
◇観 覧 料　　無料
◇お問い合わせ先は博物館に同じ　　　　
◇交　　　通　　Ｊ Ｒ 線：ＪＲ東海道本線富士川駅から徒歩 20 分
　　　　　　　高速バス：東名富士川 SA「東名富士川」下車、徒歩 10 分
　　　　　　　 車 ：駐車場がございませんので車での御来場は御遠慮願います。
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